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			　第一章　おっさん、出会う

			
　１

			
　自然は良い。

			　朝は小鳥の囀さえずりで目を覚まし、窓から差し込む日差しに優しく包まれる。

			　そうして一日の活力を与えられ、加齢で重くなった身体を動かす。

			　筋トレで痛んだ時には誇らしくなるが、こちらは全く嬉しくない。

			　起き上がり、今日はどこが不調なのか察するのが日課だ。

			　そのまま調理台へ向かい、自らの手で育てた野菜や狩った魔物の肉で朝飯を済ませ、昼前には出かける。畑の様子を見るためだ。

			　夕方には家の近くを散歩して、暗くなる前に帰る。

			　少しでも運動をしないと、簡単に身体が錆びついてしまう。

			

			　夜は自作の露天風呂に入り、宝石のように瞬く星々を眺め、感嘆のため息をつく。

			　人里から離れた山に住んでいる利点がこれだ。

			　精神の充足感。目に見えずとも、心が洗われていくのが分かる。

			　雨の日は一日中、家の中で本を読んだり肉体の休息にあてる。

			　今年で三十八だからな。年々体力の衰えを感じるのだ。

			　だが、現時点で今後一生を過ごせるだけの環境は整っているから不安はない。

			　衣食住はもとより娯楽もある。本は山の入り口に大量に捨てられていたものを、それを狙っていた盗賊をぶちのめしてかっさらってきた。

			　暇な時には浮遊の魔法をかけた木の球を飛ばし、視覚を共有して山のパトロールもどきをするのも楽しい。

			　俺が購入した土地ではないが、誰の所有地でもなさそうだし、このまま人生をこの山で終えたい。

			　――そう思っていたのに、俺の平穏な日常は突然終わりを迎えた。

			
　ある日の朝、俺は無意識のうちに目を覚ましていた。

			　頭だけを動かして周囲の様子を探る。

			　まだ陽は上がっていないし、小鳥も眠っている頃だろう。音も光もない。

			

			　それなのに目が覚めたということは、おそらくこの山に侵入者がいるからだ。

			「……本当に？」

			　思考が口から零こぼれ落ちる。

			　この山には、ある理由で俺が張った結界がある。

			　あまり強力なものではないが、わざわざこんな辺へん鄙ぴな山の結界を破って侵入する意味があるだろうか？

			　その一点の疑問が頭の隅で燻くすぶっていたが、とりあえず、寝不足を訴える身体を起こして侵入者を探すことにした。

			
　山の中腹にある家を出て、手頃な高さの木に登る。

			　そこから細かく周囲を見回すが、人の気配はしない。

			「気のせいか？　……いや、相手の方が用心深いのかもしれない。鼓動で気配を探ってみるか……」

			　ゴーレムのように人為的に作られたものならまだしも、大抵の生き物は心臓がなければ生きていけない。

			　そのため、心臓はどんな生物にも共通して存在する。

			　鼓動の音を聞き分けることで、どれだけ上う手まく身を隠していても探知することができるのだ。

			　あまり人が多い場所ではできないだろうが、ここは勝手知ったる山。

			　目を閉じ、意識を山中に走らせる。

			　これは……ツノの生えたウサギだな。こっちはデカいトカゲ。

			　その近くに、隠れるようなやつが……。

			「――これだ」

			　侵入者の居場所を理解したので目を開く。

			　おそらく、トカゲを起こさないように身を潜めて、ゆっくりと動いているのだろう。

			　その割には鼓動が早い気がするが。

			　ああでも、相手にバレないように動くのって慣れてくると楽しいんだよな。これは緊張というよりも好奇の鼓動だろう。

			　そう考えると、やはり侵入者はかなりのやり手らしい。

			　山の土地を何かに使おうと調査しにきたのかもしれない。

			　俺の平穏な生活が崩れ去ってしまうことを考えると、申し訳ないが、ちょっと脅かして帰ってもらうべきだろう。

			　木から木へと飛び移り、侵入者の方へ向かう。

			
　十分ほど移動を続け、ついに侵入者の姿を捕捉する。

			「どれどれ、侵入者は……そ、想像と違うな」

			　てっきり筋骨隆々の大男が凶悪な面つら構がまえで潜んでいると思っていたが、視界にいるのはそれとは真逆の若い女性だった。

			　しゃがんでいるため背丈はわからないが、緑色の美しい髪と溌はつ剌らつとした顔立ち。

			　だが、そばで眠りこけているデカいトカゲを見て緊張した面持ちをしている。

			　そんなに恐ろしい生物じゃないんだが、もしかして人里には現れない種なのだろうか。

			　だとすれば警戒するのも頷ける。それか、あまり戦うことに慣れていないのかも。

			　俺もこの山に来たばかりの頃はボコボコにされたしな。

			　よーし、あの女性は悪い人じゃなさそうだし、そんなに神経質にならずとも大丈夫だと伝えにいくか。

			　全身に音消しの魔法をかけて木から飛び降り、女性に近付く。

			　……でも、どうやって声をかければいいんだ？

			　あと数歩で触れられる距離だったが、足を止める。

			　この山に来てから一度も他人と会話しなかったというわけではないが、それでもここ二、三年は誰とも会わなかった。

			　習慣づいていることでさえ、数週間やらなければ感覚を忘れてしまうものだ。

			

			　ならば、数年ぶりの人との会話なんて未知でしかない。

			　いきなり声をかけて不審者だと思われないだろうか。

			　なにか良い感じの挨拶とか、そういうので場を和なごませた方が良いのかも。

			　だとしても、俺にはなんて言えばいいのか見当も――。

			
　――その時、俺の身体に衝撃が走った。

			
　そうだ、あの本を参考にしよう。

			　山のように不法投棄されていた書物の中に『ワンダフルユーモア』というのがあった。

			　内容としては、日常生活のあらゆる場面を想定したユーモア溢れる会話が書かれている本だ。

			　最初に読んだ時は笑い転げ、二度目は相手がそれを聞いてどう捉えるかという気持ちの機微、三度目は言葉の影に隠された深い意味に感心したっけ。

			　今まで読んだものの中でも最高クラスに実になる、そういうものだった。

			　いつか著者に会ってみたいが、ここにいたらおそらく叶かなわないだろうなぁ。

			　……とりあえず声をかけてみよう。

			　暗記するほど読み込んだため、もはや俺の脳内に本があるのと同じだ。

			

			　記憶の引き出しを開けるようにして、状況に相応ふさわしいものを選び出す。

			　そうだな、今回は「入門編」の「刺し客かくを見つけた時」から一つ。

			　彼女は刺客ではないが、場面的には同じものが使えるだろうという考えだ。

			　分かりやすい洒落のような感じだから若者にも伝わるだろうし、きっと大爆笑だろうなぁ。

			　俺は引き続き音を消したまま、トカゲに集中している彼女の後ろから近付く。

			　第六感というやつだろう。女性は完全に俺に気付いていないはずなのに、空気が一瞬のうちにピンと張り詰めた。

			　この状況で放たれる言葉は、ナイフのように鋭利だろう。

			　今、この時だ。俺は耳元でこう言った。

			「おっと、刺客なのに死角があっていいのかい？」　

			
　２

			
「おっと、刺客なのに死角があっていいのかい？」

			　その言葉が聞こえた瞬間、私の脳内では、自分の短い人生が走馬灯のように流れ出した。

			
「――レイセ。お前の名前はレイセというんだよ」

			　父の、包み込むような優しい声を思い出す。

			　私の家は貧しくも裕福でもない、中流の典型のような家だった。

			　職業選択の自由はあり、かと言ってなんでもできるほどの自由はない。

			　幼い頃から何事も人並み以上にできた私は、羽開いて飛び立つことよりも、地面に根を張る木になることを選んだ。

			　冒険者のような、人生逆転も夢ではないが、その一方で命を落とす危険のある仕事ではなく、冒険者ギルドの受付に就職したのだ。

			　街の近くに魔物が現れれば屈強な冒険者が助けてくれるし、自分は雑務をこなすだけでいい。

			　幸いにも、私の住む街に粗暴な冒険者は少なく、あまり警戒する必要もない。

			　このまま私は平穏な暮らしを続け、適当な相手と結婚してのんびりとした余生を過ごすのだ。

			　そう思っていたのに――。

			
「レイセ・ツィオーネくん。君にはモールス山にいるらしい、先代魔王を倒した書の守護者……つまり勇者を探してきてほしい。あわよくば先生として――」

			

			「…………ギルド長、脳みそ落としてきたんですか？」

			　レイセ・ツィオーネ、勤続四年目にして初の暴言である。

			　だが、ギルド長……ボスリーさんは私を叱ることはせず、むしろ申し訳なさそうにしていた。

			　大柄で口の周りに髭を蓄え、いつも余裕な表情で私たちに的確な指示を出してくれるボスリーさん。

			　彼がこんなにも狼狽うろたえているのを見るのは初めてだ。

			「いや、できることなら私も行ってほしくはないんだが……ちょっと今、手を離せる冒険者がいないんだよ。ほら、最近魔物の活動が活発になってるじゃない？」

			「だからって、死の山とか言われてる場所に受付の私を行かせるんですか!?　受付ですよ？　う、け、つ、け！　髭が耳から脳内に入っておかしくなってません!?」

			「さっきから独特な罵倒の仕方だね!?」

			　モールス山。自然が生い茂った美しい山だ。

			　大人になりきる前の少女のような、溌剌とした青年のような、伴はん侶りょを亡くした老人の切なさのような、それら全てがいつか失われてしまうと理解してしまうような、季節によって違う一面を見せる、巨大な山。

			　しかし、美しいのは外見だけだ。

			

			　その麓ふもとには村があるが、そこから先へは誰も行こうとはしない。

			　なぜなら、山中に一歩でも足を踏み入れたが最期。

			　勇者や魔王すら手を焼くと言われている、恐ろしい魔物が数多く闊かっ歩ぽしているというのだ。

			　そんなところに私が一人で行く？

			　寝言は寝てから言って欲しい。

			「君が考えていることはわかるよ。でも、レイセくんって確か結界魔法とか得意だったろう？　最近まで誰も知らなかったが、あの山には結界が張り巡らされているようなんだ」

			「あの山に結界が？」

			　結界を張り巡らせることによって、外部に情報が漏れることを防いだり、侵入を拒むことができる。

			　国家の存亡に関わる機密事項の共有の際にも結界魔法が用いられるらしい。

			　そして、基本的に結界は術者を中心として発動する魔法。

			　つまり――。

			「……誰かがモールス山の中にいるってことですか？」

			「そうなんだよ。ここ一年くらい結界が解かれた様子もないし、多分、信じられないけど誰か住んでいると思うんだよね。それで、先代魔王が討たれた場所が麓の……」

			

			「あぁ……そうでしたね……」

			　二人の間に沈黙が訪れる。

			　ボスリーさんは手を叩いてそれを吹き飛ばし、言葉を続けた。

			「レイセくんは戦闘力もその辺の冒険者より高いし、流石さすがに死の山の魔物には勝てないだろうけど、逃げることくらいはまぁ……できるよね？」

			「いや適当な予想で言わないでください髭むしりとりますよ!?」

			「危なっ!?　言いながら手伸びてきてるよ!?」

			　身の危険を察知して身体が自主的に動いたのだ。

			「ともかく頼むよ！　結界内に入って三十分くらい様子を見て、なにもなければ帰ってきていいからさ！」

			「……入り口付近から動かなくても？」

			「もちろん。私も元々乗り気じゃなくてね、ギルド長同士の会議で決まっちゃったんだ。とりあえず結界内に入ったっていう事実があれば、後は他のギルドがやってくれるだろうから、ね!?」

			「はぁ……ちなみに私に何かメリットは？」

			　雇用されている身なのだしメリットもクソもないが、一応聞いてみることにした。

			「大抵の条件じゃ私は――」

			

			「給料二割り増し」

			「行きます！　行ってきます！」

			
　ということで私はモールス山に向かい、結界を、私一人分の幅を一時的に解除して侵入した。

			　本来なら私にどうこうできる精度の結界ではなかったが、数年おきに必要なメンテナンスを忘れているのか、かなり劣化していたために人々に見つかったようだ。

			　だが、まさかそんな物忘れで勇者が見つかるはずもない。

			　結界の手入れを忘れたのではなく、何か深い理由があるのだろうが、今の私に思考は必要ない。

			　山内はとてつもない広さで、木の一本からスケールが大きすぎる。

			　ここは山というより、もはや巨人の住まう異世界だ。

			　そして、山に入って五分ほど歩いた時、早くも危機が訪れた。

			「……い、いっ……！」

			　一匹で国一つを滅ぼせるというタイラントドラゴンが眠っていたのだ。

			　人間を何人丸呑みできるのかというほどの巨体。

			　歴戦の冒険者であっても、単騎の戦いで勝利することは不可能だろう。

			

			　当然、私だって瞬殺されて肉塊になる。

			　しかし、不幸中の幸いというか、ドラゴンの眠りは浅くない。

			　このまま息を整えて、ゆっくりと結界から出れば良い。

			　追われたとしても逃げ切れる可能性は高い、ドラゴンに結界を破る術がないからだ。

			　私の実力が足りずに一人分の隙間しか作れなかったことが功を奏したようだ。

			　大丈夫、まだ死なない。

			　私は家族を養っていくんだから、死ねない。

			　よし、あと一回深く息を吸ったら振り向いて――。

			「おっと、刺客なのに死角があっていいのかい？」

			　あ、死んだ。

			　走そう馬ま灯とうが流れ終わり、意識が覚醒する。

			　時の流れが加速したように、思考も早まった。今ばかりは私の脳も限界を超える働きをみせている。

			　状況を整理しよう。

			　さっき私の耳に入ってきたのは人間の声だが、こんな危険な山に生息している以上、人間のはずがない。

			　人を殺しまくって食べまくって言葉を覚えた魔族とかそういうオチだ。

			

			　この恐ろしい環境で生き残っている魔族なんて、凶暴で冷酷で劣悪で狂っているに違いない。

			　つまり私は死ぬ。振り向くまもなく死ぬし、振り向いた瞬間に視線が下に落ち、棒立ちになった私を見つめている。

			　そうして切り落とされた私の首を嬉々として掴み、魔族が喰らうのだ。

			　……でも、死ぬにはまだ時間があるかもしれない。

			　ほんの少し、コンマ一秒ほどの猶予が。

			　考えることしかできない、この人生に残された最後の一瞬を、私は家族への祈りに使うとしよう。

			　どうか、私の家族が幸せに暮らせますように。

			　そしてあわよくば、こんな死地に追い込んだクソギルド長を社会的に抹まっ殺さつ――って、さっき何か聞こえなかった？

			　刺客なのに死角がどうとか……え？

			　なにそのつまんない親父ギャグ？

			　こんなので笑う人なんてボスリーさんくらいしか――いや違う、おそらくこの声の主は自分がなにを言っているのか理解していない。

			　人間を喰って語ご彙いを得て、私を嘲笑うために適当に人語を発しているのだ。

			

			　どういう場面で使うのか――このギャグは何処どこで使っても自分の評価を下げるだけだろうが――知らない。

			　場に適していない言葉が、普段なら鼻で笑い飛ばせるつまらないギャグが余計に恐怖心を煽あおる。

			　自分の生命の痕跡を残すためか、私は無意識のうちに絶叫していた。

			　魔族に殺されるか、目覚めたドラゴンに殺されるか。

			　死ぬことに変わりはないのに、全力で声を上げていた。

			
　３

			
「ギャアァァァァァァアァァァァア!!」

			「うおおおおおおおおおおおお!?」

			　声のトーン、抑揚、間。全てが完璧に決まったはずなのに、目の前の女性はとてつもない大声で叫び始める。

			　そして、瞬時にこちらへ振り向き俺の顔を確認すると、まるで目の前で世界が崩壊しているかのように、恐怖に顔を歪ませていた。

			「えまってまってどうしたの!?」

			

			「ウギャアァァァアァァアァァ!!」

			　声をかけても錯乱状態の彼女には届いていない。

			　目の前の女性は、両手をバタバタと動かして叫んでいる。

			　俺の見た目が人間離れしていた？

			　いや、確かに多少は大柄かもしれないが、髪は定期的に切っているし、髭だって綺麗に揃えている。

			　服も毎日洗濯していて体臭もキツくないはずだ。たぶん。

			　あれか、服装が独特すぎるのか？

			　拾った本の中の一冊『各国の祭大全』に記されていた、極東の衣服「ジンベイ」を真似たものを作り、それを愛用しているのだが、外の世界では時代遅れなのかもしれない。

			　俺の姿を見て「自分は過去の世界に転移してしまった」と思い込んだと考えると、この驚きようにも頷ける。

			　過去に何度か、山中の時の進みを遅くする魔法を試したりしていたしな。

			　実際に今も、外界に比べて時間の進みを遅らせている。

			「グルゥ……」

			　まずは静かにしてもらおうと方法を模索していたのだが、その手間が省けたようだ。

			　背後からの唸り声を聞いて、女性はパッと叫ぶのをやめた。

			

			　そしてデカいトカゲの方へ向き直り――。

			「やっぱり起きてるぅぅぅぅぅうぅぅぅぅ!?」

			「あれー……？」

			　喉とか大丈夫だろうか。

			　まぁ、凄まじい声を間近で上げられたのだから、トカゲは当然目を覚ます。

			　日頃何者かに、とりわけこの森で特に数が少ない人間に起こされたことのないであろうトカゲは困惑している様子だったが、耳をつんざくような叫びに気分を害したのか、女性に向けて炎を放とうと口を開いた。

			「死んだぁぁぁぁあぁぁぁあ!?」

			「いや、死なないよ!?　――よっと」

			　彼女の美しい髪が燃えてしまったら可哀想だ。

			　なぜか死を覚悟している女性の前に躍り出ると、トカゲが吐く炎に合わせて深く腰を落とし、右の拳を突き出す。

			　拳の動きによって生み出された衝撃波、つまり拳圧が貧弱な炎ごとトカゲを巻き込み、木々を薙なぎ倒しながら吹き飛んでいった。

			「あらら……倒すのは三本までにしたかったんだけどね」

			　殺すつもりはないし、限りなく手加減したつもりなのだが、歳を取って力の抜き方を忘れてしまったようだ。

			　過度な自然破壊は良くない。

			「…………はえ？」

			　女性の声を聞いて、彼女が正気に戻っていることに気付く。

			　振り返ると、目をぱちくりさせて俺を見つめていた。

			　さて、次はどうするべきか。

			　ファーストコンタクトは驚かせてしまい失敗。

			　ここで挽回しなければ、完全に不審者認定されてしまうだろう。

			　俺は必死に『ワンダフルユーモア』を思い返し、今の状況に合ったジョークを探す。

			　……そうだ、これがあった。

			　続いて披露するのは「応用編」から、「恋人を怒らせてしまった時」の対処法。

			　目の前の女性は恋人でも怒ってもいないが、性別と感情の爆発という点では同じ。

			　さすが応用編だ、様々な場面で活躍してくれる。

			　本の中に作家の刻印はなかったし、魔法で量産されたような筆跡でもないが、さぞ有名な方なんだろうな。

			　それこそ、俺と違って女性にも求められまくりだろうし、第一声の時点で打ち解けられていたはずだ。

			

			　偉大なる先人の胸を借りるつもりで、俺は、女性を包み込むように優しく声をかけた。

			「お嬢さん。そんなに怒って口をあんぐりさせていると、せっかくの美貌が台無しです。そんなにリップをプクッとしないで」

			　今回は「怒って」と「アングリー」、そして「立腹」の三つをかけた傑作。

			　序盤に一つのジョークだけで後半が寂しくなってしまうと思いきや、終盤に畳み掛けてくる「立腹」が上手に蓋をしてくれる。

			　本来なら入りは「彼女の名前」とされていたが、今回はお嬢さんにアレンジしてみた。

			　正直、とんでもなく上手くいったと思っている。

			　この本を熟読したおかげで俺自身の素すのジョーク力も上がっているということだろう。

			　笑わせ、頷かせ、感動させ、そして成長させる。

			　今さら外の世界に出たいとは思わないが、この著者がいるならば世間はさぞ賑わっているはずだ。

			　もしかしたら死因の第三位くらいに「笑死」があるかもな。

			　おっと、思考が脱線してしまった。

			　目の前の彼女は笑ってくれているかな？

			　あれ、いないぞ？

			「きゅう〜……」

			

			　下を向くと、気絶している姿が目に入った。

			「……あちゃあ、ちょっと上手くやりすぎちゃったかな？」

			　一人で夜通し練習したことも一度や二度ではないしな。

			　今の若い子には笑いのレベルが高すぎたのかも。

			　本当に面白い時には声も出ないことがあるし、笑い声が聞こえなかったのも納得だ。

			　こんなところで寝ていると風邪をひいてしまうかもしれないので、とりあえず我が家へ連れ帰ることにした。

			
　４

			
「も、もう一度聞いて良いですか？　ジオ・プライムさん、あなたはこの死の山に二十五年間も住んでいるんですか？」

			「はぁ……ここは死の山って呼ばれるような物騒な場所じゃないですけど、住んでる年数はだいたい合ってます」

			　ここが死の山だなんて失礼な、とでも言いたげな瞳。

			　私はなんとかめまいを抑える。

			「大丈夫ですか？　まだ起きてから時間も経っていないことですし、やっぱり――」

			

			「いえ、お気になさらないでください。さっきの絶望に比べたら屁でもないです」

			　こうして言葉を発しているのが不思議なくらいだ。

			　身体も心も自分が死ぬと理解していたのに、私には傷一つついていない。

			　目の前の彼……ジオ・プライムが、一撃でタイラントドラゴンを退けてしまったからだ。

			　白髪混じりの髪を後ろに流して額を露出させ、眠たげな目は、彼がこの死地でリラックスしているのを示していた。

			　背丈は百八十くらいで、少し筋肉質なためか威圧感はそれなりにある。

			　しかし、どこからどう見ても、ただの中年男性。

			　服装もじじくさいし、お世辞にも強いとは思えず、たとえるなら万年窓際のギルド職員といった感じだ。

			　ボスリーさんの方がよっぽど強そうである。

			　それなのに、実際には彼は私の命の恩人であり、おそらく……。

			「そういえば、レイセさん……でしたよね。あなたはどうしてこの山に来たんですか？　仮にここが死の山なんて呼ばれているのなら、あなたが来る意味がますます分からない。目的になるようなものも――」

			「あなたですよ！」

			　思わず机を叩いてしまう。

			

			　ジオさんは、精神が不安定な相手を宥なだめるように、心配そうに私を見ていた。

			「す、すみません。取り乱してしまって……」

			「いやいや、お気になさらず。……お茶でも飲みます？」

			「い、いえ、大丈夫です」

			　手をひらひらと振って陽気に振る舞ってくれる。

			　そんな相手に馬鹿げた質問をするのは気が引けるが、もう真実を明らかにしたいという気持ちでいっぱいだ。

			　私は一度深く息を吸い込み、毅き然ぜんとした態度で言った。

			「私がここへ来た理由は一つ。……ジオさん、あなたが先代魔王を倒した勇者……いや、『書の守護者』ですよね？」

			「…………なんですか、それ？」

			
　５

			
「…………なんですか、それ？」

			　思わず素すっ頓とん狂きょうな声を出してしまった。

			　魔王という魔族を統すべる存在がこの世にいて、勇者は打倒魔王を掲げているというのは知っている。

			　だが……え、魔王ってもう倒されてたの？

			　俺が村から逃げ出した頃には、まだ魔王は存命だったはずだ。

			　それに「書の守護者」というのはなんなんだ？

			　確かに俺は、少なからず本は読む方だが……守護者というからには、それを守る戦いやら運動やらを行ったってことだろう。

			　残念ながら自分に思い当たる節はない。

			　だから、とりあえず話を続けてみることにした。話をいちいち止めるのも良くないしな。

			「いやあ、まさか魔王が倒されていたなんて、これでみんな安心して暮らせますね。おめでとうございます」

			「いや、おめでとうございますじゃなくて、あなたがその勇者なんですよね？」

			「はい？」

			　何を言っているんだ、このお姉さんは？

			　……あ、もしかしたら彼女なりのユーモアというやつなのかも。

			　気付かなかった、現代ではこういう勇者ネタが流行っているのか。

			　これなら俺も本の中で似たようなのを学んでいるし、極東の国で言うところの「返歌」をさせてもらおう。

			

			「勇者って結構給料よさそうですよね。家なんてヒーローびーろーしてそうで――」

			「今そういうのやめてください」

			「あ、はい……」

			　めちゃくちゃ迫力のある視線だ。

			　これならトカゲに驚くこともなかったろうに。

			　彼女はどうも真剣らしい。

			「それじゃあ、レイセさんは私が魔王を倒した勇者だと思ってるんですね？」

			「思ってるっていうかほぼ確定してません？」

			「何言ってるんですか、私はここでずっと気ままな暮らしを続けてきた平凡なおっさんですよ。魔王なんて影も形も知りませんし、最近は腰痛に悩まされてます」

			　魔王が人型か異形なのかすらわからない。

			　そんなことより、今になって木から飛び降りたダメージが腰にきている。

			「……それでは、この山の麓にあった村が焼き払われたのはご存知ですか？」

			「それは……」

			　言葉が喉につっかえる。

			　しかし、レイセさんは俺を待たずに口を開いた。

			「やはり、近場で火事が起きれば様子を見にいくでしょう」

			

			「そりゃあまぁ、消化の手助けができればと思って……」

			　麓の村とは一応ながら交流があった。

			　山から降りてくる俺を見て訝しげな表情を浮かべはするが、誰もが優しく話しかけてくれる、そんな良い村だった。

			　俺が体調を崩して村の入り口で倒れていたときには薬を貰ったっけ。恩があった。

			　ということで、あの日は麓で火の手があがるのを確認し、急いで山を降りたのだ。

			　そして、そこで目にしたのは逃げ惑う人々、村を焼いた盗ぞ――。

			「あの村を焼いたのは、魔族を率いていたのは先代魔王その人なんですよ」

			「…………はいぃ!?」

			　あまりに荒唐無稽な話に、またもや気の抜けた声を出してしまった。

			　だが、それもそのはず。

			　この山に住んで五年……俺が十八の時に麓の村を焼いた犯人は魔王などではない。

			　――なんの変哲もない、ただの盗賊団だったからだ。

			
　６

			
　俺はもともと、現在住んでいる山とは無縁のところで生まれ育っている。

			

			　そこには自然があり、数は多くないが人々が活発に活動するごくありふれた村だったが、他所よそとは違うであろう特徴が一つだけあった。

			　それが、歪いびつなものを嫌うというもの。

			　父は俺が物心つく前に事故で亡くなり、それからは母が女手一つで育ててくれた。

			　だが、争いや病のない村の人々にとって、片方の親が欠けているというのは「完全」ではなかったのだろう。

			　俺たち家族は、これまで良くしてくれた人々から差別され、食糧などもほぼ最低限のもの、それも売れ残った品質の悪いものしか手に入れられなかった。

			　それでも母はめげずに俺を育ててくれたが、度重なる過労に身体が保たず、ついには病に倒れてしまった。

			　彼女が息を引き取る前日に言った「ごめんね」という言葉が今でも脳にこびりついている。

			　このままでは自分もこの村で死んでしまう。もう人の汚い部分には触れたくない。

			　絶望にも似た嫌悪感を覚える中、以前、村で唯一俺に優しくしてくれたお姉さんが「君は南にある山に住んだらいいんじゃない？」と言っていたのを思い出した。

			　偶然にも、その山へと向かう馬車が通る日にちが近いと村人が話すのを盗み聞きした。

			　俺は母が遺してくれた最低限の荷物をまとめて、夜中のうちに村を出ることにした。

			

			　辺鄙な村の近くを通る冒険者はいないし、車輪の回る音を聞いて馬車を見つけるのは簡単だった。

			　御ぎょ者しゃに気付かれないように後ろから近付き、キャビンに潜り込む。

			　だが、そこには一人の先客がいた。

			　自分より少し若い男の子。

			　彼は俺を見ると安心したような、しかし疑問に思っているような不思議な表情をする。

			「お兄ちゃん、どうしてここに入ってきたの？」

			　御者に聞こえるのを防ぐため、彼はゆっくりとこちらに寄って耳元で囁いた。

			「どうしてって、これに乗れば誰もいない山に行けるんだよね？」

			「うん、そうだけど……。もしかしてお兄ちゃんは、その山に行きたいの？」

			「そうだよ」

			　返答を聞くと、彼の顔はみるみるうちに青ざめていく。

			「や、やめたほうがいいよ」

			「君は行きたくないの？」

			「うん。だってあの山は――」

			　彼は声を無理やり抑えながら、必死に何かを言おうとしている。

			　しかし、それは俺の耳もとには届いても、鼓膜に伝わることはなかった。

			

			　なぜなら、俺は彼の言葉に言いようのない希望を感じていたから。

			「行きたくないなら、俺に行かせてくれないかな？」

			「…………え？」

			　少年は口を開けてこちらを見つめている。

			「流石に二人いると重さでバレちゃうと思うんだ。寒いとか言って頭から布を被っていれば顔も見られないだろうし、君が行きたくないなら、代わりに行かせてほしいんだ」

			「で、でも……」

			「もちろん言いたいことは分かるよ。ただ、渡せるものって言ったらこれくらいしかなくて……」

			　俺が差し出したのは、母が遺してくれた二枚の金貨。

			　本当は一枚は形見として持っておきたかったが、きっと母は、金貨が残るより、俺が生きている方が嬉しいだろう。

			　そう思って、なけなしの二枚を差し出した。

			「……い、いいの……？　僕、生きて良いの……？」

			「？　よく分からないけど、この二枚で足りるなら俺と代わって欲しい」

			　瞬間、彼の目に一筋の光が差した。

			　それを生気というのか希望というのか分からないが、瞳には感謝が浮かんでいた。

			

			「あ、ありがとう、お兄ぢゃん……あ、ありがと……」

			　溢れ出る涙が、鼻水が彼の言葉をつっかえさせる。

			　そこまでこの金貨には価値があったのだろうか。

			　とにかく、彼は納得してくれたらしい。

			「こんな道端で降ろすのは申し訳ないけど、お互い頑張ろう。君もそんな暗い顔をしていないで、楽しく生きる方が、喜んでくれる人がいると思う」

			「楽しくなんて……できないよ」

			　少年の顔には、なぜだか見覚えがあった。

			　いや、その顔が、という意味ではなく、悲しそうな表情にだ。

			　何者にも頼れない、世界に救いはないと言いたげで、俺はそれが悲しくて、思いつく限り楽しませようとする。

			「ほ、ほら、暗い顔をしてると、クライしてると思われちゃうよ？」

			「くらい……？」

			「いや、あの……今のは『暗い顔』っていうのと泣いてる『クライ』をかけてて――」

			　必死で意図を説明する俺を見て、彼はくすりと笑った。

			　そして、小さな手で俺の手を握ると、口を開く。

			「お兄ちゃんはこの後どうするつもりなの……？」

			

			「俺か？　俺は誰もいないところでゆっくり暮らすつもりだよ」

			「暮らすって、それは――」

			　何か言いたげだったが、御者が気付くと全て無駄になってしまう。

			　少年の言葉を遮って早々に降ろすと、俺は布を被って蹲うずくまることにした。

			　一人だというのに寂しさはなく、母が喜んでいる気がして、胸が熱かった。

			「ほら、ここが終点だよ。降りたら二回キャビンを叩いてくれよな」

			　なぜか御者はこちらを見ようとしなかった。

			　好都合とばかりに俺は馬車から降り、荷物を持つと馬車を二度叩く。

			　その乾いた音を聞いて、御者は「ごめんな」と謝ると、振り返らずに出発した。

			「ここが俺の……」

			　眼前には、それが一つの世界だと言われても信じられるような巨大な山。

			　東を見ると、遠くに人為的に建てられた木の柵がある。村があるのだ。

			　しかし、山中は特に整備されている様子もなく、人は立ち入らない場所のようだった。

			　俺は一度大きく息を吸うと、ゆっくりと山へと歩き出す。

			　ここからの三年間、俺は死ぬ気で毎日を生き抜くことになる。

			　今までの人生で魔物と戦ったことのなかった俺は、恐怖し、圧倒され、傷つき、そうやって少しずつ生態系に食い下がっていく。

			

			　だが、ここでは全てが平等だった。不条理でない死は怖くない。

			　時には麓の村に降りて、故郷との待遇の差に驚きもした。

			　最初は洞穴に住んでいたのが、三年目には簡易的な家が建てられるようになっていた。

			　そこからさらに二年で完全に地形を把握し、あの日がやってくる。

			　今でも夢に見る、眼前に広がる一面の火の海――。

			
　この世界に盗賊という、人間とも魔族ともつかない種がいることは知っていた。

			「盗賊ってね、すごく強いんだよ。人を襲って、全てを奪っていってしまうの」

			「す、全てって……？」

			「服も、食べ物も、命も、全部だよ。一流の冒険者なら返り討ちにできるだろうけど、君には無理だね。簡単に殺されちゃうのがオチだよ」

			　まだ学校に通えていた頃……その時期に近所のお姉さんが将来のためにと教えてくれたのだ。

			　しかし、実際にそれを目の前にすると、予想以上に醜いものだった。

			　怒りや悲しみよりも先に嫌悪感が強くあらわれる。

			「お前は引き続き村に火を放て！　そちらは……ないとは思うが周囲に目撃者がいないか警戒を！」

			

			　何かを盗むことを生業としている以上、反撃は想定内なのだろう。

			　盗賊たちは、常に全員が武器を手にしていた。

			　それよりも驚かされたのはその統率力。

			　てっきり盗賊というのは皆、自らの利益を最優先にするのだと思っていた。

			　目的のためなら仲間割れも辞さないと、少ない知識から予想を立てていた。

			　だが、目の前の彼らはどうだ。

			　頭領と思われる男がテキパキと指示を出し、部下は黙々とそれに従う、いわば一つの生き物となっている。

			　だから、俺が見つかるのも時間の問題だった。

			　部下の一人が頭領の元へかけていき、耳打ちする。

			「……何？　侵入者だと？」

			　ゆっくりとこちらへ振り向く。

			　村の入り口に立っていた俺と頭領とでは十数メートル離れていたが、彼の視線が俺をまっすぐに射抜いているのは明白だった。

			「……見てしまったか」

			　どちらもその場から動いていない。

			　だから声など聞こえるはずもないが、何の効果か彼の声は俺の耳に鮮明に届く。

			

			　人々を襲う、卑劣な盗賊の首領とは思えない、冷えているが芯のある声だった。

			「お前たちがこの村を……って聞くまでもないよな」

			「あぁ、答えるまでもない。だがあえて答えるとすれば、この村の滅びは不可欠だったのだ」

			「不可欠？」

			　その言葉の意図を読み取ることができない。

			　思考の海に沈むには時間が足りない。

			　目の前にいるのは人の命を奪うことに何の躊躇もない人間。

			　考えていれば、自分の命もすぐ――。

			「――ッッ!?」

			　脳が命令を出すより先に身体が動いていた。

			　ほんの半身、身体を逸そらしただけだったが、それは間違いなく俺の命を繋ぐ行動だった。

			「……ほう、これを避けるか。ただの冒険者ではないようだな」

			　言葉を返すことができない。

			　あの瞬間、首領は俺の心臓に貫手を放とうとしていた。

			　槍のように鋭い手は心臓の手前、薄皮一枚の差しかないほどに迫っていたのだ。

			　俺が奇跡的に避けられたのは、山に入ってからの数年間、毎日のように魔物と戦ってきたからだろう。

			　本能が命を手放さないよう動いたのだ。

			「俺は冒険者じゃない。あの山に住んでるんだ」

			　背後を指差す。

			　正直、俺は、少しは強くなったんじゃないかと思っていた。

			　だが、それは甚だ見当違いだったみたいだ。

			　あんな卑劣な盗賊にすら殺されかけるなんて。

			　魔物は所しょ詮せん、知能が低く、卑劣な人間には敵かなわないということなのだろう。

			「何……？　今、あの山に住んでいると言ったのか？」

			「あぁ、数年前からな」

			　その言葉に男はこめかみをぴくりと動かし、突然大笑いし始める。

			「ははははははははは！　何を言い出すかと思えば、自分を大きく見せるにはやりすぎだ！」

			　やはり何が言いたいのかわからない。

			　外の世界と山の中とでは、既に円滑なコミュニケーションが取れないほどの文化の違いがあるのか。

			　視線をずらすと、いつのまにか彼の部下たちも攻撃の機会を窺っていた。

			

			　数でも不利だし、きっと俺はこいつらに勝てないだろう。

			　でも、そんなことは関係ない。

			　あの時は逃げることしかできなかったが、今は違う。

			　戦えるのだ。

			　たとえここで死んだって、俺は最期まで抗ってやる。

			　武器は山で拾った小ぶりの剣が一本。

			　それと己の肉体に命を預け、俺は飛び出した。

			
「はぁ……はぁ……」

			　身体の至る所から血が流れ、息も絶え絶え。

			　瀕死と表現するのに、これほど似合う状況はないだろう。

			　口の中が乾いて仕方がない。

			　立っているのもやっとで、少しでも楽になりたくて座り込む。

			「いや、こんなはずでは……なかったんだけどな」

			　目の前には白髪の美丈夫が横たわっていた。

			　口元からは血が流れ出し、貫かれた腹部のものと合流して血溜まりを作っている。

			「…………」

			

			　彼は俺を見つめているが、どう返せばいいのか。

			　俺と盗賊との戦いは三日三晩に及んだ。

			　最初は避けるのに精一杯だった首領や部下の攻撃にも段々と適応し、気付けば二人だけの戦いになっていた。

			　一日が経過して、村に放たれていた火が、降り出した雨によって鎮火された。

			　また一日が経過して、頭領が本気を出すと言って漆黒の魔法を使い始めると、またもや防戦一方となる。

			　それからは時間の感覚も忘れるほどの激戦。

			　運が味方してくれたから、きっと俺は勝てた。

			　もう一度戦うことになれば、勝つのは俺ではないだろう。

			「俺は――聞いているか？」

			　昔話が始まりそうな雰囲気だ。

			　村を焼き払った外げ道どうの話など聞いてやる義理はないが、母親が自分のいない時に死んだのを思い出し、不ふ憫びんに思って視線をくれてやった。

			「……すまんな。俺は生まれてから今まで、永遠に終わることがないと思えるような戦いに身を投じてきた。略奪や殺し、なんでもやってきた」

			「……この村もな」

			

			「この村は……そうだな。人間から見ればそうだろう。だが、俺たちにとっては未来を繋ぐ行動だったんだ」

			　未来を繋ぐ……彼らも生きるために仕方なく村を襲ったというのか？

			　だが、それならば火を放ったり殺す必要はないはずだ。

			「そんな目をするな。お前は強いな……。なぁ、俺は間違っていたのか？」

			「…………知らない」

			「……お前に友はいるか？」

			　予想外の質問に面食らってしまう。

			「その顔は否定の意だな。そうか……お前も独りだったか」

			　男は震える手を動かし、俺の手に重ねる。

			　跳ね除のける力も残っていない

			「名前は……なんというのだ？」

			「…………ジオ。ジオ・プライム」

			「……良い名だ。最近……思っていたんだ。自分に、肩を並べられる友がいれば……もしか……した…………」

			　もしかしたら。

			　その後に続く言葉を聞くことは叶わなかった。

			

			　息を整えて辺りを見回すが、やはり誰一人として生きている者はいなかった。

			　むしろ、誰かに見られれば、自分が犯人だと思われてしまうかもしれない。

			　俺は重い身体を引きずって、山へと引き返していく。

			　その時、ふいに過去の言葉を思い出した。

			「こんな奴らを軽々と倒せるなんて、冒険者っていうのは凄いんだな……」

			　自らのちっぽけさに打ちひしがれ、笑ってしまう。

			　山の入り口には、数日前にはなかった本の山があった。

			　――きっと、殺された村人たちが持っていたものだろう。

			　彼らの生きた痕跡が残っていたことに少し嬉しくなり、悲しくもなる。

			　俺は本を拾い集め、家に持って帰ることにした。

			
　７

			
　自分の過去の話をすると、誰もが同じような顔をする。

			　もちろん、俺を憐んでくれているのは理解できるのだが、それとはまた別の部分でも衝撃を受けているように感じるのだ。

			　レイセさんも同様に、とてつもない未知の生物を目にしたような、恐怖にも似た……いや、ドン引きしてないかこれ？

			　俺の語り方が下手だったのかもしれない。久しぶりに人と会話したわけだしな。

			「……その本には世界中の魔法だったり戦い方だったり、最高のユーモアだったり……色々なことが書いてありました。そのおかげで生活水準も上がったし、退屈することもなく何度も読み返して、今ではそらんじて――」

			「それ、ほとんどが禁書ですよ……」

			「キンショ？」

			　こういう言葉の意味が分からないところで自分の教養のなさを感じる。

			　レイセさんは困ったような顔をしているし、世間では俺のした行為は罪に該当するのだろうか。

			　だとしたら謝らなければ……。

			「あの、いまさらだけどすみませんでした！　せめて村の人たちの生きた証を残そうと思ったのですが、これでは私も盗賊と変わりませんよね……」

			「いや、別に持ち帰ること自体は悪くないんですけど」

			　え、そうなの？

			　じゃあ何が彼女の気を削いでいるんだろう。

			「あの本の山は、そのほとんどが常人には理解できなかったり、書いてあることが世界の理ことわりを乱す可能性があるために、発行禁止になったものなんです」

			「……はぁ」

			　一冊の本が世界の理……つまり常識的なものを壊す可能性があるってことか？

			「あ、もしかして『またまたご冗談を〜』とかって思ってます？」

			「すごいですね。最近の若い人は読心術を学んでいるんですか？」

			　後一秒遅ければ口から出ていた。

			　レイセさんは深いため息ののち、子供に言い聞かせるように言う。

			「……それが本当だから、魔王が直じき々じきに部下を引き連れて、誰も取りに来れないであろうこの山に禁書を投棄しに来たんです」

			「いや、本だったら燃やせばいいじゃないですか」

			　当たり前のことだが、紙は燃える。

			　もったいないことこの上ないが、存在してはいけないと判断されたなら、わざわざ山に捨てて環境に悪影響を与えずとも、灰にしてしまえばいい。

			「できないから捨てに来てるんですよ！」

			「……できない？」

			　本を燃やせないってどういうことだ？

			「これらの本のほとんど……っていうかこの駄作以外は燃やそうとすると――」

			

			「ちょっと待ってくださいよ！　それが駄作!?」

			　彼女が手に取ったのは他でもない『ワンダフルユーモア』だった。

			「駄作だなんてとんでもない！　この本は人生を豊かに――」

			「あ、それはどうでもいいんで。つまりですね、処分できないし、誰か力のあるものが読めば危険だと判断して魔王はこの山に来たわけです。そして、誰かに見られたら、悟られたらまずいと思って隠れ蓑として麓の村を襲ったのでしょう」

			「だから、村を襲ったのは盗賊で――」

			「違うって言ってるでしょうが！」

			　言葉を遮り、レイセさんは細い指先を俺に突きつける。

			「そもそも、一介の盗賊が闇属性魔法を使えると思ってるんですか？　あれは基本的に魔族にしか使えない魔法で――」

			「いや、私も使えますけど……」

			　手のひらに紫色の玉を出現させる。

			　魔法にはいくつかの属性があり、素質があればこのように属性のオーブを出現させることができるらしい。

			「…………あなた、魔族ですか？」

			「違いますけど……。盗賊を倒した後の数年間は本を読み耽ふける毎日でして、自分が受けた黒い魔法をイメージしたらできるようになりました」

			　読んだ本には、長く研鑽すれば適正外の属性が使えるとも書いてあった。

			　俺もこのクチだろう。時間だけはあったからな。

			「なんですかそれ……。じゃ、じゃあ、盗賊があんなに統率とれてるわけないでしょう!?」

			「それは……人生で盗賊を見たのはあれが最初で最後だったのでなんとも……」

			「えぇ……」

			　故郷は風習以外は平和そのものだったし、山に住んでからは人と会う方が難しい。

			　悪しき心を持つ者はなおさらだ。

			「あと、いくら頭目といっても盗賊がそんなに威厳のある話し方をするわけないでしょう！　盗んで食って寝て売って寝ての繰り返しですよあいつら！」

			「あぁ、そう言われれば……」

			　彼の話し方やその内容からは教養が感じられた。

			　ろくに学のない自分がそう思うのだから、確かに良い教育を受けているのだろう。

			　思考していると、レイセさんは何かを思い出したかのように「あっ」と声をあげる。

			「魔王の復活を定期的に阻害しているのもあなたですよね？」

			「なんですか、それ？」

			

			　魔王って復活とかするんだ。

			　それならいつまで経っても平和が訪れないのでは……？

			「数年に一度、魔王の魔力を感じる人が出てくるんです。でも、その度に何かしらの要因ですぐに消滅してしまって……」

			「全く見当もつかないです」

			　仮にあいつが魔王だったとして、復活しても、もう二度と戦いたくない。

			　老いた身体ではもう攻撃に反応できないだろうし、殺されるのが目に見えている。

			「数年に一回の頻度で変わったことはないですか？」

			「いやぁないですね……強いて言えば、変な槍みたいなものが結界を突き破って飛んでくるんで、それを投げ返して結界の修復を――」

			「それえええぇぇぇぇそれですから！」

			「…………？」

			　目をひん剥いて叫び出す彼女を見て、情緒は大丈夫だろうかと心配になる。

			　あと、槍と魔王にどんな関係があるというのだろう。

			「もしその槍があなたの血を吸えば、魔王はさらに力を増して復活できるんです！　っていうか普通避けられませんから！」

			「だいぶゆっくりなんで普通に掴めると思うんですけど……」

			

			　農作業の途中やら就寝中に飛んできても余裕で掴めてしまう。

			　結界が破られた時点で気が付くし、当たれという方が無理な話だ。

			「あんなの掴める人世界中探してもあなた以外いないですよ!?」

			
「――全くだ。ただ知らせたいだけだというのに、どの時間帯を狙っても正確に返ってきて私の心臓を貫くのだからな。おかげで復活が遅れてしまった」

			
　瞬間、急激に空気が重くなった。

			　重力を操っているのではないかと疑ってしまうほどの圧力。

			　レイセさんが持っていた木のコップが地面に、自由落下よりも圧倒的に速く落ちる。

			　目を前方に向けると、腰ほどまである白く美しい髪、禍々しくも高貴な角、血液よりも紅く澄んだ瞳、夜の闇すら飲み込んでしまいそうな黒いドレス。

			　この山には似合わない絶世の美女が、レイセさんの背後に立っていた。

			
　８

			
　右の拳を強く握り、立ち上がる。

			

			　相手が誰かはわからないが、発する魔力の重みから、とてつもない強者だと理解する。

			　このまま戦いが始まれば、我が家は無事では済まないだろうが、致し方ない。

			　人型だし、まずは心臓の位置を――。

			「おぉぉぉぉぉ待て待て！　別に戦いに来たわけではない！」

			　こちらの意図を読み取ったのか、顔から汗を吹き出しながら後退する美女。

			「そう言われても……そんなに殺意を出されたら信用できないよ」

			　レイセさんの身体ガチガチに固まっちゃってるし。

			「ま、まだ誕生直後でコントロールが効かないんだ。後、数分待ってくれれば抑えられる。小娘を一度、山の外へ出すからそれで良いか？」

			「まぁ、はい」

			　嘘を言っているようには感じない。

			　美女が手をかざすと、石像のようになってしまったレイセさんの姿が消えた。

			　山の麓に気配を感じるし、彼女の言っていることは間違いではないようだ。

			「……で、オタクは誰なの？　ここは俺の土地……じゃないけど、答えによっては荒っぽい手段を取らせてもらうよ」

			　少々キツい言い方になってしまったが、レイセさんと違って善人とは言い切れないからな。

			

			　絶世の美女といえど、身体から発している殺気は本物だ。

			　それでもこの山の魔物より少し上くらいで、世間一般から見れば弱いのだろうが、俺にとっては強敵である。

			「わ、私を忘れたというのか……？」

			　今にも泣き出しそうに拳を握りしめてわなわなと震えているが、皆目見当もつかない。

			「忘れたも何も、オタクみたいなとんでもない美人に会ったことないよ、俺」

			「い、いま美人と……？　そ、そういうことか！　記憶ばかりが先行していたが、この姿では分からないのも無理はない！」

			　ドレスがはち切れんばかりの胸を張り、彼女は声高らかに名乗り出す。

			「思い出せ！　我こそが、数十年前にお前に敗北した魔王・アロンである！」

			　二人の間に、数秒の沈黙が流れる。

			　彼女が魔王……つまり、俺が以前に倒した盗賊だと？

			　ありえない。そもそも人間は（こいつは魔族だが）転生しないだろうし、たとえ生まれ変わったとしても、前世の記憶など保持していないだろう。

			　俺のことを揶揄からかっているのか？

			　出会いがしらのジョークということなのかもしれないが、イマイチ笑いどころが分からない。

			

			　とりあえず、場が白けるかもしれないが直接聞いてみるか。

			「全く、冗談が上手いなぁお姉さん。最新のギャグってやつですか？」

			「名前はジオ・プライムだったよな？　この数十年間、片時もお前を忘れたことは――」

			「よし、殺すか」

			　よく分からないが本物っぽい。察するに、彼女は俺に復讐しにきたのだ。

			　まずいな、相手は女性の身体になっているとはいえ、年齢的には明らかにこちらが不利。

			　負けるかもしれないが、もう一度全力でぶつかるしかない。

			　瞬時に全身の力を抜いて、どんな攻撃が来ても良いように――。

			「違う違う違う！　私はもう人間と争う気はない！　だからその途方もない純度の気を当てないでくれ！」

			「…………本当に？」

			　争いがなくなるならこんなに嬉しいことはないが、騙し討ちを狙っている可能性もある。

			　構えを解くことはできない。

			「ほら見ろ、もう殺気を出していないだろう？　コントロールできるようになったから引っ込めた。角が気になるのか？　だったらこれも隠しておいてやる」

			　そう言うと同時に、存在感のある角が霧のように姿を消す。

			　言葉通り戦意はないようなので、とりあえず一安心だ。

			

			　姿勢をただし、会話に集中する。

			「っていうか……お前強くなりすぎじゃないか？」

			「そうか……？」

			　言葉通り戦意はないようなので、とりあえず一安心だ。

			　姿勢をただし、会話に集中する。

			「時が過ぎたとはいえ、何をしたらこんなに……あぁ、理解した」

			　机の上に置いてあった本の山を見てアロンは理解したようだ。

			「そう、俺は読書が趣味になるほど勉強したんだ。これが教養ってやつさ」

			　実際には、自分に外の世界における常識などがないことは理解している。

			　勉強面でも、きっと今の時代の子供にも劣る知能しか発揮できないだろう。

			　だが、少しでも過去の俺を知る者に対して見栄を張りたくなってしまった。

			「……何を言っている？」

			　まぁ、相手には何も伝わっていないようだが。

			「そういえば、アロン……さんは盗賊じゃなかったの？」

			「すごいマイペースだなお前！」

			　質問したいことがたくさんあるからな。

			　おっと、忘れかけていた。

			

			「その前に、そろそろレイセさん呼び戻してあげない？」

			
　９

			
「と、ととととととということは、かか彼女が先代魔王の生まれ変わり、ということで、よろ、よろしいですか？」

			「ははは！　そう怯えるな小娘、食ったりしないから」

			　そう言いつつ、アロンはレイセさんの顔を覗き込んで舌なめずりしている。

			「……その物騒な拳を解いてくれないか？」

			「いや、あの時の盗賊だったら何しでかすかわからないし」

			「魔王だがな。確かにあの時は人間に化けていたが、魔王だって気付かなかったか？」

			「そうですよ！　身に纏まとう空気が全然違うじゃないですか！」

			　そう言われてもなぁ。

			　人と接することがないから、みんな別の世界の人のように感じる。

			「まぁいいや。面倒になってきたので二人の要件を聞ければと思います」

			「突然冷たくなりますね……」

			　畑仕事とかまだ残ってるしな。

			

			「ではまず私から。私はお前と友になりに――」

			「はい次」

			「ちょっと扱いが雑すぎないか!?」

			「はい次」

			　レイセさんを見ると、先ほどと違ってかなりリラックスしているようだった。

			　環境に慣れた、というやつかもしれない。

			「私の目的は二つ。一つ目は勇者様……つまりジオさんを見つけること。そして二つ目は、あわよくば先生として迷える冒険者たちを導いていただきたいんです」

			「嫌です」

			「ありがとうござ……どうしてですか!?」

			　俗世が嫌で山にこもってるわけだし、今さら出ていっても時代の流れについていけないだろう。

			　これで二人の目的がはっきりした。

			「じゃあ、とりあえず二人ともお帰りいただいても良いですか？　迷うようなら私が麓まで――」

			「私たちの街には大図書館と呼ばれる本の聖地がありまして、ジオさんに来ていただけるなら特別にいつでも利用できるようにしてあげられます」

			

			「…………本がたくさんあるんですか？」

			「たくさんなんてもんじゃないです。もう山ですよ、山。流石に禁書の類はないですけどね」

			　彼女は、どうして俺が読書好きだと知っているのだろう。

			　一度読み終わったらさようなら、というわけではないし、死ぬまで手持ちの本たちで満足できる自信はあるが、さらなる知識に触れられるというのは魅力的だ。

			　だが、それでは決断には――。

			「あとは牛や馬、羊など好きなだけ贈らせていただきます。生活水準が上がること、間違いなしかと」

			「ぐっ……」

			　自信に満ちた顔で親指を立てるレイセさん。

			　たしかに、うちは家畜を飼育していない。この山には魔物しかいないのだ。

			　よく分からん魔物のミルクや肉は食べているが、やはり味は劣る。

			　食が充実するというのは捨て難い……。

			「他にも流行りというのがありまして……知っていますか？　最近のパンケーキはふわっふわなんですよ」

			「ふわふわの……パンケーキ……？」

			

			　パンケーキって確かぺったんこの食べ物じゃなかったか？

			　どう作ればふわふわになるんだ？

			　正直かなり気になっている。

			　だが、それでも一度は捨てた世界に戻るというのは……。

			「……きっと、あなたが思っているより世界は優しいと思いますよ、ジオさん。何かあれば私やギルドの人間が力になると約束します」

			　沈黙。じっとレイセさんを見つめる。

			　彼女の瞳は嘘をついていないようだ。

			「私たちにはあなたが必要なんです。……だから、来ていただけませんか？」

			　顎に手を当てて、長い間考える。

			　三十数年生きてきて、必要だと言われたのは二度目だ。

			　もしかしたら、外の世界は楽しいかもしれない。

			　定期的に麓の村へ行っていたのは、外界と少しでも関わりを持っておきたかったからなのだろうか。

			　山へ迷い込む、捨てられる子供を保護して育てたのは、自分が人間であることを忘れたくなかったからなのかもしれない。

			　母親からしか向けられなかった言葉を贈られて初めて、俺は外の世界に未練を持っていると気付いた。

			　気付いてしまったなら、それを無視することはできない。

			　俺の言葉を待っているレイセさんに深く頭を下げる。

			「……少しでもいいなら、お願いします」

			「はい！　こちらこそ！」

			　手を差し出すと、レイセさんは力強くそれを握った。

			「……私、忘れられてないか？」

			
　レイセさんは俺を迎えるのに数日かかると言い残すと、アロンのテレポートで帰って行った。

			「なぁ、たぶんさっき必要だって言っていたのはお世辞だぞ？　お前を利用したいから出まかせで……」

			　そうして室内に静寂が戻るや否や、アロンはそんなことを言い出す。

			「そりゃあまぁ、わかってるよ」

			　必要、だなんて。今日会ったばかりの人間に吐くには重すぎる言葉だ。

			　何かあれば、きっとレイセさん……その周りの人間は俺を切り捨てようとするだろう。

			　場所が変わろうと、時代が過ぎようと、人の本質は変わらない。

			

			「……でも、それでも嬉しかったんだよ」

			　たとえ嘘でも喜んでしまうのだ。

			　自分の存在を他者に認められるというのは気持ちがいい。

			　普通の人なら、たとえば親に、友達に、恋人に言葉をかけてもらえるだろうが、俺には久しくその感覚がないからな。

			　子供のような存在はいたが、それとはまた違う、対等な立場な者からの求め。

			　我ながら甘いとは思うが、俺の心は動いてしまった。

			「……ふん。私がお前と出会えたことの、その喜びのようなものか」

			「そうなの？」

			　首を傾げると、アロンは愚問とばかりに笑った。

			「かつては私に並ぶものなどいなかったからな。魔族の未来を担う重圧、それと孤独感があったよ。だから今、こうしてお前と言葉を交わせるのが嬉しい。……今では実力が違いすぎるようだがな」

			「っていうかなんで性別変わってるの？」

			「今結構感動的な話だったよなぁ!?」

			　実力とかよく分からないしな。

			　それよりも、俺が話した首領……じゃなかった。

			

			　魔王はバリバリ男だったから、あまり再会の実感が湧かない。

			「友達になりたいなら普通に男で良かったのに」

			「元はと言えばお前のせいだがな？」

			「はぁ？」

			　全く意味が分からない。俺のせいで性別が変わった？

			「ほら、槍を投げただろ？」

			「俺の力を奪うとかそういう槍だっけか」

			「かつてはそうやって使われていたらしいが、私にはそんな気は毛頭なくてだな」

			　時代の変化とともに慣習が形骸化してきたということだろうか。

			「ただお前に、私の復活を知らせようと投げただけなんだが……その度に凄まじく正確に返ってきて身体に風穴が開いて、最終的にこうなった」

			「因果関係が消滅してるぞ。なんにも分からん」

			　欠けた肉体を埋めるたびに女性に変わっていったってことか？

			「……男に戻してやろうか？　たぶん、レイセさんのところに行くまでには術式が完成すると思うけど」

			「そんなことできるの……こわ……」

			　当たり前のことを言っただけなのに引かれてしまった。

			

			「ありがたい申し出だが大丈夫だ。思ったよりこの身体が気に入っていてな。ほれ、美しいだろう？」

			　アロンはくるりと一回転してみせた。

			　彼女の言う通り、十人中十人が綺麗だと、ついでに迷い込んだもう一人も頷くであろう美貌。

			　背丈は俺より少し低いくらいだが、女性の中では高い方なはずだ。

			「それに、以前の私とは少しわけが違っているのさ」

			「どういうことだ？」

			「記憶だけは残っている。だが、それは書物を読んでいるような現実味のないものだ。過去の私とは、少し考え方も違っているし、感じ方もまた違う。ただ一つ、お前への想いだけは強く残っていたがな」

			「想い？」

			　アロンは肩をすくめた。

			「やれやれ、察しが悪いな。前の私が死ぬ時に言ったろ？　自分に友がいたら……と」

			「あぁ、うん。それで？」

			「だからお前と友になりにきた」

			「はあぁっ!?」

			

			　予想外の返答。俺と友達に？　魔王が？

			「さっきも言ったろう……いや、途中でいなされたのか。驚くことはあるまい。一人の人間の身に余る力、理解できるのは私だけだと思わないか？」

			「まぁ、確かに歳のせいで昔みたいに力仕事ができなくなってるけど……」

			「そういう意味ではないんだが。と、とはいえ今回の身体では友というよりだな……その……」

			「んあ？」

			　会話が進むに連れて俺の理解度が下がっていっている。

			　なんでこいつ、若干頬を染めているんだ。

			「ええいなんでもない！　とりあえず、あの小娘の村だか街だかに行くのだろう!?　それまでに、人々から浮かない服でもこしらえておけ！」

			「……これじゃダメなの？」

			「だめに決まっているだろう!?　田舎者だと思われるぞ！」

			「田舎者なんだけど……」

			　いいと思うんだけどなぁ、この格好。

			　むしろ俺がジンベイの伝承者になるべきかもしれない。

			　とはいえ、レイセさんの街が異分子を積極的に排除するスタンスだと悲劇につながる可能性がある。

			　小さい頃の知識を総動員して、それっぽい服を作ってみよう。

			「……っていうかアロンも付いてくるの？」

			「もちろんだろう。私たちは今日より共に並ぶ友、よろしく頼むぞ」

			「いや、別に友じゃ――そうだな、よろしく」

			「え、いいのか？」

			「自分から言い出しておいて意外そうな顔をするな」

			　直前までは断ろうと思っていたし、事実喉元まで言葉が出てきていたが――彼女にユーモアの波動を感じた。

			　共に並ぶ友とは上手く言ったものだ。

			　もしかしたら、彼女と寝食を共にすればジョーク能力が上がるかもしれない。

			「ただ、アロンって名前がな……あとは角か」

			「これに関しては、魔族の長だとアピールするわけでもないし、隠したままでいい。今の私では角を完全顕現させなければ本気で戦うことができないが……お前がいるしな。名前については、何か問題でも？」

			「世間に知れ渡ってるかは分からないけど、魔王と同じ名前だったら警戒されそうじゃないか？」

			

			「一理あるな」

			　仮に人々が「アロン」という名前に恐怖を感じるなら、違う呼び名が必要なはずだ。

			「ならジオよ。お前が私の名を決めてくれないか？」

			「そう言われてもなぁ……」

			　生まれてこの方、何かに名前を付けたことなんてない。

			　いや、正確にはあるのだが、人間の名付け親になったことがない。脳内の知識を総動員してみる。

			「……それじゃあ、ルーエ……なんてどうだ？」

			　どこかの言葉で「安らぎ」という意味だった気がする。

			　今回の生では敵同士でなく、味方として平和な日々を過ごしたいという思いを込めてみたのだが……。

			「…………う、うん。それでいこう、それで」

			　何度か頷いているが、なんともいえない反応。

			　やっぱりセンスはないみたいだ。

			

			　第二章　おっさん、街に行く

			
　１

			
　それから数日経って、ついにレイセさんの住まう街へ行く日がやってきた。

			　ルーエと共に山から降りると、山道に絶対に近付かないように待っている人々の姿が目に入る。

			　全部で三人。後ろの二人には見覚えがないな。

			「おはようございます」

			　とりあえず右手を挙げて挨拶をしてみると、やはり迎えに来てくれていた先頭のレイセさんはペコリと頭を下げ、背後にいる二人は恐る恐る後に続いた。

			「お久しぶりです、ジオさん。えっと、こちらは私が受付をしているギルドの冒険者の方々です。護衛はいらないと言ったのですが、一応……」

			

			　今しがた紹介された冒険者二人に目を向けると、慌てて視線を逸らされてしまう。

			「いきなり嫌われているようだな？」

			　俺の脇を小突いてルーエが言う。

			「あはは……そうかもね」

			「腹が立ったらいつでも言うといい。私が街ごと消し炭にしてやるから」

			「お気遣いありがとう」

			　思考回路が物騒だな。

			「おい、本当に死の山から降りてきたぞ」

			「見た目は完全に普通のおっさんなのに、まじかよ？」

			「とんでもない美人連れてるし、凄まじく強いんだろうな」

			　ひそひそと話をしているつもりなのだろうが、完全に聞こえてしまっている。

			　本来ならおっさんと言われることに悲しみの一つでも覚えるべきなのだろうが、夜なべして作った服が「普通」に見られていることが少し嬉しかった。

			　残念ながら強くはないが。

			「ジオと言います。今日は来てくださってありがとうございます。よろしくお願いします」

			「あ、はい……よろしくお願いします」

			

			「おお、お願い……します！」

			　こちらが出した手も力強く握ってくれたし、いい人たちじゃないか。

			「あと、レイセさん」

			「はい？」

			　親指で、俺の隣に立っているルーエを指す。

			「こいつの名前なんですが、これからはルーエと名乗らせることにしましたので、よろしくお願いします」

			「この名は他でもないジオが付けてくれたものでな、敬意をもって呼ばないと、即轢ひき潰つぶすので覚えておくといい」

			「あ、はい……」

			　ルーエが身体から魔力を出したり引っ込めたりして脅すせいで、レイセさんはかなり怯えているようだった。

			「こら、あんまり力を見せびらかすと碌なことにならないぞ？　できるだけ抑えてくれ」

			「むぅ……ジオが言うならそうしよう。よかったな、人間」

			　聞き分けはいいんだよなぁ。

			　だが……。

			「見たかよあの魔力の質。俺は戦士職だけど、あの人の格が違うのは理解できたぜ……」

			

			「純度の高い魔力の持ち主、それを諌いさめることのできるおっさん……本当に何者なんだ……？」

			　背後で勝手に勘違いをして俺を過大評価する彼らの誤解を解くのは難しそうだ。

			
「えー、死の山近辺にはいくつかの村や街、国があります」

			　街へ出発して三十分ほど経ち、レイセさんが周囲の解説をしてくれる。

			　田舎者の俺へ配慮してくれているのだ。

			「そうみたいですね」

			　近辺といっても、滅ぼされてしまった村ほどの近さではなく、やはり山の悪名が轟いているのか、短くとも数時間歩かねばならない距離があるようだ。

			「街道に沿ってそれらが点在しているのですが、まぁなんていうかこの山……ジオさんのお宅に近付こうとする人はいませんよね」

			「はあ……」

			「ちなみに私の治める国は――」

			「ちょっとストップストップ！」

			「ああ、そうだったな……」

			　ルーエがポロッと自分の正体をバラそうとするのを止め、レイセさんに続きを話すよう促す。

			「その中でも、やはり一番賑わっているのはイミヤ王国です。そして、次に栄えていると言えるのが、私たちが今向かっているマノルーチですね」

			「ちなみに、麓にあった村と比べると、マルノーチはどのくらいの規模なんですか？」

			　顎に手を当て「うーん」と考え込んでいたが、やがて。

			「私は実物を見ていないのでなんとも言えませんが、人口は数十倍はくだらないかと」

			「す、数十倍!?」

			　あの村には百人くらいは住んでいたはずだし、マルノーチには数千人も人がいるわけか……腹が痛くなってきた。

			「ふむ、つまり今までの人生を小さな村や山で過ごしてきたジオにとって、初めての経験になるということだな？」

			「そうなりますね」

			　俺のなんとも言えない表情を見て察してくれたのか、レイセさんが俺の代わりに答えてくれた。

			「通行証などは必要なのか？　確か国には通行証がなければ入れないと聞いたことがあるが、マルノーチは……」

			「ご心配なく、通行証の類は必要ありません！　入り口で兵士のチェックはありますが、私たちと一緒にいるので顔パスです！」

			「顔パス……なかなか良い響きだ」

			　突然会話に入り込んできたルーエが色々と質問しているのだが、半分くらい話が入ってきていない。

			　……あれ？

			　もしかしてルーエの方が俺より全然常識ある？

			　俺も何かしら聞いた方が良いだろう。頑張って捻り出せ……。

			「あ……あっ！　レイセさん！」

			「子供みたいに勢いよく挙手してどうしたんですか？」

			「あの、私、全くの無一文でして……。その、どうすれば……？」

			　精一杯悩んだ結果出てきたのが金銭問題だ。

			　正直、街に何があるのか全く見当もつかないから仕方ないね！

			　なかなか良い質問ができた気がするのだが、レイセさんはクスッと笑っていた。

			「心配はご無用です。ジオさんはマルノーチに来てくださるんですから、当然諸々の費用は全てこちらが持ちますとも！」

			「そういうことだ！　大船に乗ったつもりで過ごすが良い！」

			　レイセさんと、なぜかルーエが胸を張る。

			

			　ほとんど揺れないそれと、大きく揺れるそれが、両者の言葉の安心感を表しているようだった。

			　いや、よく考えたらルーエの言葉は安心できない。

			「……ジオさん、今めちゃくちゃ失礼なこと考えていませんでした？」

			「滅相もない！」

			　考えが読まれていた。

			　まさか、心を読める魔法なんかがあるのか……？

			「ないない。今のは百人いたら百人が同じこと考えてるから心配しなくて良いぞ」

			「……そうか」

			「…………」

			　横目でちらりと確認したが、レイセさんがうっすら怒っているような気がする。

			　俺は大きいのも小さいのもどっちも好きだけどね！

			　そもそも女性と関わる機会がここ数十年なかったからね！

			「……なぁ、俺たちって必要だったのかな？」

			「レイセさんの護衛ができるってんで気合い入れてきたけど、現実見せられてかなりガックリきてるわ……俺たちじゃ釣り合わないよなぁ」

			　冒険者の二人はもはややる気もなくトボトボ歩いているだけだし、かなり自由な道中となっていた。

			
「あ、そういえば」

			　元気のなさそうな冒険者の背中を眺めながら数時間ほど歩いていた時、水泡のように、ふと疑問が浮かび上がってきた。

			「私が持っていた本、禁書でしたっけ？　それについてもう少し詳しく教えてほしいです」

			「あぁ、そうですね」

			　レイセさんはメガネをクイッと持ち上げた。

			「禁書というのは、私のような一般人には理解できなかったり、または理解はできるものの、書いてあることが世界の理を乱す可能性があるために、世に出ることを禁止された本……だというのは以前にも説明しましたよね？」

			「そうですね」

			「私たちが投棄しようとした本、つまりお前が持ち帰った本は、ほぼ全てが世界のパワーバランスを崩してしまうようなものなんだよ」

			　ルーエも会話に加わってきた。

			　そういえば、彼女も知っていて当然か。

			

			「たとえば、お前はあの本の塊の中から『魔術大全』やら『創生魔術論』で魔法を学んだろう？」

			「かなり難しくて、進みも遅かったけど、一応あれで勉強したな」

			「……あれは普通は進めないものなんだよ。ただ、お前は何年も何年も読み込んで、本来は使えない魔法を会得したんだろう」

			「本来は使えない？」

			　本来は使えないものが使えるって、どういうことだ？

			　俺はそんなズルをした覚えはないが。

			「正確には、『使えないと思われている』だな。要はあれらの本は、『絶対に使えない』を『めちゃくちゃ頑張れば使える』に引き上げる内容なのさ」

			「それは……ある意味常識を変えているようなものってことか」

			「だから禁書になったんです。私たち人間でも、おそらく魔族でも、これが広まってしまうと混沌が訪れる。そうならないために、破滅ではなく争いで留めておくために」

			　人間と魔族は過去には争っていたようだし、相手に勝つためなら封じられた力を手にしたいと思いそうなものだが、それほどまでに禁書の影響力は大きいらしい。

			「『魔術大全』に関しては、魔法の暴走を防ぐためでもある。仮に節度のない者が新たな魔法を生み出そうとすれば、そして、もし魔法が暴走してしまえば大惨事になる」

			

			「ジオさんの本棚をチラッと見てしまったのですが、『各国の祭大全』に関しては大部分は問題ないのですが、その土地に根付いた宗教観などについても詳しく解説してしまっていることが問題のようですね」

			「は、はぁ……色々あるんですね」

			　本当にそれぞれ理由があるらしい。

			「でも、どうして本を燃やすことができないんですか？」

			「正確に言うと、燃やすことができない個体があるんだよ。燃やそうとしたり破ろうとすると、本の周囲が爆発するようになってる」

			　個体とは？

			　首を捻る俺を見て、ルーエが言葉を続ける。

			「禁書の中には、『魔術大全』のように何処かの化物が一冊だけ造本して魔術的な防護を施したものや、量産された後に危険だと見做されて回収されたものの、念のために一冊だけは残しておこうということで同じく守られているものがある」

			「そもそも読まれないように封印されているものもありますね」

			「あぁ……あれか」

			　確かに、「魔術大全」で封印を解く魔法を学ぶまで読めなかったものがある。

			　そういう経緯だったのか……。

			

			「だから、魔族が世界各地から集めた禁書を余さず読んだジオは、いわば世界の常識を逸脱した存在ということさ」

			「そ、そんな物騒なものじゃないけどな……。ち、ちなみに『ワンダフルユーモア』はどうして禁書になったんだ？　もしかして、世界の「笑死」に原因が――」

			
「「くだらないから」」

			
　言葉を失った。

			「あの本って、それぞれが世界に一冊しかないんです。誰が書いたかも不明で、それが世界の一部の人々によって回し読みされている……らしいんですよね」

			「その通りだ。だが、あまりにくだらない内容から、読んだものの知能低下を招く可能性があるために、魔族の間では禁書として扱うことに決定した。だからまぁ、これに関しては魔法的な防護もされていない」

			「普通に燃やせちゃうんですよね。やる価値もないだけで」

			「燃やすだなんてとんでもない！　間違いなくこの世界で一番価値のある本ですよ!?」

			　ワンダフルユーモアのおかげでどれだけ心が豊かになったことか。

			　二人は「笑い」の力を甘く見ているようだ。

			

			　いつか俺が、夜通しジョークを聞かせてやりたい。

			「――ん？　もしかして、『ワンダフルユーモア』って世界に何冊もあるんですか？」

			「ありますよ。確か……今のところ確認されているのが五冊らしいです」

			「ッッ!?」

			　身体に雷が落ちたような衝撃が走る。

			　ま、まさか他にもあの本があるなんて……。

			　しかも、多分内容もそれぞれ違うんだろう。怖くなってきた。

			　一冊でも十年以上楽しめたのに、あと五冊も？

			　全て読み終えた時、俺のジョーク能力は一体どうなってしまうのだろう。

			「ジョーク力は地上を越え、上空に至る……ということか……」

			「私は頭が痛いよ」

			「よ、よく分かりませんが、他が見つかればジオさんに差し上げますね……」

			「本当ですか!?　よろしくお願いします！」

			　思わずレイセさんの手を取り、ぶんぶんと振ってしまう。

			　彼女は純度百％の苦笑いだ。

			
　２　

			

			
「――さて、ここが私たちの住むマルノーチです」

			「う…………おぉ……」

			　だんだん街が近付くに連れて不安が大きくなってきていたが、マルノーチの入り口に着いてそれは最高潮に達した。

			「私たちはジオさんを歓迎します。ようこそ、マルノーチへ！」

			「――――」

			「……ジオさん？」

			「そっとしておいてやれ。圧倒されているのさ」

			　なんだこれ。見たことがないぞ？

			　まずこの入り口の賑わい具合。

			　人々が頻繁に出入りしているが、俺の故郷では村の外に出るのは一日に二人かそこらだった。

			　そして、微かに街の中の様子が見えるが、どの建物も巨大だし整備されまくっている。

			　地面が土ではなく石でできているし、等間隔でよく分からない長い槍のようなものが突き刺さっているな。

			「あれは灯りだ。夜になると光る」

			

			「視界が確保できるってことか？　光虫や魔法なしで？」

			「あれ自体が魔道具のようなものなんじゃないか？　私は部下にやらせているのでよく分からないが、多分同じことはお前にもできる」

			　夜になると、近所の家の明かりが若干見えるくらいで、それが消えると本当に真っ暗闇になってしまうのを思い出す。

			　あれで夜道が照らせるのなら随分安全に暮らすことができそうだ。

			　なるほど。他の人間もいるから暮らしやすい街づくりをする。

			　小さな空間で生活が完結してしまう山では忘れてしまっていた。

			「そろそろ大丈夫そうですかね？　入りますよ」

			　このままだとマルノーチに入る前に日が暮れてしまう。

			「ほら、私の手を握れ」

			「あ、ああ……」

			　ルーエに手を引かれて街へと入っていく。

			　見るもの全てが新鮮というか、巨人の住む世界へ迷い込んだような気持ちになっている。

			　そもそも、これまでの人生で、こんなに多くの人とすれ違ったことはない。

			「……おい、あれが噂の書の守護者様か？」

			「みたいだな。なんでも先代魔王を、四天王ごとぶっ飛ばしたって話だぜ」

			

			「たった一人でか!?　化物ってレベルじゃないぞ……」

			　俺たちを見かけるや否や、マルノーチに住んでいるであろう人々が一斉に話し出す。

			「ふむ。随分人気みたいだな、私たちは」

			「……な、なんか勘違いされていないか？」

			「勘違い？」

			「お前が本当に魔王だったとして、俺に倒されたってことはそんなに強くないはずだろ？　それなのにこんな……」

			　返答がないのが心配になってルーエの方を見ると、呆然としたように口を開けていた。

			「……そうか。お前はずっと山にいたものだから、あんな山にいたものだから常識がないのだな……」

			「よく分からないけど馬鹿にされているのは理解できるぞ」

			　あんな山ってなんだ。慣れれば過ごしやすいぞ。

			「まぁ、今後嫌でも分かるだろうさ。お前がこうやって呼ばれた理由がな」

			「本当かねぇ」

			　今でもこの状況を間違いだと思っているんだが。

			　人々の好奇の視線に晒さらされながら歩くこと数分。

			　立ち止まったレイセさんが指さしたのは、赤と茶色の色をした、何やらトゲトゲとした外観の建物だった。

			「ここがギルド『ルビンディ』です！」

			「ルビ……なんだって？」

			　ルーエが聞き返す。俺も聞き取れなかった。

			「ルビンディです。この町では適当にギルドって呼んでおけば通じるので覚えなくていいですよ。ささ、どうぞどうぞ。中でギルド長が待っていますので」

			　促されるままに建物に入ると――。

			「やぁ、あなたがジオ殿ですか！」

			　大層名のある武人であろう。

			　がっしりとした身体つきの男が声をかけてきた。

			「こんにちは。ジオ・プライムです。えーと……」

			「申し遅れました。私がこのギルドの長であるボスリーです」

			　続く言葉を考えていると、深々と頭を下げられる。

			　豪快な見た目に反して礼儀正しい御ご仁じんのようだ。

			　おそらく、この人がレイセさんの上司なんだろう。

			「つまり、あなたが私をここに呼んだ方というわけですね？　あの、これは何かの間違いでは――」

			

			「いやぁまさか本当に来ていただけるとは思っていませんでしたよ！　ありがとうございます！」

			　ボスリーさんは興奮したように俺の肩を何度か叩くと、「こちらへ」と言って歩き出した。

			　勢いに押されて、自分の疑問を胸にしまいこみ、ついていく。

			「時にジオ殿。後ろの女性は奥様で？」

			「いや、違いま――」

			「未来の伴侶である。あまり舐めたことをすると街ごと消し飛ばすからそのつもりで」

			「ははぁ、これは失礼しましたな！　何卒よろしくお願いします」

			　互いに声をあげて笑っている。

			　ルーエの脅しが良くない結果をもたらすのではないかと危惧していたが、もしかしてこれは現代のジョークの一つなのか？

			　俺たちを椅子に座らせ、そのあとボスリーさんも対面に腰を下ろす。

			「えー、では、さっそく本題に入ろうと思うのですが」

			「わかりました」

			　彼は両手を軽く組み、俺の目をまっすぐと見据える。

			「先代魔王を倒し、数々の禁書を守り続けてくださった書の守護者であるあなたに、ぜひ私たちのギルドで働く冒険者のお手本となってもらいたいのです」

			「……お手本？」

			　お手本もなにも、俺は冒険をしたこともなければ冒険者でもない。

			「はい。この世界で並ぶものはいない強さをお持ちのジオさんから指導を受ければ、きっと冒険者に良い――」

			「ちょ、ちょっと待ってください！　別に私は強くなんてないんですよ？」

			「……強くない？　はっはっは！　ご冗談が上手いですなぁ！」

			　……え？

			　なんで今まで披露してきたジョークがウケなくて、真面目に言ったことで笑われてるんだ？

			「いや、本当に外の世界の人たちの足元にも及びませんって！」

			「謙遜が過ぎますなぁジオ殿は。とはいえ、確かに冒険者の中にはジオ殿の実力に疑問を抱いている者もいます。なのでまずは、うちに所属しているAランク冒険者と手合わせしていただければと――」

			　その時、ギルドの外から大きな歓声が聞こえた。

			「おや、何事ですかな？」

			　ボスリーさんは窓辺に歩いて行って、外の様子を確認している。

			

			「……ジオ、もしや『危ない危ない、自分より遥かに強い相手と戦わされるところだった……』とか思っていないか？」

			「よく分かったな。そういう魔法が使えるのか？」

			「はぁ……。危ないのは相手の方だったな。お前に全力で殴られでもしたら、弾け飛ぶぞ」

			「何が!?」

			　そんな物騒なことになるはずがない。

			「あとは……とりあえず言っておくが、今からお前はAランクを遥かに上回る相手と出会うことになるからな」

			「…………え？」

			
　人々の声はどんどん大きくなっていき、俺たちも気になって外に出てみることにした。

			「本物のキャス様だ！」

			「こんなに美しいなんて……私、どうにかなっちゃいそう！」

			「天は二物を与えるんだなぁ……」

			　ギルドの建物内にいても歓声の内容が耳に届く。

			　こんなに讃えられるなんて、さぞ偉大な人なんだろうな。

			

			　外に出ると、あたりは人でいっぱいだった。

			　先ほど、マルノーチに到着した時に更新した「一度に見た人の数」の項目を早くも更新してしまうほどの賑わい。

			　ボスリーさんは、人の波で視界が遮られている中を縫って歩いていく。

			　後に続くと、だんだんと有名人の全貌が明らかになっていった。

			　どうやら女性のようだったが、人の間からだとよく見えない。

			「これはこれは、誰かと思えばキャス殿ではないですか！」

			　いち早く取り巻きから抜け出したボスリーさんの声が聞こえた。

			「ボスリーさん、お久しぶりです」

			　これはキャスと呼ばれた人物の声だろう。

			　優しく、しなやかだが芯のある声だった。

			「少し見ないうちにまた一段と磨きがかかりましたな。もちろん魔法、美貌共にです」

			「相変わらず言葉がお上手ですね。でも、私には強さだけで十分です。見てほしい相手も……いえ、なんでもないです」

			　流石はギルド長というところだろう。

			　群衆が近づけず、綺麗な輪を作ることしかできないキャスという人物に対して、物怖じしないどころかフレンドリーに接している。

			

			「それで、今回はどのような依頼でこの街に？」

			「今日は個人的な用事で来たんです。どうやら私が長年探していた人が見つかったようで、居ても立っても居られず……」

			　あまり聞こえないが、どうやら盛り上がっているようだった。

			「る、ルビンディのギルド長はキャス様と顔見知りなのか」

			「あの人も昔は有名な冒険者だったらしいぞ」

			「な、なぁ……あのキャスって人は何がそんなに凄いんだ？」

			「お前、キャス様を知らないなんて相当な田舎者だな……。あの方はＳランク冒険者で、この世界で三本の指に入る強力な魔術師なのさ」

			「へぇ……魔法使いってことか……」

			「魔術を自分の手足のように使う、まさに魔法使いさ。ボスリーさんも昔はＡランクの冒険者だったし、強者にしかわからないものがあるんだろうな」

			　感嘆したり疑問をぶつけたり、各々自由に会話をしている。

			　ちなみに最後の質問は俺がしたものだ。

			　キャスは魔法を極めた人物らしい。

			　住民を装って聞き込みをした結果、ギルドにはいくつかの階級があるらしい。

			　ＤだかＥランクだかが最低クラスの駆け出し冒険者で、そこからＣ、Ｂと上がっていき、Ａランクにもなれば人間の最高峰。人々の憧れの的だそうだ。

			　しかし、それをさらに超えた先、人間を超越したもののみがＳランクに至れるらしい。

			　昇格基準はよく分かっていないが、キャスが魔術を極めている、世界で三本の指に入る実力者だというのなら、不足はないのだろう。

			　きっと、俺みたいな田舎者には理解できない高等魔術が使えるはずだ。

			　街に来るにあたって、俺は自分にかかっている全ての魔術の効果を解くとともに、他人の魔力や闘気を「視ない」ようにしていた。

			　たとえ自分が強かろうが弱かろうが、そんなのバレないに越したことはないし、殺気さえ感じ取れればそれで良い。

			　歳をとってきたし、目を酷使するのは良くないしな。

			　だが、世界最高峰の魔術師の魔力の色を見てみたい衝動に駆られてしまい、少しばかり感知の精度を上げてみた。

			「ほほう……？」

			　人の隙間から微かに見える姿を捉えた。

			　書物で読んだ「宝石」のような澄んだ緑色。ところどころ火花のように煌きらめいている。

			　俺は自分の魔力の量を知らない。

			　他人と比べられなかったし、比べる必要もないからだ。

			

			　一応、子供たちを育てる時に魔法の素養がないのか視はしたが、子供と大人。魔力の質も違うのだろう。

			　あまり魔力を消費しない魔術を好んでいたのもあるが、自分の生活、戦いに事足りる量であれば問題ない。

			　だから彼女の魔力量が最高峰なのかは測りようがなかったが、少なくとも自分の身体に流れている汚らしい灰色の魔力と比べて、遥かに洗練されているように感じた。

			　そして、自分が今までに視たことのある気も――。

			「――――ん？」

			　ふっと目を休めた瞬間、何らかの力が働いたかのように、突然目の前の人混みが割れた。

			　遮るものはないのに関わらず、唯一動いていなかった俺とキャスだけが、世界に取り残されたかのように感じられた。

			　振り向いた彼女が俺を視界に入れた。

			　そして、そのまま一歩一歩、ゆっくりと向かってくる。

			「も、もしかして……バレたか？」

			　一流の魔術師は「誰が何処で何をしているか」というのが少ない情報から読み取れるらしい。

			　つまり、自分が「視られた」ことに気付いたのだ。

			

			　田舎暮らしゆえに知らなかっただけで、俺が彼女の魔力を視たのは無礼だったのかも。

			　もしかして、他人の魔力を視るのは下着を見るようなものだったのか？

			　思考が混乱する中、キャスは腰まで届く長い黒髪を揺らし、鋭い目をさらに厳しくさせながら歩みを止めない。

			　やばいやばい、めちゃくちゃ怒ってるよこれ。口なんてきゅっと結ばれている。

			　見た目と中身は似るっていうし、綺麗だけどきっと厳格な人なのだ。

			　よし、彼女が目の前に来たら謝ろう。

			　めちゃくちゃ強いみたいだし、そういう人間はきっと精神的に余裕がある。

			　誠心誠意謝れば寛大な心で許してくれるはずだ。

			　身構えている間にも二人の距離は縮まっていき、目と鼻の先に彼女がいた。

			「………………」

			　……近くない？

			　どうして黙り込んでいるの？

			　いや、これはきっと「早く謝れば許してやる」と暗に言ってくれているのだ。

			　お前から言葉を発しろという合図だ。

			　ならばお言葉に甘えて、村で培った全力の謝罪を披露してみせよう。

			「あの、この度は本当に申し訳ござ――」

			

			「――ジオ！」

			　キャスの身体が俺に重なる。

			　――あ、死んだわ。

			　俺を許すつもりはなく、容赦なく殺そうとしていると今さら気付く。

			　感知を切っていたことが自分の首を絞めたと、それとも殺気のない一撃でも俺を殺せるのかと、一瞬のうちに後悔が脳内を駆け巡る。

			「…………？」

			　だが、いくら待てども痛みや意識が遠のく感覚はなく、ただ身体が優しく締め付けられていた。

			「ずっと……ずっと会いたかった……！」

			「…………人違いじゃないですか？」

			
　３

			
　多分、他の人より「関わり」というのが少ない人生を送ってきた。

			　だから、一度でも会ったことのある人の顔は忘れていない自信がある。

			　……けれども、俺の胸に顔を埋め、なんならちょっと匂いも嗅いでいるこの女性の記憶はなかった。

			　俺が今まで関わってきた人物というと……まずは母親だ。

			　いつも優しく、必死で俺を育ててくれた。

			　父の記憶はほとんどないから、俺にとっては母だけが家族と言える存在。

			　彼女のためにも、俺はたとえ一人孤独になってでも天寿をまっとうしたい。

			　天国なんてものは信じていないが、できればまた会いたいものだ。

			　次に故郷の人々。

			　といっても、そのほとんどが事務的な受け答えしかしてくれず、関わったと言っていいのかは微妙なところだ。

			　唯一、俺に色々なことを教えてくるお姉さんはいたな。

			　外の世界が恐ろしいこと、俺の力じゃとてもじゃないが勝てないということを教えてくれたのは彼女だった。

			　この話をするたびに母はなんとも言えない表情になっていたが、どうしてだろう。その理由は未だに分からない。

			　ほんの数十分ほどの短い付き合いだったが、馬車に乗せてくれた少年。

			　彼が今、何をしているか気になる。

			　どこか安全なところへ行けたのだろうか。俺の渡した金貨は役に立ったのだろうか。

			

			　俺に幸せをくれた人だ。同じように幸せになってくれているといいな。

			　そして、焼き払われてしまった麓の村の人々。

			　優しく接してもらえた感謝と、助け出せなかった無念。

			　アロンのしたことを許すことはできないが、果たしてルーエも同じように考えていいのだろうか、そう思うこともあった。

			　結論としては、彼女はアロンとは別人だと思うことにした。

			　記憶の共有はしているらしいが、ルーエとしては人間と争う気はないようだし、人を手にかけてもいない。

			　今後も俺が手た綱づなを握れるようならそれで良し、危うい時はもう一度、敵として立ち塞がればいい。

			　あとは……そう、俺が盗賊を倒して本を持ち帰ってから、年に一度くらいのペースで山に人が捨てられていたんだ。

			　そのほとんどが幼い少年少女で、見捨てるには未来が明るすぎる。

			　親の代わりになどなれると思わなかったが、彼らには、俺とは違う将来が待っている。

			　だから、俺は彼らを一人で生きていける年齢まで育てたのだ。

			　盗賊を倒す前にも同じような人がいたのかもしれないが、少なくとも感知できるようになってからは全ての人を救ってきたと思う。

			

			　ただ、流石に俺も一人でゆっくりする時間が欲しかったので、ここ数年は山に人避けの結界を張っていた。

			　近くには他に山はないし、捨てるのにちょうどいい場所がなければ、きっと子供たちも安全に暮らせる……はずだ。

			　そうして月日は過ぎ、レイセさんやルーエと出会ったわけだから――。

			
　４

			
「――だから君に会ったことはないと思うんだけど」　

			「私のこと、忘れちゃったの……？」

			　黒髪が艶かしく揺れ、キャスは俺を上目遣いで見つめてくる。

			　可愛いなぁ。もちろん恋愛感情ではなく、芸術品を視る感覚。魅力的なのは田舎者の俺にも理解できる。

			　おそらく、彼女は幼い頃からマルノーチのような都会で過ごしてきたのだろう。

			「そう言われてもなぁ、キャスって名前には覚えがあるけど、君とは違ってお子様だったから」

			　その言葉を聞いて、少女の顔がパッと輝く。

			

			「それが私なんだって！　あの山でジオに拾われたうちの一人！」

			「えぇ……？」

			　一歩引き、キャスを遠目から見てみる。

			　俺が育てた同名の子は、性別こそ同じもののかなりやんちゃだった。

			　髪だってショートカットだったし、とてもじゃないが同一人物には見えない。

			　それに対して俺なんて冴えないおっさんだし、きっと、どこにでもいるような人相のはず。人違いしているんだろう。

			「あ、そうだ。ジオに信じてもらえる方法があった」

			「なんだって？」

			　彼女は少し恥ずかしそうに目を伏せた後、意を決したように口を開く。

			「よ、良くない予想をするのはよそう！」

			「――――ッ!?」

			　脳内に衝撃が走る。

			「そ、それはまさかッ!?」

			　キャスが口にしたのは『ワンダフルユーモア』の「相談編」の一節、「ネガティブな気持ちの人を落ち着けるユーモア」だった。

			　世俗に疎い俺ですら傑作と確信するほどの作品だ。

			

			　人々に『ワンダフルユーモア』が浸透している可能性は天よりも高く、だからこそキャスが知っていても不思議ではないが、この状況で証拠として提出することこそが、彼女が俺の知っているキャスと同一ということを示していた。

			「本当に……あのキャスなのか？　木の上で眠りこけて、滑って落ちてた？」

			「だ、だからそうなんだって！」

			「伸ばしていた髪を邪魔だって言って雑に切り落としていたキャスなのか!?」

			「しつこいっ！　もう少し女の子らしい思い出はないの!?」

			「あったっけ？」

			「……ないかも。と、とにかく！　ほら、よく見てよ！」

			　一度認めてしまえばあとは早い。

			　尖らせた口も、地団駄を踏んでのアピールも見覚えがある。

			　記憶の中の幼いキャスはすくすくと成長し、あっという間に目の前の女性と重なった。

			「世界で何人といない魔法使いだなんて……大成したな。最初は文字すらろくに読めなかったのに……」

			「その話は良いから！　ジオが熱心に教えてくれて、そのおかげでこうして強くなれたんだよ」

			　大したことは教えていないのだが、その言葉に胸が熱くなる。

			

			「なぁ、お前があの小娘を育てたのか？」

			「そうだけど」

			　ルーエが肘で小突きながら声をかけてきた。

			　その瞳からは戸惑いが読み取れる。

			「あの年にしては強すぎる。どんな育て方をしたらああなるんだ……？」

			「俺は特に難しいことは教えてないよ」

			「それであんなに？」

			「あぁ、俺よりよっぽど強い。どんな辛い修行をしたらあんな綺麗な魔力になるのか」

			「いや、強さに関してはジオ、お前の見立てが間違っているんだが。だが、この私に勝るとも劣らない魔力量なのは確かだ」

			　魔王に認められるって、本当に強いんだな。

			「ジオさんがキャスさんを育てたって本当なんですか……？」

			　いつの間にか隣に立っていた、正確には一歩後ろから控えめに俺たちを見ていたレイセさんに問われる。

			「そうですよ。といっても、大体五年くらいですけどね」

			「あの山で五年も……それは強くもなりますね……」

			「でも、同時期にいた子たちの中では飲み込みが悪かった方ですよ。それがこんなに強くなるなんて、さぞ頑張ったんだろうなぁ」

			　レイセさんと話していたらだんだんと涙るい腺せんが緩んできてしまい、無意識にキャスの頭を優しく撫でていた。

			　手のひらに伝わる柔らかな髪の感触。

			「んへ……久しぶりのジオだ……じゃなくて！　今までずっと探してたんだよ!?　どれだけ頑張ってもあの山が見つからなくて……」

			「人避けの結界を張ってたからね。独自の術式を使ってるからそう簡単に見つからないんだよ」

			「な、なんでそんなことを？　もしかして私たちのこと――」

			「そうじゃないよ。なるべく強い結界にしないと、またキャスたちみたいに捨てられる子が出てくるかもしれないからさ」

			「むぅ……確かに」

			　ひとまず納得してくれたようだ。

			「そういえば、さっき俺のことを探してたって言ってたよな？　何かあったのか？」

			「えっ？　いや、それは……」

			　蕩とろけたり元気になったり言い淀んだり、反応がコロコロ変わるな。

			　里帰り的な感覚で会いに来てくれようとしていたのだろうか。

			

			　俺など忘れていてくれても良かったのに。

			　自分という存在が彼ら、彼女らの楔くさびになってしまっていないか心配だ。

			　しかし、少なくとも俺を見つめるキャスからは親愛の情を感じ、それにまた嬉しくなる。

			「私ももう大人になったし、一人でちゃんと生計も立てられるから、ジオに認めてもらえるんじゃないかと思って……」

			「認めて？　なんだ、そんなことだったのか。一人前って認めたからキャスを外の世界に出したんだよ。だから安心して――」

			「そういうことじゃないの！　年取ると鈍感になるのかな……いや元からか」

			　聞き捨てならない言葉を聞いた気がするが、気にしないでおこう。

			　キャスは変わらずもじもじとしていたが、俺に呆れたようにため息を吐くと、背筋をピンと伸ばす。

			「今後、みんなが一気に押しかけてくると思うよ。ジオが出てきたって、世界中で話題になってるし」

			「程度を盛りまくるっていうジョークか？　そうか、世界中という表現は明らかに嘘だとわかるから、簡単に――」

			「違うから……。とにかく気を付けた方が良いよ？　忠告はしたからね」

			「う、うん……ありがとう？」

			

			　まだ疑問符が浮かんでいるが、一応お礼を言っておくことにした。

			
　５

			
「Ｓランク冒険者に飛びつかれた人物が弱いわけないですからね。Ａランク冒険者との手合わせはしなくて結構です。というか逃げられました」

			「はぁ……？」

			　少し挨拶があるとかでキャスは去っていき、入れ替わるようにボスリーさんが戻ってくる。

			　そして開口一番、俺にとってはありがたいニュースだ。

			「良かったな。Ａランク冒険者を倒すより遥かに名声を得られたぞ」

			「えっ、そうなの……？」

			「よく考えてもみろ、逃げ出した冒険者は酒場に行く。そして仲間に言うのさ。『危うく世界最強の男と戦うハメになるところだった……』とな」

			「全然良くないじゃん……」

			　人の噂が伝染するのは早い。

			　いまだに半信半疑だが、もしかしたら、世間的には俺は強い人間の部類に入る可能性がある。

			　だとしても、キャスなんかと比べたら豆みたいなものだろう。魔力の美しさを見れば誰だって理解できる。

			　名声なんてあったところで実際には損だと思うし。

			　妬ねたまれたり恨まれたり、人間はそういう生き物だからな。

			　最終的には出る杭は打たれるんだ。

			　……とりあえずレイセさんの頼みを聞いてマルノーチに来てしまったが、できるだけひっそりと暮らしていきたい。

			　ただのおっさんとして、ひっそりと。

			
　６

			
「ジオ！　一緒にマルノーチを回ろう、案内する！」

			　今後の方針についての意志を固めていると、勢いよくギルドの扉が開き、出て行ったばかりのはずのキャスが戻ってくる。

			「早いね!?　結構時間かかるってボスリーさんが言ってたけど」

			「身体強化して空飛べばちょちょいのちょいだよ！」

			

			「あぁ、そういえば小さい時はよく身体強化の特訓を――」

			「む、昔の話はいいから！」

			　教え子と再び会話する機会なんてないと思ってたから、どうしても思い出が蘇ってきてしまう。

			「やはりなかなかやるな。まぁ、私は魔術など使わなくても翼を生やせるが」

			　どこで張り合ってるんだルーエは。

			「っていうかなんか怖いこと言ってなかった？」

			「翼のことか？　いや、これくらい魔族なら――」

			「それじゃなくて。マルノーチを回ろうって」

			　魔王なら翼の一枚や二枚生やしても驚きはない。アロンの時点で同じ芸当をやっていたからな。

			　そうではなく、俺が気になったのはキャスの言葉だ。

			「うん、街の案内をしたいと思ったんだけど、どうかした？　……もしかして、一緒に歩きたくない？」

			「そういうわけじゃないんだけど、ほら、キャスって有名人なんだろ？　一緒に歩くと目立っちゃうっていうか……」

			　俺だって娘のような存在を邪険に扱いたくはない。

			

			　だが、彼女と街中を歩けばどんな噂が立つか分からないからだ。

			　やれ「あいつは強い」だの「実はすごい力を隠してる」だの言われ、実際の力を見て落胆され、そして街を追い出される可能性だってある。

			　そうならないためにも、できるだけ人目を避けて――。

			「大丈夫だって、ジオは強いんだし！」

			「そうだぞ。私が人目を逸らす魔術をかけてやろう」

			「……お前はずいぶん寛容なんだな」

			　人々の恋愛観など俺の理解できることではないが、仮にも「妻になる」とか言っていたルーエは、俺が他の女性――恋愛対象ではないが――と出歩くことに何も思わないのだろうか。

			「私も前世では一夫多妻だったからな。強い男は良い女と共にいるべきだ。それに私が正妻なのは、サラマンダーを呼び出すより明らかだろう」

			「……私だよ？」

			「ほう？　ずいぶんな自信だが、私に勝てると思っているのか？」

			「もちろん。他のみんなに負けないために必死で鍛えたんだから、負けるはずない」

			　二人は微笑をたたえながら互いを見つめているだけなのだが、ばちばちと火花が散る音が聞こえてくるようだ。

			

			　キャスはあれか、父親が悪い女性に捕まらないか心配してくれてるんだな。

			　実際に彼女は魔族だし。

			「とりあえず小娘との戦いは後回しだ。ジオよ、行ってくるがいい」

			「ルーエはどうするんだ？」

			「私は寝る。昨晩の疲れがまだ抜けてなくてな」

			「そ、そうか。うん、疲れてるんだよねかなり歩いたしね」

			「いや、歩くのは疲れていないが、夜――」

			「それじゃあキャス、行こうか！」

			「う、うん……？」

			　別に隠すことではないが、なんとなく、娘のような存在にそういうことを知られるのは恥ずかしくて、キャスの背中を押してギルドから出ていく。

			
「ジオはどこか行きたいところはある？」

			　外に出てすぐ、キャスが問いかけてくる。

			「行きたいところかぁ……特にないんだよね。大図書館とやらはレイセさんが連れて行ってくれるだろうし」

			　そもそも何があるのか分からない。

			

			「ずっとあの山に住んでた俺からすれば、どこも新鮮で楽しいよ。キャスの行きつけの店とかないの？　都会の人には行きつけの店っていうのがあって、『いつもの』を頼むんだろ？」

			「……それ、なんの知識なの？」

			　もちろん「ワンダフルユーモア」だ。

			　基本的にはジョークが書いてあるが、下のあたりの余ったスペースに日常をスマートに生きる豆知識が記されている。

			　そこには「いつもの」を頼むと大人の男感が上がると記されていた。

			　説明してやると彼女は「まぁいいや」とかぶりをふり、気を取り直したように口を開いた。

			「行きつけとは少し違うけど、最近この辺りに新しいパンケーキ屋さんができたらしいんだよね。そこでもいい？」

			「おお、もちろん！」

			　そこが先日耳にした、ふわっふわのパンケーキが出てくるところだろうか。

			　ちょうど腹も減っていたし、キャスに手を引かれて店を目指す。

			「姿を隠せる魔術のお陰でのびのび観光できるな」

			　初めて街に入った時と変わらず人々の往来の多さに圧倒されているが、こちらに好奇の視線を向けられていない分、少しはリラックスして周囲の様子を知ることができる。

			「でも、誰かに話しかけたら、相手からはどう見えるんだろう」

			「心配しなくて大丈夫だよ。相手が相当な手練れじゃない限りは、適当な顔の人に置き換えられると思う」

			「強さを判別するのにも使えるってことか。便利だなぁ」

			　人間を餌としか思っていない魔物とばかり関わってきたせいで、そっち系の魔術には疎い。

			　俺が学んだ本にも『最強の防御とは先に相手を倒すこと。すなわち小細工など最低限で良い』と書いてあったからな。

			「っていうか、どうしてキャスは俺のことがわかったの？　探してたって言っても、俺だってかなり老けたし……」

			　腰も痛いし、抜け毛が増えてきたようにも感じる。

			「え、そう？　昔から全然変わってないよ？　やたらのんびりしてるところとか、髪形もそのままだし。服だけは違うね」

			「これはね、マルノーチで浮いちゃうんじゃないかと思って」

			「そっか。その……とっても似合ってるよ」

			「はは、ありがとう。キャスもお世辞が言える年になったかぁ」

			

			「お世辞じゃないし！　いつまでも子供扱いしないでっ！」

			　小さい頃は早く大人になりたいと思っていたが、今では年をとって身体が衰えるのに抗いたい気持ちのほうが大きい。

			　だから、キャスに昔と変わらないと言われたことは嬉しくあった。

			「と、もうそろそろ着くんだけど……うわ、めちゃくちゃ並んでるね」

			　キャスの指差す先には、赤い外観で見るからに若者向けの店。

			　しかも、二十人ほどの待機列ができている。

			「こういうのって、どのくらい待てば店に入れるんだ？」

			「一時間……二時間はかかるかも。別の場所にしよっか」

			「そう、だなぁ……せっかく連れて来てくれたのに悪いね」

			　ここで二時間待つくらいなら、まだ他のところを見てみたいという気持ちがあった。

			　長蛇の列を見ながら足を進める。

			「いやぁ、やっぱり並ぶのは女の子ばっかりだね」

			「まぁね。私も甘いものとか可愛いものに惹かれちゃうし」

			「これじゃあ俺が入っても浮いちゃってたし、かえって満席で良かったかもだ」

			「そう？　最近では一人の男性客も多いみたいだし、大丈夫じゃないかな。ほら、あの人も――」

			

			　キャスが指差す方に視線を向ける。

			　列の先頭にいるのは十五、六くらいの女の子二人組。

			　店に入るのを今か今かと待ち遠しそうに待っている姿が可愛らしい。

			　その後ろには、メガネをかけた真面目そうな女性。

			　さらに次に並んでいるのは――。

			　金髪で刺とげ々とげしい髪型をした威圧的なお兄さんだった。

			　確か、モヒカンスタイルと言うんだったか。

			　かつて育てていた子に似たような髪型をせがまれたことがあったっけ。

			　懐かしいなぁ。その時は結局リーゼントだかポンパドールだかいう、頭に鍛えられた男の腕を乗せたような硬派な髪型になったはずだ。

			「……あん？」

			　いくら見た目を隠蔽しているとしても視線を隠すことはできないようで、「こっち見んじゃねぇ」とでも言いたげな反応をもらってしまい目を逸らす。

			「あんまりじっくり見ない方がいいよ。何かあれば私が守ってあげるけど、トラブルはないに越したことはないから」

			「そうだな。行こう」

			　金髪の男はまじまじと俺を見てきたが、気にしないように歩く。

			

			「――おい！　待てよあんた！」

			　背後からドスの利いた声が聞こえてきた。

			　おそらく……というより、間違いなく俺を呼び止めているのだろう。

			「……はぁ、いくら隠蔽してるからって相手が悪かったね。誰彼構わず突っかかってくる相手じゃ意味がないみたい。私が片付けるからジオは――」

			「おい、待てって！」

			　男は凄まじい速さでこちらへ向かっていたようで、俺が振り向いた時にはすでに目の前に立っていた。

			「――なっ、速い!?」

			　予想外の事態に驚く俺とキャス。

			「……やっぱりだ」

			　男は俺の顔をもう一度見て、ニヤリと口の端を吊り上げて笑うと、その手で――。

			
「お久しぶりです！　ジオの兄貴ィィィィィ！」

			
　俺の手を両の手で優しく包み込み、刃物のように鋭利な頭を地面に勢いよく打ち付け……もとい、礼をした。

			

			
　７

			
「お待たせしましたー。こちら雲のパンケーキが三つになります」

			「姉ちゃんありがとな！　ほら、兄貴とキャスの姐さんもどうぞ！」

			　ガラの悪い男が満面の笑みで俺たちにパンケーキの皿を渡してくれる。

			　男が頭を下げてすぐ、彼が店内に案内される順番が来てしまった。

			　そして俺たちは、彼に促されるままに店内に入り、こうして三人で席についていた。

			　パンケーキという名前の食べ物には経験があるが、どうにも不思議だ。

			　俺の記憶のそれは平べったく、上に何かを載せて運べそうなくらいには安定感があったが、目の前のパンケーキはプルプルとしていてスライムを彷ほう彿ふつとさせる。

			　しかし、既知から未知へと認識が退化したことと同じくらい、俺を兄貴と呼ぶ彼についても興味があった。

			「えーっと、あなたは一体……？　私やジオのことを知っているみたいだけど」

			　満面の笑みに質問を投げかける。

			「俺っすか？　俺は昔、ジオの兄貴に拾っていただいたんすよ」

			「え？　俺が君を？」

			

			「そうっすよ！　確かに見た目は変わったかもしれないすけど、見てくださいこの傷を！」

			　彼の左眉を切り裂くような一本の傷。

			　目の前の男に見覚えはないが、この傷には見覚えがある。

			「……もしかして、ランド？」

			「その通り！　まじでお久しぶりです！」

			　ランドは山に捨てられていた子供のうちの一人だ。

			　どうやら、元々居た場所での素行に問題があったらしく、山へ置き去りにされたようだ。

			　その時の経験か、はなから他人を信用していないのか、共に暮らすようになってからもしばらくは心を開いてくれなかった。

			　だが、ようやく少しずつでも話をしてくれるようになると、彼は素行が悪いというよりも、キチンと導いてくれる大人がいなかっただけだと気付いたのだ。

			　そうして二、三年を共に過ごして一人前になった彼を外の世界へと送り出して、今。

			「――簡単に言うと家建ててんすよ、俺。そんで、将来は兄貴にどデカい家を建ててさしあげたいと思って」

			「確かにあの家、ボロいからね……」

			　キャスが呆れたように共感する。

			

			「え、そんなに過ごしにくかった？」

			「ううん。そうじゃないけど、ジオはいつも私たちにベッドを譲って自分は床で寝てたし、申し訳なくて……」

			「そうなんすよね。マッサージならいつでもしますけど、それじゃあ土台の解決にはならないっすから。兄貴のレベルが違うだけで、普通は土地がぬかるんでたら屈強な家は建たないんす」

			　彼らが健康に過ごせるようにと思っての行動だったが、かえって気を使わせてしまっていたのか。

			「っていうか、彼はいつ頃ジオにお世話になっていたの？　私は会ったことないけど……っていうか思い出してもらえなかったし……」

			「ランドはキャスたちが出て行ってからしばらく後だね。正確に何年後かはわからないけど」

			　それなりに多くの子供たちを育ててきたし、歳のせいか、いつ頃の関わりか怪しい部分がある。

			　山の内部の時間の進みを遅くしていたこともあるため、実際の年齢には少し差異が生まれているはずだ。

			「キャスさん含めて先輩方のお話は兄貴からちょくちょくうかがってましたから。だから初見でもわかったんす！　それにしても、こんなすげぇ魔術師様も育ててたとか、流石兄貴っすよね」

			「いや、それはキャスが自分で努力したからだよ。ランドもちゃんと職について、本当に立派になったと思うよ」

			「あ、兄貴……。すいません、ちょっと泣いてきます」

			　彼は席を立って店の外へと歩いて行った。

			「……言葉遣いは荒っぽいけど、まっすぐな子なんだね。なんか、外からめちゃくちゃ大きな泣き声が聞こえるし……」

			「あぁ、そうなんだよ……ぐすっ」

			「ジオも泣いてるの!?」

			　彼の熱さに当てられてしまったようで、気付けば俺も涙していた。

			
　８

			
　ランドが戻って来てからパンケーキを食したが、驚くほどの柔らかさだった。

			　空に浮かぶ雲が口に入っているのではないかと錯覚するほどの食感に思わず声を出してしまい、周りの席に笑われる。

			

			　だが、ランドが週に三回もこの店に通っているのには納得だ。

			　意外と甘党だったからな。

			「――へぇ、しばらくはマルノーチにいるんすね。俺はこれから他の街に仕事に行くんす。軽いやつなんですぐに帰って来れると思うんすけど……住むところはあるんすか？」

			「一応ギルドが宿を用意してくれるらしいよ。まだどんな場所かわからないけど」

			「そうでしたか。……だったら、今から俺が持ってる土地に家建てるんで、そこを別荘として使ってくださいよ！」

			「俺が持ってる、土地……？」

			　土地を所有しているというのが凄いことくらいは俺にもわかる。

			　なんてったって、数十年も住んでいるあの山は俺の所有じゃないのだから。

			「自分で言うのもアレなんですけど、俺も界隈じゃそこそこ名の通った建築家なんす。んで、報酬の代わりに土地をもらったりってのもあってですね」

			「……すごいんだねぇ」

			「あざす！　ってことで、ここからそう離れてないんで、チャチャッと家建てますよ！」

			　チャチャッとは家を建てる擬音ではない気がするが、とりあえず彼について行ってみることにした。

			　マルノーチの街は、中心から外に向けて徐々に居住区が増える。

			

			　最も栄えているエリアにも塔のような居住施設があるものの、おそらく凄まじく高価なのだろう。見た目と値段は比例するのだ、たぶん。

			　そして俺たちが案内されたのは、中心部からそう離れていない閑静なエリア。

			　俺の住んでいたものが家畜小屋に見えるくらいの家が立ち並ぶ中に、ぽつりと空間ができていた。

			　しかも、空き地も普通に豪邸が建てられそうなくらいには広い。

			「ここっす！　どうですか？」

			「どうもなにも……こんな良さそうな場所を提供してもらっていいの？」

			「そうだね。かなり良い土地のはずだよ。マルノーチは他の街に比べて治安がいい方だけど、その中でもここは一級の土地だから」

			　街に精通しているキャスが言うのだから間違いないだろう。

			「一体、誰がこんなすごい土地をくれるの？」

			「確か、マルノーチの近くにある国に呼ばれて、騎士団用の宿舎を建てた時っすね。んで、拠点がここだって言ったら、王様がくれたんすよ」

			「お、王様……」

			　小説の中でしか聞いたことないぞ、王様。

			「でも、結構気さくな人でしたよ。そこの騎士団長騎士団長っていうのが……俺の口から言うのは野暮ってもんすよね。王様は、王様ってよりは兄貴に近い感じだったかな」

			「俺に近いって……それは外見だけの話でしょ？　こんな場所、明らかに俺みたいな田舎者が住んでいいところじゃないよ」

			「何言ってんですか、むしろ器のデカい兄貴にはもっとドドンとした場所がお似合いですよ！　国を治めても足りないっす！」

			「お、落ち着かないよ」

			「それじゃあ、あっちにしますか？　あんまり変わんないんすけど……」

			　ランドが指差したのは対面の空き地だった。

			　大きさといい、今いるところと何ら変わりない、むしろ向こうのほうが大きいかもしれない。

			「あそこもランド君の土地なの!?」

			「そうっす。日当たり的にはこっちがいいかなと思ったんすけど、兄貴が良ければそっちで――」

			「い、いやいや……。ちなみに、こっちはどんな仕事を受けたの……？」

			　そもそも報酬って現金じゃなくても良いんだな。

			「これは、前にマルノーチの大図書館の場所を移すってことで、新しい外装のデザインを任されたんすよ。んで、その報酬で良いとこの土地あげるから自由に使ってね……ってことらしいっす」

			「街の重要施設を……そりゃあ報酬も弾むってもんだね」

			　自分を慕ってくれる子がデザインした大図書館か。

			　俄然行きたくなってきた。

			「えっと……わからないけど、今いる方にしようかな……」

			「うっす！　あんまり時間もないんでそろそろ建てちゃいますね。兄貴は希望の外観とかありますか？」

			「うーん、正直雨風を凌げればなんでもいいって言うか……」

			　なんならそこら辺の洞窟でも良いくらいだ。突き出ている岩で腰を押すと気持ちがいい。

			「お前の力を見せてみろってことですね！　了解っす！」

			「あ、うん。そういうわけじゃないけどね？」

			　今さら俺が判断することでもないだろう。

			　ましてや俺は、最低限しか建築の知識を持たない男だし。

			　ランドは自分の肩にかけていたバッグから紙とペンを取り出し、難解な道具を駆使して図を描き始めた。

			　長い時間がかかるかと思っていたが、彼が集中して手を動かしていたのは五分ほどで、その後は俺にいくつかの質問をしてくる。

			

			「ほしい家具とかはありますか？　基本なんでもいけるっす」

			「強いて言えば本棚かな」

			「あの家でも一番大切にしてましたもんね、了解っす。ベッドはシングルとダブルのどっちにします？」

			「当然シングルで――」

			「ダブルかな」

			「キャス!?」

			　勢いよく会話に入り込んできたな。

			「あ、前の家では数人で一つのベッドを共有してたもんね。でも、ダブルベッドはどちらかというと二人で寝ることを前提としてて……」

			「わ、わかってるよそれくらい。……もう子供じゃないんだし」

			　口を尖らせてそう言われても、余計に意図が読めないんだが。

			「兄貴も罪な男っすねぇ！　よっし、やる気がもりもり湧いてきた！」

			　一人で納得したように頷くと、ランドは設計図を左手に持ち変えて、もう一方の手を宙に掲げた。

			「いきますよ！　オラァ！」

			　彼の掛け声とともに、傍らに積み上がっていた木材が宙に浮かぶ。

			

			「おおおおお!?」

			　ランドが手を動かすたびに木材も動き、まるで積み木を載せるような容易さで骨組みが出来上がっていく。

			　それも、ただ建材を乗せるだけでなく、針の穴に糸を通すような精密な動きで、もはや合体と言ったほうがしっくりくる。

			　そのまま三十分ほど見ていると、すっかり家が完成してしまった。

			「……俺の知ってる建築と違うんだけど。クギとかトンカチとか、そういうものは俺も使えなかったけど、次元が違くないかな？」

			「魔術で木材を巧みに動かしていたし、組み方も繊細だったし、意外とインテリ系？」

			「本読んだり勉強したり、そういう方が好きなんすよ、俺」

			「あぁ、ランドは真面目に学べる子だもんね。俺も最初は身体を動かすのが好きだと勘違いしてたなぁ……」

			　脳内に在りし日の思い出が蘇ってくる。

			「そうっすねぇ。二人で魔物の巣にピクニックに行ったの、今でもたまに夢に出てきますし。今となってはいい思い出なんすけどね。その時にできた傷のおかげで俺だって証明できたわけですし」

			「また別の時だけど、でかいトカゲを見に行ったこともあるよね」

			

			「炎を避けて肉を焼くの楽しかったっすね」

			「どんな距離の詰め方してるわけ……？」

			　キャスは若干引いているようだったが、何はともあれ、ランドのおかげで当面の住居を確保することができた。

			
「一応、中を確認してもらってもいいっすか？」

			「あ、いくつか魔道具を作ってあげるよ。ランド君、骨組みをお願いしていい？」

			「もちろんっす！」

			　ということで、諸々をやってもらった後、内見を始めることにした。

			　大きな扉を押し開けた瞬間、木材の香ばしい香りが鼻を突き、山の家を思い出して懐かしい気持ちになる。

			　上を見上げると、重厚な梁が天井高くに横たわっていて、この家の大きさを一目で伝えてくれた。

			「お、おお……大きいね」

			「二階建てっすね。本当はもっと大きくしたかったんすけど」

			「これ以上大きかったらそわそわしちゃうよ」

			　壁は木材で覆われているが、綺麗に磨かれていて高級感がある。

			

			　所々に飾られた燭台には、何もしていないのに暖かな火が灯っていた。これがキャスの作ってくれた魔道具というやつだろう。

			　一歩進むごとに軽く軋む床板の音も心地よい。

			　一階には大きな広間があり、その両側に二階へと続く階段がある。

			　広間には長さが三メートルはあるだろう大きな長テーブルが堂々と置かれていて、その先には大きな暖炉があった。

			　こちらも薪がぱちぱちと音を立てて燃えているが、いつまでも火が続きそうな様子だ。

			　暖炉のそばには木製の大きな椅子がポツンと置かれ、夜はここで本を読むのも良さそうだな。

			　階段を上がると、二階には寝室と風呂がある。

			　寝室に足を踏み入れると、人が三人は寝られそうな大きなベッドが置かれていた。

			「俺の身体って、こんなに大きくないと思うんだけど」

			「なぁに言ってんすか。偉大な男はモテるものなんすよ」

			「確かに、私のスペースもありそうだね」

			「寝たいなら俺が床で寝るから大丈夫だよ」

			「そういうことじゃないの！」

			　キャスに小突かれてしまう。

			

			　どの部屋もシンプルながら使いやすく設計されていて、ランドが建築家としてどれほどの経験を積んだのか容易に理解できた。　

			　要望した本棚も立派なものをこしらえてもらえたし、一面を本で埋めるのが楽しみだな。

			「ありがとう、ランド。大切な教え子が俺のために建ててくれた家だし、大切に使わせてもらうよ」

			「あ、兄貴……ちょっと、外に行ってきまず……！」

			　ややあって、ランドが玄関の扉を閉めるのが聞こえた。

			「……結局聞こえちゃうんだし、わざわざ外で泣く必要ある？」

			「男っていうのはそう簡単に人には涙を見せないものなんだよ」

			「………ジオは鏡で自分の顔を見た方がいいね」

			　泣いてないさ。

			

			　第三章　おっさんとネームドモンスター

			
　１

			
　新居に荷物を置いた後、俺たちは街中をぶらつくことにした。

			　住む場所が決まったことはあとでギルドに伝えにいけばいいし、それまで特にすることもない。

			　そう思って歩いていると、突然、細長い物体がキャスの方へ飛んでくる。

			　見たところ危険はなさそうだが、一応キャスが反応する前に掴んでおく。

			「――よっと。キャス、誰かに狙われるようなことした？」

			「相変わらずすごい反射神経してるね。私を狙ってるのは間違いないけど、求めてるのは命じゃなくて助けだよ」

			「助け？」

			

			「あれっすよ、ギルドから急な依頼がある時に、こうやって依頼書を飛ばすんすよ」

			「依頼書を飛ばす……？」

			　細長いそれをよく見ると、紙が丸められているものだった。

			　極東の国に伝わる「巻物」のようだ。

			　端から丁寧に開いてみると、確かに文字が書かれている。

			「えーとなになに……近頃、名有りの個体が周囲をうろついているというのは以前の会議で伝えたと思う。昨夜入った情報によると……あ、これって俺が見てもいいやつ？」

			「いいよ全然。ギルド側も喜ぶと思う」

			　言ってしまえば俺は部外者だし、会議なんて書いてあるから機密事項の可能性も……と思ったが。

			「……件の個体は、こちらにいたはずがマルノーチ付近に移動しているらしい。至急討伐されたし。特徴は……結構びっしり書いてあるな」

			　近況報告の手紙感覚かと思ったが、思いの外、多くの情報が記されている。

			　それくらい詳細に伝えなければ危険ということかもしれない。

			「あぁ、名有りの個体だよね。たとえば『スケルトンキング』とか『デビルスライム』とか、ただのスケルトンやスライムじゃなくて個体名が定められている場合があるの。どうしてか分かる？」

			

			「……過去に人間に飼われていた？」

			「いいネーミングセンスっすよね」

			　ペットにはカッコいい名前をつけたいタイプだ。

			　何度か山に迷い込んだ魔物と心を通わせる機会があったが、その時にも名前を考えるのは俺の仕事だったな。

			　……大抵、第一候補は却下されてしまったが。

			「……そうじゃなくて、要するにとんでもなく強力なんだよ。同じ種だと思えないくらい手強い個体ってこと」

			　キャスの話をまとめるとこうだ。

			　基本的に、同じ種の魔物は同じような強さ、能力を持っている。

			　スケルトンは痛みを感じないから果敢に攻撃してくるとか、スライムは物理攻撃をよせつけないとかだ。

			　厄介な能力を持っていても、強い魔物も弱い魔物も、それを狩る冒険者がいることで長く生きることはできない。

			　しかし、まれに外敵をことごとく退け、それによって異質な能力を得る個体がいるらしい。

			　魔術を駆使するスケルトンや、どんな攻撃をも吸収してくるスライム。

			

			　自分の元の能力が強化されるパターンだけでなく、全く別の力を持つ者もいるらしい。

			　適応進化というかなんというか、そうして強さを手に入れた個体は、もはや同じ種とは言えない。

			　そういうわけで、個体ごとに名前を付け、高位の冒険者に積極的な討伐を頼んでいるそうだ。

			「ってことで、今からその名有り……『ネームドモンスター』を倒しに行くよ」

			「…………んん？」

			　なにが「ってことで」なのか理解できない。

			　具体的には「倒しに行く」ではなく「行くよ」なところがだ。

			　勘違いでなければ、俺を連れて行こうとしている。

			「その魔物って、だいたいどのくらいの強さなの？」

			「ピンキリだけど、私でも苦戦するようなやつばっかりだね。だからジオがいてくれた方がありがたいかな。ランド君はお仕事だよね？」

			「いや、少しならいけますよ。兄貴がいれば心強いですし」

			「それなら手伝ってもらえる？」

			「うっす！　いやぁ、こうやって兄貴の元で戦えるっていうのも――」

			「いやいやいやいや、ちょっと待ってほしい。この世界でトップクラスの魔術師が苦戦するってことなら、こんなおじさんが行ったら足手纏いだよ!?」

			　人避けの魔術を見破ったという点から、ランドも成長を続けていて、かなりの強さだというのは読み取れる。

			　だから彼がネームドモンスターの討伐に同行するのは頷けるが、俺が参加するのは間違っているだろう。

			　守る対象が増えると戦いにくくなるというものだ。

			「むしろジオがいる方が安全だよ？　まぁ、大丈夫だからとりあえず行こうよ」

			「そうっすよ！　久しぶりに兄貴の豪快なカチコミ、見せてくださいよ！」

			「待って！　二人とも力強くない!?」

			　今をときめく若者二人に引きずられて、俺は恐ろしい魔物の討伐に行くことになってしまった。

			
　２

			
「はぁ、本当に俺もやるのか……」

			　途中で「冗談でした」と止まってくれることもなく、俺はマルノーチから連れ出されてしまった。

			

			　まだ日は沈みそうにないとはいえ、うかうかしていると暗くなってしまう。

			　早く目的の魔物を討伐しなければ、明らかにこちらが不利。

			　だというのに、周囲には平原が広がるばかりで、そのネームドモンスターとやらは影も形もない。

			「強い奴ほどそう簡単には姿を現さないよ。だからちょっと別のやつを倒そっか」

			「準備運動っすよね」

			　キャスはどこからともなく取り出した長い木の杖を、ランドはどデカいハンマーを構えている。

			「……あれ、キャスのその杖ってもしかして……」

			「ん？　あ、うん。卒業祝いでジオに貰った杖を核にして作ったんだ。あの杖のままでも良かったんだけど、鈍器としても使える方が接近戦にも対応できるから」

			　キャスが一人前になったということで、山を出る日に渡した杖。

			　俺の自作のものだ。

			　お世辞にも出来がいいとは言えない代しろ物ものだし、外の世界で良い物を手に入れるまでの繋ぎとしてプレゼントしたのだが――。

			「そんなに大切にしてくれてたのか……」

			「もちろんだよ。ジオから貰ったこの杖が、山を出てからの私の支えだったんだから」

			

			「わかるっすよそれ。俺も兄貴からいただいた世界の建築デザイン本のおかげでここまでのし上がれたんで」

			　そうそう、ランドには世界中の珍しい建物が描かれている図鑑を渡したんだ。

			　元はルーエ……アロンが遺棄しようとしていたものだったな。

			　俺は「こんなものもあるんだな」という楽しみ方をしていたが、彼はそれを自らの血肉にしていたらしい。

			　柔軟な思考やスポンジのような吸収ができる若さが羨ましいばかりだ。

			「ん、あそこにちょうどいいのがいるね」

			「オークっすか。ちょっと物足りない気もしますけど、やりますか」

			　一人瞳を潤ませている俺を放って、二人はオークを狩りに行ってしまった。

			　オークはうちの山にはいない種だが、その存在を知らない者はいないだろう。

			　人間には劣るがかなりの知能を持ち、その気になれば略奪のために村を襲う。

			　武器を持てばそれなりに強いと幼い頃に聞いた覚えがある。

			　こうした恐ろしい生態を持つため、進んでオークを狩る冒険者は多い。

			　しかし、強者にとっては雑兵も同然。

			　二人は自分の背丈を越えるオークの軍団をいとも簡単に薙ぎ倒していた。

			「フレイムプリズン！　収縮！」

			

			　キャスは巨大な炎の檻を作り、それを徐々に狭めることで多くのオークを丸焼きに……多くのオークか。

			　また良いジョークを見つけてしまったな。

			「オラァ！　吹き飛べ！」

			　ランドのハンマーで天高く吹き飛ばされたオークはすぐに見えなくなる。

			　五分としないうちに、群れを作っていたオークは全て倒れ伏していた。

			「ま、こんなもんかな」

			「無詠唱魔術っすか。すげぇ……」

			「私も外に出て驚いた。世間では魔術には詠唱が必要なんだもんね」

			　え、そうなの？

			　俺が愛読している魔術書にも長ったらしい文章は記されていたが、「これは読まなくていい。イメージ的なやつ」と書かれていたぞ。

			　いちいち文章を読み上げるなんて、あの山では格好のカモになってしまうしな。

			「流石に最上級の魔法は少し時間かかるけどね。ジオみたいに即座にはまだ無理かな」

			「パねぇ……」

			　単純に学んだ期間が違うんだろう。

			　俺はもう四十近いが、彼女はまだまだ若い。追いつけ追い越せだ。

			

			「……ん？　なんか聞こえないか？」

			　遠くで何かの鳴き声が聞こえた気がした。

			　二人に声をかけると、彼らも気付いたようで表情が引き締まる。

			「血の匂いに釣られて来たみたいっすね」

			「ここからが本番だよ。ジオもよろしくね」

			「よろしくって、俺も戦うの？」

			　慌てふためいている間にも気配が大きくなっている。

			　強い風が吹き、木々が揺れ、嫌でも存在を認識してしまう。

			　だが、魔物が近づいてくる足音は一向に聞こえない。

			　ということは――。

			「空か！」

			　視線を上へ向ける。

			「――マジで？」

			　思わず口から言葉が漏れてしまう。

			　魔物の見た目が俺の想像とはかけ離れていたからだ。

			　夕陽を背にして、巨大な二体の鳥が雄々しく羽ばたいていた。

			
　３

			
　俺の考える魔物とは、見た目が至ってシンプルな、デカい肉食動物という感じだった。

			　生きるために得た武器、機能を有する野生の産物。

			　だが、今目の前にいるそれ、それらは、俺が今まで見たことのない「装飾」を有する種だ。

			「に、二体のネームドモンスター!?　報告だと一体だったのに！」

			　俺も軽く目を通したが、キャスの言う通りネームドモンスターは一体しかいないと書かれていた。

			　片方は巨大な蛇のような魔物だが、頭部には王冠のような装飾品を付けている。

			　しかし、最も目を引くのはその蛇が対空しているという点。

			　一対の翼が生えているのだ。

			　物語に出てくる悪魔のような薄く黒い翼。

			　あまりにもミスマッチな姿に目を丸くする。

			「あれが依頼書にあったキングバジリスクっすか!?　じゃあ、もっと強そうな隣のやつは!?」

			　ランドも驚愕に目を見開いていた。

			

			　そう、彼がキングバジリスクと言った個体よりも、その隣を浮遊する魔物の方が明らかに風格がある。

			　鶏のような頭や身体を持っているだけでなく、鶏にはない木の幹のような屈強な尾を備え、さらに天使のような純白の翼を広げていた。

			　見た目は蛇とは似ても似つかないが、その形状は山にいたデカいトカゲを彷彿とさせるもので、三者の間には関係性があるのかもしれないという考えがよぎる。

			「もしかしてコカトリスなの……？　いや、でも……」

			「違う種みたいだけど関係はあるの？」

			「バジリスクは、その血に触れた物を石化する能力を持っている蛇なの。それに対してコカトリスは絶滅したはずの生き物で、その特徴は――」

			「おわぁ!?　なんだってんだ!?」

			　ランドの視線の先には、先ほど撃破したオークの死体が転がっていた。

			　それはある意味まだ「新鮮」な素材であったが、推定コカトリスと思われる生物の吐く息がかかった瞬間、ことごとくが石化してしまう。

			「やっぱり。コカトリスはさらに強力な石化能力を持っていて、血どころか息に触れても石化してしまうの！」

			「同じような力があっても別物っすよね!?　なんであんな仲良さそうなんすか！」

			

			　違う種でも共生関係にある場合も確認されているが、大抵はどちらかが強い生き物で、もう一方を守る。

			　その代わりに、弱い方が強い方の利になる生態をしているのだ。

			　しかし、眼前の二体に限っては、どう考えても共生の必要がない。

			　どちらもが捕食する側であり、明らかに対立するはずだからだ。

			「……確か、バジリスクがその弱点を克服するために進化した姿がコカトリスと言われているの。ただ、それは過去の話。現在ではバジリスクは直接ドラゴン種に姿を変えるとされているけど……」

			　キャスは呼吸を整えて再び口を開く。

			「けど、正統な進化というならコカトリスを経由するべき。二体はつがいみたいだし、一体がキングバジリスクとして、もう一体がコカトリスとして進化したと考えれば辻つじ褄つまは合う」

			「あいつはさしずめクイーンコカトリスっすね」

			「ここからさらに進化してドラゴンになったら、私たちじゃ止められないかもしれない。今のうちに叩かないと……」

			　すでに俺は蚊か帳やの外状態だったが、とにかくあの二体が元は同じ魔物で、放っておくと危険だというのは理解した。

			

			「それで、俺はどうすればいいっすか!?」

			「私とジオは魔術で石化に耐性を持てるけど、ランド君までまわす余裕はないかも。だから血に触れないように、私とバジリスクを攻撃して！」

			「了解っす！」

			　二人は頷き合うと、目にも止まらぬ速さで駆け出していく。

			　キャスは走りながら、自らの身体に薄い膜のような光を纏わせる。

			　一方、ランドは相手の吐血を警戒してか、バジリスクの背後に回り込んだ。

			「……俺は？」

			　まさかとは思うが、俺は単身でこの恐ろしい魔物の相手をしなければならないのだろうか。

			　息が触れるだけで石になるとか言っていたが、彼らは全く俺を心配していない。

			「血は蒸発させても石化効果があるから凍らせる！　その隙にランド君は砕いて！」

			「おけっす！　粉々にしてやりますよ！」

			　二人は強者らしい手数の多さでバジリスクと渡りあっているらしい。

			「コケェェェェェェ!!」

			　助けを呼びたいところだが、コカトリスは私を見ろと言わんばかりに叫んでいるし、どうやら逃げることは出来なさそうだ。

			

			　一応、俺も防護魔術をかけておくかな。

			「さて、死なないように時間を稼いで、あとはキャスに頼みますか」

			
　４

			
　キャスの言う通り、コカトリスはバジリスクの進化した姿である。

			　そこからさらに研けん鑽さんを積むことで、コカトリスは特殊な能力を持ったドラゴンへと進化を遂げるとされているが、そこまで生き永らえる個体は世紀単位で見てもほぼ存在しない。

			　弱肉強食への適応ゆえか、いつの頃からかバジリスクはコカトリスへの進化を忘れ、石化能力を捨てて強靭な肉体を目指すようになった。

			　すなわち、バジリスクはドラゴンへと姿を変えるのだ。

			　だからといって、コカトリスの存在そのものが消えてしまったわけではない。

			　数あま多たの戦いを潜り抜け、自らの力に誇りを持った個体は華々しく肉体を昇華させる。

			　夫の献身もあって、もはや伝承の存在ともいえる存在へと至ったのがクイーンコカトリスであった。

			　一方、妻を進化まで守り抜いたキングバジリスクに関しても実力は計り知れない。

			　コカトリスのように吐息が毒になっていなくとも、その血液、さらに唾液などの体液でさえ猛毒。

			　触れればたちまち身体が石に変化してしまうであろう。

			　一般的な冒険者であれば触れることすら叶わず、A級の冒険者であっても、二分と持たないだろう。

			　しかし、相手は人間を超越したS級冒険者と、段位こそ持たないものの、それと同格の人物。

			「シャンデリア！」

			　キャスが杖を構えて魔術の名を唱えると、バジリスクの頭上から美しく装飾された照明器具のような物体が落下し、激突する。

			　ドラゴンには劣る五感のバジリスクは死角からの攻撃に驚き、魔術でシャンデリアの形を取っているそれの質量で地面へ落ちた。

			　魔術の特性のみを口にして発動する、この世で数人といない高難度の技術。

			「――このまま凍らせますか！」

			「いや、体内まで完全に凍らせるには時間がかかる！　スワンプ！」

			　続けて放たれた魔術によって、バジリスクが接触している地面が溶けるように沼を形成する。

			「これで沈めてからゆっくり凍らせるんすね！　――ってまじか!?」

			

			　だが、沼はバジリスクの身体を飲み込むことはなく、反対に体表に触れて固まっていく。

			「ここまで強力な石化能力だなんて。なら、アイスピラー！」

			　今度はバジリスクを円形に包む形で氷の柱が出現するが、一足早く王蛇は羽ばたいて脱出する。

			「だったら……これでどうだ！」

			　ランドは建築の際に見せた木材を操る魔術を用い、周りにあった木をバジリスクに飛ばす。

			　バジリスクは続けて放たれた氷の柱と共に軽快に木を避けていくが、そのうち一本が身体にねじ込まれた。

			「シャオラァ！」

			　苦悶に身を捩よじるバジリスク。

			　しかし、先ほどの一撃は王蛇を死に至らしめるには足りず、怒りがランドに向けられる。

			「うおお!?　まだ戦えんのか！」

			　翼を持つ生物特有の、巨体を無視した高速の接近。放たれる噛みつき攻撃。

			　ランドは器用に回避するものの、近距離での打撃攻撃は、そのまま石化につながる可能性があるため迂闊に手が出せない。

			「キャス姐さん、援護お願いします！」

			

			「まかせて！」

			　キャスは氷の刃を飛ばし、ランドへ向いていないバジリスクの尾を切断する。

			　切断面は凍り、石化を気にする心配もない。

			「グルオォォォオォォ！」

			　激昂したバジリスクは、自分の切れた尾を凄まじい勢いで地面に叩きつけた。

			　その衝撃で氷は砕け、再びバジリスクの血液が漏れ出してくる。

			　バジリスクは理解していた。

			　ランドの近接攻撃は、相手に差し違える覚悟がなければ脅威にならない。

			　木材の攻撃は厄介だが、一人であれば避けるのは容易い。

			　つまり、今倒す相手がキャスだと。

			　氷属性での攻撃さえどうにかしてしまえば、こちらの方が圧倒的に有利。

			　バジリスクは半回転して勢いをつけ、キャスへと尾を向ける。

			　一見すると意味のない行為。

			　だが、この魔物にとっては例外である。

			「――姐さん！　血が飛んでいきます！」

			　石化効果のある血液を飛ばしていた。

			　人間ならば、少量でも触れれば全身が動かなくなってしまう。

			

			　バジリスクはそれを知っていて、肉眼で捉えにくい血液を飛ばすという方法を使ったのだ。

			「大丈夫！　ウインドボーテックス！」

			　しかし、バジリスクの血はキャスに付着することはなかった。

			　その直前に、湧き上がる風の渦に巻き込まれて消え去ったのだ。

			　読みの当たりと、自信に頬を緩ませるキャス。

			　――だが。

			「――逃げてください！」

			　焦りの叫び。

			　キャスの眼前には、迫り来るバジリスクの顔。

			　王蛇は、相手が血液を防御すると分かっていて、奇策を攻略して油断したその瞬間こそを狙っていた。

			「……え？」

			　大型の魔物には速度で優位に立てるという先入観。

			　巨大な口が開かれ、鋭い牙が鈍く光っていた。

			
「――なーんてね」

			

			
　勝利のために開かれていたバジリスクの口は、驚きに変換されることになる。

			　キャスは、バジリスクの血液を吹き飛ばした後の小さな竜巻を下半身に纏わせ、ほんの少しだけ後ろに下がったのだ。

			「ネームドモンスターがこのくらいで倒せると思ってないからね。――これを狙ってたんだよ？」

			　妖精の微笑みのような儚い氷の息吹。

			　細くか弱いそれは、吸い込まれるようにバジリスクの体内に入っていく。

			　そして――。

			「内側からなら一瞬で凍る、でしょ？」

			　瞬きのうちにバジリスクは凍りつき。

			「うおぉらぁぁぁぁあ！」

			　間髪入れないハンマーの一撃によって粉々に砕かれた。　

			
「おぉ……頑張ってるなぁ」

			　二人がバジリスクを撃破する様子を眺めていたジオ。

			　対するコカトリスは、自分が相手にされていないという屈辱に怒り狂っているが、その攻撃のことごとくは弾かれ、避けられ、放たれる前に潰されてしまう。

			　そもそも、ジオに対してコカトリスの石化能力は通用しない。

			　彼が身に纏っている防御魔術の他に、彼は山で生き抜く過程であらゆる毒を摂取していたからだ。

			　もちろん、彼は生きるために仕方なく食事をしていたに過ぎない。

			　だが、それに毒があるのかを判別できない彼は、一食一食を命懸けで行っていた。

			　生き抜くという本能と、圧倒的な試行回数。そして適応。

			　それは強靭な抗体を作り、コカトリスが勝る点など一つもなかったのだ。

			「とはいえ……どうするか」

			　山の魔物と張るレベルには強いと言えるものの、撃破は容易い。

			　だが、あまりにも簡単に倒してしまえば、どこからか噂が立ち、望まぬ期待を受けるかもしれない。

			　世間一般では強いと認識される魔物のようだし、自分の強さに関しては、まだ考える余地がある。

			　あくまでもギリギリに……というか運で勝てたように見せたいというのがジオの思考であった。

			「使えるのは中位程度の魔術だな。弱点を探るとするか」

			

			　彼は注意深くコカトリスを観察する。

			
　５

			
「ふむ……」

			　まずはコカトリスの石化能力について考えていくか。

			　あの能力は俺には効かないが、そこそこ強い物だと考えていいだろう。

			　その証拠に、オークの亡骸は凄まじい速さでカチカチになっていた。

			　だがどうだろう、奴の息は全てに対して有効というわけではないようだ。

			　なぜなら、オークの転がっていた草原。

			　草は全く石化する様子がなく、悠々としているからだ。

			「コカトリスは基本的には草食なのか？　だとすれば、餌となる草が石化しないのにも頷けるね」

			　というか、草に石化を防ぐ要素があるからこそコカトリスの主食になっているのかもしれない。

			　流石に石を食べることはないようだし、草のない地域では生きることができないから数が減った可能性もある。

			

			　別の街からこちらへ移動してきたというのも、コカトリスが誕生したのは最近で、腹を満たすために森が近いマルノーチ付近に来たのかも。

			　だが、ここでもう一つ疑問が生まれた。

			「……コカトリスの石化耐性はどの程度なんだ？」

			　息に力があるということは、少なくとも外皮は石化に耐性を持っているはず。

			　自分の呼吸で石化するなど笑い話だ。

			　だが、体内はどうだろう。

			　コカトリスに変化したばかりという推測が正しければ、まだ体内は完全な石化耐性を得ていないはず。

			　石化の息がどの器官で生成されているかというのも考えたい。

			「まぁ、とりあえずやってみるかな」

			　巨大な足で踏み潰そうとしてくるコカトリスから距離を取る。

			　次の瞬間、コカトリスの腹部に大きなバツ印の傷が現れた。

			「中位魔術だけど、極限まで鋭くした風を飛ばしたから、流石に切れるでしょ」

			　言った通り、鋭く外皮を貫くことだけを狙った一撃。

			　致命傷ではないが、肉の深いところまで傷が達しているはずだ。

			「それじゃあ、仕上げといこうか」

			

			　先ほどからの独り言には目的がある。

			　山には言葉に反応する魔物もいたし、思考をまとめるためであっても、基本的に戦闘中の無駄話は厳禁。

			　なら、どうして呟くのか。

			「……君にはプライドがありそうだ。言葉は理解できなくても、俺が余裕そうなのは理解できるよね？」

			　怒りは戦いを力強く、しかし単調にする。

			　翼から生み出される推進力を存分に利用して距離を詰めるコカトリス。

			　なかなかの速度。だが、隙もまた大きい。

			　両手を合わせ、開くのに合わせて石化耐性のある透明の管を作り出し、その片側を相手の口内に、そしてもう片側を傷口に突き刺した。

			　ダメージを意に介さず放たれる一撃、二撃を半身で避け、後ろに下がると、怒りに支配されていたコカトリスの足がぴたりと止まる。

			　やっぱりだ。

			　先ほど、腹部につけた傷の役目は、最も重要な臓器への道筋。

			　石化に耐性がある器官もあるようだが、心臓が石になったら動けない。

			「――石像いっちょあがり、だね」

			

			　俺の戦いを眺めていたキャスとランドは口をあんぐりと開けている。

			　きっと、俺が知恵でコカトリスを攻略したことに驚いているのだろう。

			　あわよくば、俺がそんなに強くないと、今回はたまたま閃ひらめいたおかげでみんなに広めてくれるとありがたいな。

			
　６

			
「……ねぇ、あれって……」

			「そうっすね……」

			　バジリスクを撃破した後、コカトリスと戦うジオを見ていた二人。

			　彼が負けるとは微塵も思っていなかったが、悠々と戦闘を終わらせてこちらに手を振る中年男性に驚かないはずがない。

			　それを苦笑いという形で表出し、恩人の笑顔に応えながら、キャスとランドは小声で話していた。

			「たぶん、ジオは自分が強いってバレたくない……んだよね？」

			「そうだと思います。兄貴ならワンパンであいつ倒せますし、わざわざ回りくどい戦い方をするってことは……」

			

			　ジオに育てられた者たちは、誰もが彼のことを大切に思っている。

			　それが恋愛感情であれ尊敬であれ、形に違いはあれど、幸せを願っているという点で一貫している。

			　つまり、ジオの考えが読み取れるのは当然と言えるが……。

			「でも、クイーンコカトリスを倒してる時点で、街の人たちにとんでもなく強いと思われるのは確定してるんすよね……」

			　そもそも中位魔術を使ったから弱いとか、そういう次元の話ではなかった。

			「あの速さの攻撃をいなして勝ってる時点でね」

			「兄貴の人柄と強さなら、みんなに慕われるし危険なんてないと思うんですがねぇ」

			　そう言ったものの、二人はジオの過去を知っている。

			　人間が世界をどのように捉えるかは、経験から発生する教訓による。

			　良い思い出しかなければ世界は美しいと感じるし、迫害され、虐げられていれば世界への憎しみを抱く。

			　自分たちはジオに救ってもらい、ドス黒い過去を輝かしい未来へと変えてもらったが、彼は違う。

			　二人は顔を見合わせ、決意を表情に滲ませた。

			「私たちがなるべくジオを助けないとね」

			

			「兄貴への敬意は消せないっすけど、あんまり強くないと思わせるくらいはでき……ますかね？」

			「無理そうではあるけど頑張るしかないよ。だって見てよ、あの笑顔」

			「『たまたま倒しちゃった。てへ！』って顔に書いてありますね……」

			　こちらに思惑がバレていないと確信している恩人のため、二人は一肌脱ぐことにした。

			
　７　

			
「いやぁはは、勝てる気がしなかったんだけど、偶然、昔読んだ本に書いてあったことを思い出したんだよ」

			「うわぁーそれは幸運でしたね！　兄貴ならちょちょいと倒せる気もしますけど」

			「いやいや、俺も流石に歳だから。動きも全然見切れなかったよ」

			「相手は危険な能力を持っていたのに、さぞ運が良かったんだろうね。あぁ全く心配したよー」

			　キャスは心配が解消されたように胸を撫で下ろしている。

			　どうやら俺の戦い方は二人を騙すことができたらしい。

			　この調子で徐々に力が衰えていると周りの人間に伝えてもらえれば、トラブルに巻き込まれることも少なくなるだろう。

			「とりあえず私はバジリスクの残骸を、依頼してきたギルドに届けないといけないから行くね。ジオとランド君はどうするの？」

			「えっと……どうする？」

			　どうすると問われても、俺は二人に引きずられて来たんだよ。

			「そうっすね。コカトリスは依頼に含まれてなかったんすよね？　だから報告しなくていいとして、奇跡的に綺麗な石像になってるんで……新居の庭にでも飾ったらどうです？」

			「おお！　インテリアってやつだね？」

			　知識だけはある。

			　都会では使い道に困るようなオブジェなんかを家に飾るそうだ。

			　そうして周囲の家に経済力をアピールするんだとか。

			　俺は経済力の「け」の字もない男ではあるが、都会的な装飾というのも一度はやってみたかった。

			　……あの山で作れるものといったら木彫り作品くらいだったからな。

			　家の前に置いても破壊される可能性があるし。

			「じゃあ、直接持って帰りますか。兄貴は反対側お願いしていいっすか？」

			「腰が心配だけど任せてよ。いちにの、さんっ！」

			

			　ランドと力を合わせてコカトリスの石像を持ち帰る。

			　一瞬、腰に電流が走ったが、きっと気のせいだろう。

			　木造の家に石のオブジェは合わないと思ったが、ランドの建ててくれた家自体が中々の荘厳さを醸し出しているため、意外と馴染んでくれた。

			
　８

			
「じゃあ、俺も仕事があるんでそろそろマルノーチを出ようと思います」

			「分かった。色々とありがとう。気を付けるんだよ」

			「明日か明後日には帰って来れると思いますけど、何かあったらいつでも言ってください。すっ飛んできますから！」

			　そう告げてランドは走り去っていった。

			　彼の背中が見えなくなるのを確認して、俺は家の扉を開ける。

			「……一人だと広いな」

			「私がいるのを忘れてるだろ」

			　振り返るとルーエの姿があった。

			「いつまで経っても帰ってこないからどうしたかと思って転移してみたが……なんだこの家は。あれか、略奪か？」

			「違うわ。俺を兄貴って慕ってくれる子が建ててくれたんだよ。ここに住んでいいって」

			「でかしたぞジオ！　あの山の家は狭いしベッドが固くて敵わんからな。これで私たちの夜もさらに燃え上がるというものだ」

			「はいはい、今日は疲れたから汗を流してもう寝ような」

			　ぶつくさ言っているルーエを無視して水を浴びることにした。

			

			　第四章　おっさんと三人の冒険者

			
　１

			
　翌日はレイセさんに呼ばれてギルドへ向かうことになった。

			　なんでも、実際に冒険者を連れて依頼に向かってほしいらしい。

			「はぁ……若い子の助けになれるのは嬉しいけど、やっぱり気が重いよね……」

			「まったくだ。依頼と言っても、昨日お前が戦ったとかいうネームドモンスターではなくもっと下級のものを相手にするのだろう？　まだ武器なり宝石なりに魔力を込めている方が有意義というものさ」

			　ルーエが「毎日寝ているわけにもいくまい。なに、お前と一緒ならどこでもいいさ」とかキメ顔で言っていたのは五分前の話だ。

			「面倒なら観光してて良いんだぞ。どうせルーエは戦わせられないし」

			

			　闇魔法は基本的に魔族にしか使えないらしい。

			　それを悠々と操る姿を見て変な噂を立てられても厄介だし、その噂はおそらく真実だろうし。

			　まだ知り合ったばかりのルーエだが、彼女がこれから退屈するのは手に取るようにわかった。

			「いや、いい。観光はお前と行きたいからな。その、山ではやる事があまりなかっただろう？　やっと恋人らしい事ができるとあって、楽しみにしているんだ」

			「……恋人？」

			　俺の人生に恋人という枠ができた事がないんだが。

			　これが今流行りの肉食系女子というやつか？

			「お前が何を考えているかはわかるが、その言葉はもう古い」

			「え、そうなの!?」

			　通りでキャスやランドと雑談している時に苦笑いが多かったわけだ。

			　若者に会話を合わせるつもりで話を振っていたが、それでも流行りに追いついていなかったらしい。

			「そもそもお前のジョークも……まぁいい。ともかく、今日は私は後方支援……見学させてもらうことにするよ。ジオが人に何かを教える姿が気になるしな」

			

			「いや、はは……俺に教えられることなんてほとんどないと思うけどね」

			　腰を痛めた時の誤魔化し方とか、体調が悪い時はとりあえず深呼吸するとかくらいだ。

			
　２

			
　予定時刻の五分前に到着したが、すでにギルドの前でレイセさんが待っていた。

			「おはようございます、レイセさん」

			「おはようございます。お昼前に呼び出してしまって申し訳ありません」

			「あぁ、まったくだ。せっかくの食事が――あたっ」

			　開口一番失礼なルーエを肘で小突いて黙らせる。

			「大丈夫ですよ。歳をとると起きる時間が早くなって……むしろ私の方こそ、宿を用意していただいたのに申し訳ないです」

			「お気になさらず！　宿屋の主人も安心で胸を撫で下ろしてましたから。サービスがお気に召さなかったら大変だって」

			　一体どんな凶暴な男だと思われているのだろう。

			　乾いた笑いを返すことしかできなかった。

			「それで、今日は具体的には何を？　冒険者の依頼を手伝ってほしいとは聞いているのですが……」

			「あぁ、ちょっと呼んできますね！」

			　そう言ってレイセさんはギルドに入っていったが、一分と経たないうちに再び姿を現す。

			「連れてきました！　ほら、みんな挨拶して」

			　小声で指示を出されて、彼女の後からついてきた三人の冒険者がそれぞれ口を開く。

			「び、ビギンです！　Ｄランク冒険者です！　よろしくお願いします！」

			　ビギンと名乗った青年は、身長は百七十五くらいで体格もそこそこ。

			　茶色い髪が眉の辺りまで下ろされていて優しい印象を受ける。

			　背中には片手剣を装備しているし、戦士職だろう。

			「トアです！　Ｄランク冒険者で、えっと……魔術師です！　今日はよろしくお願いします！」

			　トアは小柄な女の子だ。

			　長めの金髪の先端を縛っていて、珍しい髪型だというのが第一印象だった。

			「……なんで根元で髪を縛らないんだ？」

			「知らん。お洒落ってやつなんじゃないか？」

			　ルーエにも分からないようだ。

			　新しい武器を試す時は気分が上がるし、そういうメンタル作りの一環かもしれないな。

			

			「……ネンテンです。殺さないでください……」

			　最後の一人はネンテン。

			　背が高くひょろっとした男の子だが、異様にネガティブな波動を感じる。

			　怯えきった目で俺を見ているし、怖がる必要はないと伝えなければ。

			　そうだ、このシチュエーションにぴったりなジョークがあった気がする。

			「そんな怖がらないでください。朝食を食べられなくて超ショックだった……って顔してますよ」

			「朝食……超……ショック……？」

			　これが素晴らしいジョークだと気付いたようで、ネンテンは一瞬顔を綻ばせたが、なぜかすぐに青ざめてしまう。

			「な、なぁネンテン？　やっぱりジオさんはお優しい方じゃないか」

			「違う……僕たちのせいで朝食が取れなかったと暗に伝えているんだ…………殺されるんだ」

			　……あれ？　あんまり伝わってないかな？

			「はっきり告げておく。お前の参考にしてる本だがな、あれは有用だからじゃなくて、くだらなさすぎるから禁書になったんだぞ」

			「またまた。まだ表面的な事が面白い年なんだろう」

			

			　ジョークもまた、芸術のように教養がなければ楽しめないものなのだろう。

			　彼らの場合は人生経験かな。

			　馬鹿にしているわけではなく、俺のように生活に飽きているわけではなく、きっと若者は毎日が未知なのだ。

			　だからこそ、言葉の裏に潜むユーモアを理解する余裕がない。

			　それでいい。世界への憧どう憬けいを持っているのは、それだけで幸せだからな。

			……とはいえ、俺は芸術はわからないが。

			　彼らの話を聞いていくと、三人で「ビギニング」というパーティを組んでいるそうだ。

			　キャスは例外で、冒険者のほとんどは数人でパーティを組んで冒険を行うものらしい。

			　個人的には自分でパーティ名を決めて良いというのが魅力的に感じた。

			　俺がつけるなら、そうだな……。

			「…………oh・sun」

			「よく分からんが絶対にナシ」

			　速攻で否定されてしまった。

			　太陽に驚いていると思わせつつ「おっさん」というアイデンティティが入っている良いパーティ名だと思ったんだけどなぁ。

			「そのパーティにしか入れないのだとしたら、どんなに危険でも個人で冒険者やると思うぞ。誰もが」

			「えぇ……」

			　そこまで言われるのか……。

			　パーティ名の反応は芳しくなかったが、俺たちの道中は至って安全だった。

			　途中で二体のオークと出くわしたが、三人は苦戦しながらも撃破していた。

			　経験は多くはないのだろうが、命を落とすような危険は冒さない戦い方に好感を覚える。

			
　３

			
　さらに平原を進んでいくと、唐突に地下へと続く坂のような穴が目に入る。

			「ここが今回の目的地、平原のダンジョンです」

			「ダンジョン？」

			　初めて聞く単語だったのでおうむ返ししてしまう。

			「説明してやろう。ダンジョンとは、ダンジョンコア……？　とかいうアイテムが周囲の地形を巻き込んで生成する地下迷宮なんだよ」

			「何それ怖い」

			　地下の迷宮とか、一歩間違えたら戻って来れなくなりそうだ。

			

			「確かに危険極まりないダンジョンも存在するが、おそらくここは初級も初級のものだろう。ほとんど魔力を感じないからな」

			　恐ろしさで言えば、お前の住処に勝るところはないと思うぞ、ルーエが小声でそう言った。

			「ここは駆け出し冒険者が経験を積むために訪れることが推奨されている、比較的安全なダンジョンです」

			　ビギンがハキハキと補足してくれる。

			「今回はこのダンジョンの最下層、第五層へ到達する事が目的になります！」

			「五層まで行くのはどのくらいかかるんですか？　お恥ずかしながら私はダンジョンに入った事がなくて」

			「これまでにも何度か探索した事があるのですが、三層までは到達できました」

			　半分ほど探索が済んでいると考えて良いようだ。

			「私もここまで低レベルなダンジョンには入った事がないぞ。おい、一層を攻略するのに大体どのくらいの時間をかけている？」

			「えっと、休憩を抜いて大体五時間くらいです！」

			「遅い！　この程度十分で十分だろう！　ジオもそう思……使い物にならんな！」

			　十分で十分……こんなにサクサクとジョークが出てくるなんて、やはりルーエには才能があるようだ。

			「……過労死……死ぬ……」

			　ネンテンが何か言っているが、声が小さすぎて聞こえない。

			「と、とりあえず行きましょうか。三層までの地図はあるので、まずはそこまで」

			　ビギニングの面々に案内されてダンジョンへと突入した。

			　地下へと続く穴という見た目に威圧感を覚えたが、中は思ったよりも明るかった。

			　というか、一定間隔に松明が配置されていて、かなり人の手が入っているのがわかる。

			「あぁ、僕たちみたいな右も左も分からない冒険者が命を落とさないよう、周辺の街や国が力を入れて整備してくれたんです」

			　きょろきょろ見回している俺に、ビギンが親切にも教えてくれた。

			　魔物を根絶するのではなく、若者の成長の場に利用する。

			　なんとも自分勝手な理論と言えなくもないが、合理的だ。

			「三層までは地図があるって言ってましたけど、地図はどこかで売られているんですか？」

			「いえ、ダンジョンの地図は貴重なもので、販売してはいけないことになっているんです。だから冒険者は自らの足でダンジョンを探索して地図を作るんです」

			「い、一応先輩がお下がりをくれることもあります……そんな幸運そうそうないですけど……死ななくて済む可能性が……上がります」

			　山での最初の一年を思い出す。

			　自分が今どこにいるのかわからず、空腹で倒れそうになりながら彷徨った記憶がある。

			　自分の居場所を把握するというのは山でもダンジョンでも重要なことなのだ。

			「地図を記すのは誰が？」

			「それは……僕です……。死にたくないから頑張って描きます……」

			　過剰な心配が正確な地図を記すのに一役買っているのだろう。

			　適材適所というやつだ。

			「私は索敵魔術を使ったりしています。魔物が角で待ち伏せしている可能性がありますから」

			「そうやって安全な冒険を心がけているわけですね」

			　ルーエのように、のちに復活できるわけでもなく、人生は一度きりだ。

			　冒険者は危険に満ちた職業ではあるが、それは命を繋ぐためにできることを全てやった上で踏み込むものなのだと感心する。

			
　一時間ほど歩いて第三層に到着した。

			　途中で何度か戦闘があり、山では見たことがないような魔物が多数登場したが、ビギニングの面々はダンジョンという限られた地形を上手く利用して無事に勝利していた。

			　ここでは剣を振るにも気を使う必要がある。

			　山でも木を切り倒してしまわないよう武器を使っていた経験があるので、その点の苦労はよくわかる。

			　武器の間合いをきちんと理解していないと、勝てる戦いも勝てなくなってしまうものだ。

			　ダンジョンは地面が平らな分、注意する要素が一つ減っているが、もっと奥に進むと坂で戦うことになるのかもしれない。

			「ここから第四層に降りることができます」

			「坂の下が暗くなってるね。あまり人の手が入っていないのかな？」

			「多少は整備されていますが、四層からは自力での攻略が求められています」

			　第三層まではいわばお試しエリアのようなものか。

			　徐々に難易度を上げていけば低ランクの冒険者も成長し、対応できるようになるわけだ。

			　ここまで流れが確立されているなら、俺の出番などないのではないか？

			「三層までは出番が少なかった松明もここから使うわけですね」

			「そうです！　私の索敵魔術もここから本領発揮ですよ！」

			　トアが胸を張って答える。

			　彼女が戦う様子を見ていたが、火・水、そして土の三属性の素質があるようだ。

			

			　三つ以上の素質を持つ者は珍しいと本に書いてあったし、将来有望そうだな。

			「……ここからは僕が先頭を務めます……はい……」

			「ネンテンくんが？」

			「トアの索敵呪文だけじゃ対応できない時があるかもしれません……その時は……僕が…………やります」

			　首を傾げていると、ビギンが会話に加わってくれる。

			「ネンテンは警戒心が強いですから、相手の奇襲や罠に対応できることが多いんです。打たれ強さとしては僕の方が上なので、攻略済みのエリアは僕が、未攻略のエリアはネンテンがそれぞれ先頭を務めます」

			「ははぁ、個人の特徴に合わせた戦略を取るわけですね。……俺もパーティ組みたかったなぁ」

			　互いが足りない部分を補って旅するなんて楽しそうだ。

			　俺には友達すらいなかったわけだし。

			「なんだ、なら私とパーティを組むか？　今ならあのキャスとかいう娘を入れてやってもいい」

			「残念だけど、二人がいる時点で俺はお荷物だよ……」

			　ルーエとキャスに関しては足りないところが見当たらないし、仮にあったとしてもカバーできる実力を持つ者はごく少数だろう。

			　老眼気味の俺なんかが戦っても足手纏いになってしまうだけだ。

			　キャスは魔力からして美しく、用いる魔術も煌めいて見えた。

			　それに対して俺が使うのは泥臭いというか、そもそも外見から違っている。

			　今考えていても仕方ないし、ビギニングの探索を見守ることにした。

			「前方よし……後方確認お願い……」

			「こっちも大丈夫だ。トアの索敵呪文は？」

			「何も引っかかってないよ……あ！　次の曲がり角に呼吸を感じるよ」

			「了解……」

			　曲がり角から姿を現したのはゴブリンだった。

			　名前はダンジョンゴブリンというらしい。

			　ダンジョンに出現するゴブリンだからダンジョンゴブリンというのは安直なネーミングだと内心笑っていたが、俺もデカいトカゲとか呼んでいたのを思い出して微妙な気分になった。

			　目の前では早速ゴブリンとの戦闘が始まり、軽いが速い一撃を、ネンテンが左手に持つ盾で受け止めた。

			「トア……はやく……」

			

			「蠢け土塊、アースナックル!!」

			　トアが短い詠唱を済ませると、ゴブリンの足元……というか股の下から土の腕が飛び出し、彼の股間を殴りつけた。

			「ゴ……ガッ」

			　ゴブリンは苦悶の表情で崩れ落ち、その隙に背後から飛び出したビギンがトドメをさす。

			「うわぁ……容赦ないねあの呪文」

			　よく見ると、ビギンとネンテンの顔も引き攣っていた。

			　絶対に喰らいたくない呪文の一つだ。

			　だが、俺はあの呪文を知らなかった。

			　本に記されていなかったし、ルーエもまた意外そうな視線を向けていた。

			　時代によって流行る魔術に違いがあるのかもしれない。

			　……この魔術が流行った背景など考えたくもないが。

			
「……この先は小部屋がいくつかあるね。どうやって探索する？」

			　可哀想なゴブリンを越えた先には一本の長い通路があった。

			　左右にそれぞれ三つずつ、小さな部屋があるらしい。

			「うーん、三層までなら各自探索で効率的に回りたいけど、ここからは何が起きるか分からないからね。みんなで一つずつ潰していこう」

			「了解……」

			　三人の後ろについて一つずつ部屋を見て回る。

			　基本的には何もなく、何かあったとしても一、二体の魔物がいるだけだ。

			　手前から順に消化していき、最後は右奧の部屋。

			「あ、宝箱があるよ！」

			　トアが嬉しそうに跳ねる。

			　彼女の言う通り、部屋の真ん中にはポツンと木の箱が置かれていた。

			「ミミックの可能性はないか確かめてみよう」

			「……ミミック？」

			　ビギンは懐から白い粉の入った玉を取り出すと、宝箱に投げつけた。

			　箱に当たった衝撃で玉が割れ、白い粉が降りかかる。

			「…………大丈夫そうだな。よし、開けてみよう」

			「何が入ってるかなぁ……あ！　魔石だよ！」

			　後から聞いた話になるが、ダンジョンには定期的に宝箱が出現するらしい。

			　その誕生経緯は不明ではあるものの、中に入っているのは武器や魔石といった冒険に役立つものであるため、見つけたらラッキーらしい。

			

			「それで、ミミックっていうのはなんですか？」

			「初級のダンジョンには少ないですが、中には宝箱のふりをして冒険者を襲う魔物がいるんです。さっきの粉はミミックが嫌う成分が含まれているから、振りかければ見分けられるんですよ」

			「へぇ……」

			　山にも無害なふりをして獲物を捕食する植物がいたな。

			　姿形は違えど、生態系は似ているのだろう。

			　だが、期待させておいて魔物というのはがっかりしてしまうな。

			「宝箱だやった――空箱か……ってことですよね？」

			「あぁ、はい……そうです」

			「今のは宝箱と、た、空箱が――」

			「分かっててこの反応に決まっているだろう」

			　良いジョークが思いついたのに、やっぱり探索中は余裕を感じられないのだろうか。

			　ちょっといたたまれない空気になっているな。どこかに解決策はないものか。

			　周囲を見回すと、宝箱の後ろの壁、つまりどの部屋とも繋がらない位置に綻びが見られる。

			　その壁へ近づき、軽く叩いてみるとボロボロと崩れて奥に空間があるのを発見した。

			

			「ほ、ほら、見てください！　ダンジョンってこんな面白い構造になってるんですね」

			　いち早く奥の部屋に入ると、前の部屋と同じように真ん中に宝箱がポツンと置かれている。

			「おお、これってもしかして珍しいものが入ってるんじゃないですか？」

			　そう言うと、慎重に部屋の様子を確認していたビギニングの三人が、少し不安そうに頷く。

			「ちょっと開けてみてもいいですか？　ちょっと自分でも開けてみたいなって思ってて」

			「あ、待ってください！　もしかしたらミミックかも――」

			「えっ？」

			　宝箱に手を触れた瞬間、地面に接していたはずの箱が、にゅっと立ち上がる。

			　あ、やばい。これがもしかしてミミックってやつじゃないか？

			　自分で見つけた宝箱にテンション上がってやらかすなんて、年長者の威厳がなさすぎる。

			「ご、ごめんなさい！　皆さんの話を聞いてなかったわけじゃないんですが、ちょっと先走ってしまって――」

			「そんなことどうでもいいです！　ジオさん、今すぐ逃げてください！」

			　振り返って謝るも、ビギニングの三人は必死に逃げるように言っているし、ルーエは面白いものを見たように笑っている。

			

			　と、とりあえずミミックをどうにかしないと。

			　そう思った瞬間、目の前が真っ暗になる。なんだか顔がヌメヌメしている気もする。

			「あ、ああ……ジオさんが……死んだ……」

			「いや死んでないよ!?」

			　どうやらミミックは、宝箱の開閉部分が口になっているようで、俺の頭を丸呑みしようとしているようだ。

			「早く逃げてくださいジオさん！　ミミックの口内から分泌される液体は人体を二秒で溶かします！」

			「二秒で!?」

			　しまった、ミミックにはそんな恐ろしい能力があったのか。

			　ということは、俺の頭はみるみるうちに溶かされてしまい……二秒で？

			「全然溶けてないみたいだけど……」

			「え、えーと……そう、みたいですね？」

			　溶かされたい願望はないが、どれだけ待ってもひたすら顔がヌメヌメするだけだ。

			　ミミック側も不思議に思っているのか、時々口を開け閉めしてみたり、角度を変えたりしている。

			　ちょっとよく分からないが、ビギンの説明によればミミックは冒険者の命を狙う危険な生物らしいし、倒しておくか。

			　両手で宝箱を開き、先ほどまで俺の頭があった場所に、代わりに右拳を叩き込んでみる。

			　すると、ミミックは奥の壁にぶち当たって粉々に砕けてしまった。

			「ちょ、ちょっと強すぎましたかね。この宝箱の部分って、もしかして安全に倒せば再利用できたり――」

			　ビギニングの面々の方へ振り向くと、全員が俺のジョークなんて目じゃないくらい顔を引き攣らせていた。

			　もっと気まずい空気になってしまったが、ルーエだけは手を叩いて笑っている。

			
　４

			
　四層の探索は順調に進み、そう時間をかけずに五層への入り口に辿り着いた。

			「みんな消耗してるか？」

			「まだまだ行けるよ！」

			「僕も大丈夫……またここに潜る方が大変だし……早く済ませよう」

			　ビギニングは各々のコンディションを確認しているようだが、その表情は硬い。

			「結構念入りに確認してますけど、この後、何かあるんですか？」

			

			「第五層は最終層。最奥にはダンジョンボスが待ち構えています」

			「ダンジョン……ボス……？」

			　今日は初めて聞く言葉ばかりだ。

			「すまないな。ジオには私と違って常識がないが、許してやってほしい」

			「もちろんです。書の守護者様が僕たちと同じ視点で物事を見ていないことくらい分かってますから」

			　ルーエのフォローはありがたいが、常識がないというのは心外だ。

			「ダンジョンボスというのは、ダンジョンの最下層、その奥にいる最強の魔物のことです。ボスの身体の一部を証として持ち帰れば、僕たちのパーティの強さの証明になります」

			「相手を討ち取った時に首を取っていくようなものだな」

			「まぁ……そういうことになります。逆に、証がなければダンジョンを踏破したと認めてもらえませんからね。駆け出し冒険者は、このダンジョンの証を持ち帰らなければ一人前と認めてもらえないんです」

			　物騒なたとえだが理解はできた。

			　そのダンジョンで一番強い魔物を倒せば、他に苦戦することもないだろう。

			　そうして自分たちの強さを示すことで、ギルドへ依頼を持ち込む人も安心できる。

			　彼らの指標になる存在であるとともに、糧になる存在ということだ。

			

			「それじゃあ、ボス目指して行きましょうか」

			「一層……気を引き締めて……」

			　ネンテンが先導し、パーティは奥へと進んでいく。

			　途中、踏むと罠が作動する感圧板が設置されていたが、彼の眼力によって見抜かれ、事なきを得た。

			　そして一時間が経過し――。

			
「ここが――ビギニング初のボスが待ち構える場所です」

			　上下左右が土でできたダンジョンの中で、ボスへと挑むための扉だけが石で作られていた。

			　上の方が丸くなっている両開きの扉で、文字のような装飾が施されているが、読むことはできない。

			「二人とも、準備はいい？」

			「おっけー！　いつでもいけるよ！」

			「うん……大丈夫……かも……」

			　ボスがどのくらい強いのかは分からないが、ここまで特段苦戦することのなかったパーティだ。

			

			　楽勝とまではいかずとも、きっとボスにも勝てるだろう。

			「お二人も一応入ってきてもらえますか？　見ているだけで良いので」

			「もちろんです」

			「承認するが……ボスが私の強さに恐れをなして逃げ出さないとは限らない。できるだけ気配を悟られないようにしているか」

			　そう言ってルーエはスッと背景と同化していく。

			「こ、高度の隠密魔術……やはりお二人はただものじゃないですね」

			「い、いやぁそんな凄くはないですよ？　私はなにもやってないですし……」

			　上手く誤魔化し、ついにボス戦が始まる。

			　ビギンが両の掌で、これからの戦いに賭ける覚悟を確かめるように、ゆっくり扉を押す。

			　しばらく扉を開けたものがいなかったのか、ギイと辛そうな音を立てて石扉が動いた。

			「…………すごい」

			　そこから見えたのは、狭苦しいダンジョンとは真逆の広い空間。

			　奥行きだけでなく、天井もかなり高い。

			　そして、中央には三メートルほどの、威圧感のある魔物が鎮座していた。

			　とはいえ、その光景に感心しているのは俺が傍観者だからだ。

			　ビギニングの背中しか見えないが、彼らがごくりと唾を飲み込んだのが分かった。

			

			「まずは様子見で属性攻撃。弱点が見つかればそのまま押し切ろう」

			　初動の方針を告げたビギンに対し、二人は即座に「了解」と返答した。

			　全員が部屋に入ると扉が自動的に閉まり、魔物が立ち上がる。

			　牛の頭を持つ二足歩行の魔物、それがボスの正体だった。

			　中でも目を惹くのは屈強な両腕。両手にはそれぞれ大ぶりの剣を持っていて、一撃の重さですら他の魔物を凌駕しているのが想像できる。

			「グオオォォォォ！」

			　魔物が咆ほう哮こうを上げると同時に、ビギンとネンテンが左右から走り出した。

			　少なからず知性を持ち合わせているのだろう、ボスは細いネンテンの方に刃を向ける。

			「――ふっ、ふっ、ふっ」

			　ネンテンは軽快なフットワークでそれを避けていき、その隙にビギンが斬撃を加える。

			　だが――。

			「――だめだっ！　硬すぎて攻撃が通らない！」

			　力を込めた一撃でさえ、ボスにダメージを通すことは叶わない。

			「こっちも魔術が通じない！　火も水も土もダメ！」

			　手早く詠唱して魔術を打ち込むトアも焦っている。

			　その焦りが伝播し、身体の動きを鈍らせる。

			

			　ボスの攻撃を避けきれず、ネンテンは盾越しに一撃を喰らってしまう。

			「くうっ……」

			　ネンテンは数メートル吹き飛ばされ、壁面に叩きつけられる。

			　だが、意外なタフネスを発揮した彼は倒れず、ボスの追撃を転がって躱した。

			「ど、どうすれば良いんだ……！」

			　三人はひと塊になり、前方にそびえ立つボスを見上げている。

			
　５

			
　そこからは防戦一方だった。

			　大振りとはいえ、人間ではボスの攻撃が掠るだけでも危険だ。

			　前衛の二人はその攻撃を受け流すので精一杯で、後衛のトアが狙われた時には二人が盾になって攻撃を防ぐ。

			　崩される心配は薄いが、とにかく致命傷を与える手段がなかった。

			「このままじゃ先にスタミナが切れるのはこっちだ……何か手があれば……」

			　ビギンは三人の中では一番冷静だが、それでもボス攻略の糸口を見つけられずにいた。

			「どうする？　このままだと三人ともやられてしまうぞ」

			

			「……そうだね。少しくらいだったら助け舟を出してもいいかな？」

			「あぁ。そうしてやるといい」

			　背後からルーエの声が聞こえ、しばし言葉を交わす。

			　このまま若い芽が摘まれるのは不本意だし、レイセさんもそれを予測していたから俺を同行させたのだろう。

			　少しくらいのヒントはあげてもバチは当たらないはずだ。

			「三人とも、攻撃が通らなくても勝つ方法はあるよ」

			「ジオさん！　ほ、本当ですかッ!?」

			　息を切らせながらビギンが言葉を返す。

			「あぁ、このボスは最初のダンジョンの守護者なんだろう？　ここまでの道中を乗り越えてきた君たちなら、勝てないはずがない！」

			「でも、僕たちの攻撃は全く効きません！」

			　今の彼らは気持ちでも負けている。

			　だからまず、勝てるイメージをしてもらうべきだろう。

			「いや、よく見てみるんだ。戦いにおいて大切なのは、まず敵を観察することだよ」

			「敵を……観察……」

			　観察眼に長けたネンテンは立ち止まる。

			

			　攻撃を避けることも忘れて、一心に目の前の強大な相手を見つめていた。

			「その敵の強みはなにか、反対に弱い部分はどこか。自分より強大な相手でも、弱点を見つければ勝てる！」

			　ネンテンが思考する隙をボスが狙おうとするが、トアが魔術を当てて気を逸らし、さらにその一撃をビギンが防ぐ。

			「弱点……そんなの、考えつかない……」

			「――見つからなきゃ死ぬよ。君だけじゃなく、ビギン君も、トア君も。それでいいのかい？」

			　その言葉に、諦めが浮かんでいたネンテンの瞳に光が差し込む。

			「そんなの……嫌だ！」

			　ネンテンは叫ぶと共に走り出し、ボスの周囲を飛び回るように観察し始める。

			「――そうだ。防具、防具が少ない！」

			「防具――そういうことか！」

			　ネンテンの言葉を聞き、ハッとするビギン。

			「ボスはほとんど防具を纏っていない、それは守る必要がないからだ！」

			　そうそう傷つく心配のない皮膚を持っていれば、防具を身につける必要性は少ない。

			　むしろ、それを着込むことで本来の動きの妨げになってしまう可能性もある。

			

			「……ってことは、ボスが防具を付けている部分が弱点ってこと!?」

			「多分……そう！　ボスの防具は……あの腰巻きだけ……だから」

			　三人は顔を見合わせ、頷く。

			「おおぉぉぉぉぉお！」

			　自らの心を鼓舞するようにビギンが吠え、ボスに切り掛かり、剣戟を交わす。

			　ダメージを与えることを考えず、ただ相手の攻撃を捌さばくことに全力を注ぐ。

			　意識がビギンの方へ向けられているのを見計らってネンテンが後ろに回り込み、追撃を加える。

			　その攻撃はダメージにならない。

			　しかし、見えない部分からのそれは癪に障るのか、ボスはネンテンの方へ振り向いた。

			「……遅い」

			　しかし、振り向いた先にネンテンはいない。

			　二人は再度ボスの背後に回り込み、二人同時に右足に突撃した。

			　武器ではなく、己の肉体を駆使した、予想だにしなかった一撃。

			　ただ衝撃を与えるためだけに放たれたそれに、ボスはたまらず体勢を崩す。

			　恐るべき防御力を誇るボスにとって、たとえ身体強化をしていたとしても、人間の突進など片膝をつくのみの恐るるに足らないもの。

			

			　ボスにとっては、勝利に繋がらない無駄な行動だった。

			　だが、真意はその先にある。

			「――トア、今だ！」

			「呻け土塊、飛び出し爆ぜろ――アースノック！」

			　トアが詠唱を済ませると、片膝をつくボスの足元……というか股の下から土の腕が飛び出す。

			　ゴブリンに放ったそれよりも一回り大きい拳が、腰巻きの下のボスの股間を殴りつけた。

			　コヒュ、と口から空気が漏れると、牛頭が一度大きく天に向けて振られ、続けて地に伏せる。

			「まだまだ！　アースノック！　アースノック！」

			　攻撃の手を止めず、ビギンとネンテンが全力でボスを抑え付けている間にアースノックの連撃が股間を襲う。

			　魚が水から飛び出し、また水に入っていくような軌道で土の拳が攻撃を加える。

			　鈍い打撃音だけが広い部屋に響いていた。

			　ダンジョンの主も最初は体勢を立て直そうと暴れていたが、やがて力をなくし、両手がパタリと倒れる。

			「やった、のか……？」

			

			　急所を何度も殴打されたことで耐性を得るなんていう都合の良い展開になるわけもなく、鍛えようのない部分を強打されたショックからか、ボスから生命反応は消えていた。

			　ビギニングは無事、観察眼とコンビネーションを活かしてボスを討伐したのだ。

			「やった……やったんだ！　私の魔術が通じた！」

			　決め手として貢献し、両手をあげて喜んでいるトア。

			「……ふむ。相手は取るに足らない雑魚とはいえ、誰にも拙い一歩目がある。ジオよ、お前は新たな『名あり』の芽を出させたのかもしれないな」

			　腕を組み、頷いているルーエ。

			　俺とビギン、そしてネンテンは苦い顔をして股間を押さえていた。

			
　６

			
　こうして、新米冒険者パーティ・ビギニングのダンジョン攻略は無事に終了した。

			「本当にありがとうございました！」

			　ビギンは直角に頭を下げ、続けて凄まじい勢いで俺の手を取った。瞳が輝いている。

			「ジオさんがアドバイスをくださらなかったら、今ごろ僕たちは……」

			「いやいや、年長者としてできることをやっただけですから。それに、ボスを倒したとはいえまだ五層です。家に帰るまでが遠足……とか言うんですよね？」

			「……はい！」

			　もっと大人っぽい表現ができればよかったんだが、なにぶん人間社会にいた時期が時期なだけに、このフレーズしか思い浮かばなかった。

			「ジオさ〜ん！　見てくださいこれ！　これがボスを倒した証になるんですよ！」

			　股間特攻魔術師、もといトアが手に持っている物体を見せてくれる。

			「どれどれ……立派なブツ――ツノですね」

			　ボスの頭部に雄々しく生えていた二本のツノ。

			　確かに、こんな立派なツノを持つ魔物はそうはいないだろうし、証になるのも納得だ。

			「ありがとうございました……ジオ……様」

			「より怖がられてない!?」

			　年は離れているが、冒険に同行するうちに打ち解けられたと思っていたのだが、ネンテンだけは俺に対して距離を置こうとする。

			　今なんて三メートルくらい離れているし。

			　でも、それにしてはネンテンの声はクリアに聞こえてくる。実は声がデカいのかもしれない。

			「も、もっと普通に呼んでくれませんか？」

			

			「……怖いので……後ろの方も…………怖いですし」

			「後ろの方？」

			　振り返ると、いつのまにか透明化だか背景同化だかを解除をしていたルーエが、やけに熱っぽい視線で俺を見ているのに気がついた。

			「……どうした？」

			「いや、なんだ……お前が真面目に言葉をかける姿がその……凛々しくてな。ちょっと興奮してしまったというか……」

			「大丈夫ですよネンテンくん。私は全然怖くないですし、後ろのやつはただのアホなんです」

			「スルーしないでもらおうか!?　二人で見つめ合ってキスをする流れだったよな？」

			　そんな流れなんてない。

			「めぼしい素材は全て回収できたので、報告に帰りましょうか」

			　ネガティブ気味なネンテンの誤解を解いている間に素材収集が終わったらしく、俺たちは最奥の部屋を後にする。

			　ボスを倒したからといって、彼らは油断することもなく、なんの危なげもなく平原のダンジョンの入り口へと戻って来れた。

			　空は暗くなりつつあった。マルノーチへの帰り道は夕飯の話をし、今日の探索の話をし、日常の話をし、またダンジョンの話に戻るというローテーションで盛り上がる。

			「いやぁ、それにしても私たち、良いパーティじゃない？　二人がミノタウロスの足に突進した時は痺れたよ！」

			「ジオさんの鶴の一声があったからだよ。僕はずっと、どうやってあの防御を突破しようか考えていただけだったし」

			「ジオ様……さんに比べたら、ボスの方が怖くなかったから……簡単に突っ込めた」

			「それでも即座に連携が取れるビギニングの方々が凄いんですよ」

			　過去に戦った盗賊団……魔王率いる軍団は統率が取れていたが、それは絶対的な上位者が支配しているからこそのものだった。

			　部下は思考せず、ただ強者の指示に従うのみ。

			　それに比べて、三人は役割こそ違うものの対等な立ち位置にいるため、どうしても状況判断に差異が生じてしまう。

			　だというのに、ビギニングはまるで一つの生き物かのように息のあった連携をとっていた。

			　冒険者のランクだけで見るとまだ未熟だが、今後どんどん強くなっていくのが容易に想像できる。

			「あの、一ついいですか？」

			

			「はい？」

			　脳内で彼らに賛辞を送っていると、言いたいことがあるような雰囲気でビギンが話を振ってくる。

			「よかったらなんですが、僕たちにも砕けた口調で会話していただけませんか？」

			「え？　でも……」

			　トアとネンテンへ視線を向けると、二人とも頷いている。

			　……ネンテンは恐怖から首を縦に振っているように見えるが。

			「僕にとって、僕たちビギニングにとって今日は忘れられない日になりました。そして、ジオさんはいわば僕たちの先生のような方なんです」

			「先生……か」

			　山で育てていた子の中にも、俺を先生と呼んでくれる子がいたことを思い出した。

			　彼らの役に立てたかは不明だが、その目に尊敬の意が込められていることは理解できる。

			　その思いをむげにすることはできないな。

			「それじゃあ、改めてよろしく。ビギニングのみんな、今日はお疲れ様」

			　三つの元気の良い返事が、互いの心の距離が縮まったのを教えてくれた。

			　……だが、のちにメキメキと頭角を表していくビギニングが「恩師」として世界各地で俺の話をするせいで、平和な暮らしから余計に遠のいてしまうとは、この時の俺はまだ知る由もなかった。

			

			　第五章　おっさんと観光

			
　１

			
　ビギニングのダンジョン攻略を手伝うという依頼から数日。

			　俺とルーエはマルノーチ探索に繰り出していた。

			　山から出てきたばかりで色々な依頼をこなすのはキツイだろうとレイセさんが判断してくれたのか、ともかくしばしの休息。

			　だが、自宅にこもっているだけでは都会に出てきている甲斐がないとルーエが言うので、こうして片手に肉の串を持って歩いているのだ。

			「……んん！　ジオよ、これは何の肉だ？　柔らかさといいハッキリとした味付けといい、さぞ高名な戦士の肉だと思うんだが……」

			「人間の肉とか食べないから。普通に牛じゃないの？」

			

			　店主は「肉串」としか言っていなかったが、まさか人間のものではあるまい。

			　せめてオークやそこらの魔物の肉だろう。

			「でも、確かにとんでもなく柔らかいよね。魔族はこういうの食べないの？」

			「私たちも牛は食うが、ここまで手が込んだものはそう口にできるものではないな。そもそも食に対する探究心が薄いんだよ。なんでも串に刺して焼けばいい」

			「あぁ、戦う方に関心が強いわけか」

			　禁書と言われていた本の中にはいくつも戦闘関係のものがあった。

			　魔族は戦いに通じているからこそ、その本の有用性を理解し、危険なものだと判断できたのだろう。

			　探究心の方向が人間とは違うのだ。

			　だからこそ、田舎に住んでいないはずの彼女が俺と同じくらい食べ物に興味を持っているのも当然だった。

			「それと近頃、私の国に腕利きの料理人が修行に来ているという話は聞いたが、確かめる前にジオに会いに来てしまったからな」

			「料理人か……いつか一流の料理ってやつを食べてみたいな」

			「なに、機会はこれから、いくらでも作れるさ。それにしても、牛だとしてもどうやって硬さを変えているんだ？　脅迫か……？」

			

			「むしろ緊張で硬くなっちゃうでしょ、それ。やっぱり餌とか適度な運動とかが必要なんじゃないかと思うよ」

			「怠けてばかりいる肉と鍛えた肉は、一見すると同じようにデカいが、その本質は全く違うからな。そういうものか」

			「そう、なのかも？」

			　怠惰な生活でついた胸の贅肉とトレーニングによって作り上げた胸筋。

			　服を着てしまえば共に同じような膨らみに見えるということだろうか。

			　外見状同じに見えても、一度服を脱げば、戦えば力の差は歴然。

			「ずいぶん肉の硬さにこだわってるね」

			「もちろん、いつかお前に食べさせてやりたいからな。良い妻は夫の胃袋を支配すると聞いたことがあるしな」

			「支配……？」

			　食べ物に怪しい術式を混ぜられて胃からコントロールされないだろうか。

			
　２　

			
　次に訪れたのは博物館だ。

			

			「ここは何をしているところなんだ？　他の建物に比べて古風な気がするが……」

			「えーっと――」

			　レイセさんにいただいた街のガイドブックに目を走らせる。

			「ここは、マルノーチ出身の戦士や魔術師、ほかにも有名な人たちのゆかりの品を展示している場所みたいだな」

			「展示って、もう死んだ人間のものをか？」

			　俺が頷くと、ルーエは怪訝そうに目を細めた。

			「……一度戦が起こればたちまち破壊されてしまうのに、なぜ死者の物を残す必要がある？　仮に兵士の士気を上げる効果があったとして、それこそ集中狙いされてしまうだろう」

			　武器は使うものだし、もういない人間の所持品を飾ってどうするのか、という質問は極めて正当だ。

			「人間は、過去の人間の歩みを身近に感じたいんじゃないかな。ただ戦って、奪って、破壊するだけだと魔物と変わらないだろ？」

			「獣から遠く在ろうというわけか。自らのルーツを辿ることで、迷いに対する答えが見つかるかもしれない」

			「ちょっと難しく考えすぎてるかもしれないけどね。でも、博物館があることが戦争をしないという決意表明かもしれないよ」

			「歴史を破壊することは本意ではないからな」

			　正直、説明としては穴だらけも同然だったのだが、彼女はひとまず納得してくれた。

			　それからは俺に質問もせず、ふんふんと頷きながら展示物を見つめている。

			　俺も鑑賞に集中してみたが、かつて村に侵攻してきた魔物を撃退した戦士の魔剣だの、魔術師の歴史に名を残した人物の使っていた杖だの、錚々たる展示物が並んでいた。

			　マルノーチは国と比べると小さい街ではあるらしいが、特定の分野に秀でた人物は多かったようだ。

			「――おお、これは有名な料理人の使っていた道具か。これは小説家の……なぁジオ」

			「ん？」

			　どうしても理解できない事柄にぶち当たったであろうルーエ。

			　彼女が見ている展示物の前に歩いていくと――。

			「どうして人間は、他人が他人に当てて書いた手紙を保管して、さらに展示しているんだ？　もしかしてこいつは大罪を犯していて、その罰として死後も辱められているのか？」

			「あぁ、うん…………その可能性もあると思うよ」

			　解説文を読んでみたが、これに関しては俺もルーエと同じような気持ちだ。

			

			　仮に、俺が誰かに宛てて書いた手紙が展示されていたとして、この文章がおかしいだとか、文字が汚いだとか言われ続けるのは耐えられない。恋文ならなおさらだ。

			　面白いジョークが後世にまで残るなら話は別だが。

			　未来の人間まで笑顔にできるような一作を残せれば本望。

			　……それにはまだまだ研鑽が足りないな。

			
　３

			
　小説家への同情ののち、俺たちは大図書館を訪れた。

			　そういえば、当初の目的の一つでもあった場所を訪れていないなと、今更ながら思い出したからだ。

			レイセさんも忙しいだろうし、先に訪れてしまっても構わないはず。

			　マルノーチ大図書館の入口には巨大なアーチ型の扉がそびえ、両脇には二体の石像が鎮座している。

			　おそらく、この石像たちは大図書館の守護者という立ち位置なのだろう。

			　知識を求めて訪れる人々を見守る慈愛に満ちた存在。

			　どちらも独特の衣服を見に纏った、武器も鎧も装備していない像だったが、その肉体は長年の鍛錬を感じさせるような重厚感のある――。

			「これ、ジオに似てないか？」

			「……似てるね」

			　よくよく見ると、ヒゲや顔の特徴からして俺をモチーフにしているようだった。

			　ランドよ、できれば俺が目立たないようにしてほしい。

			　そう思ったのも束の間、石像の台座に「書の守護者ジオ・プライム」と彫られているのを見つけてしまい、この石像のことは記憶から消すことにした。

			　マルノーチは人々の活発な街ではあるが、その中にはどこか奥ゆかしさというか、落ち着きがある。

			　その中でも大図書館は一際異質な美しさを放っているように感じた。

			　陽の光を吸収し、淡い光を放っているようにさえ見えるそれは、しかし周囲の風景に上手く溶け込んでいる。

			　中に足を踏み入れると、一面の本棚が俺たちを出迎えてくれた。

			　見上げるほどに高い天井からは壮麗な照明器具――確かキャスがシャンデリアという魔術で形作っていた――が吊るされていて、黄金の光を四方に届けていた。

			　もう一つ特徴的なのが、大図書館の一番奥の壁だ。

			　色とりどりのガラスを組み合わせて一枚の絵を描いているようで、差し込まれる陽の光が色づいている。

			「……綺麗だ」

			「そんなに情熱的に褒められると、さすがの私でも照れてしまうな」

			「いや、違くてね」

			「とはいえ、ここが美しいのには同意だ。外観の時点で神秘的だったが、一歩一歩中に進むたびに喧騒が消えていく。読書に集中できる空間と美しさを両立しているんだ」

			「お、おお……」

			　ルーエがまともに評価するものだから驚いてしまった。

			「そして、この建物はジオの教え子が担当したのだろう？」

			「そうだよ」

			「……ふむ。こんなにも丁寧な仕事をするとは、さぞかし繊細な人間なんだろうな」

			「そ、そうだね。とっても気が利く子なんだよ」

			　トゲトゲしているのは髪型だけだ。

			　図書館内には若者から老人まで、老若男女問わず人々が本を楽しんでいた。

			　無数の本棚は迷路のように広がっていて、本から世界の全てを教わった気でいたのが恥ずかしくなる。

			「ダンジョンを我が物顔で徘徊しているドラゴンが、初めて空を見たような顔をしているな」

			「まさしくその通りだね」

			　狭い場所で世界を知った気になっていたけど、外に出てみたら空を飛び回る自由な生き物がいて、自分の矮わい小しょうさを自覚する、といったような意味だろう。

			　とはいえ、それを知ることができるだけ幸せなのかもしれない。

			　俺はまだまだ世界を楽しむことができるし、おそらく何千何万とある本から知識を得られるのだから。

			　試しにその辺の本を一冊手に取ってみる。

			
　移ろいゆく季節の中で、私と彼の友情だけは変わらずにいた。

			　運命という残酷な流れが私たちを引き裂いてしまったとしてもだ。

			　私たちが出会ったのは十年前、旅先で物盗りにあって食料を失ってしまった私を――。

			
「これは……小説か」

			　かなり興味深く感じられる。俺が拾った本のほとんどは「知識」を詰め込んだものであり、誰かが作った物語を読む機会は少なかった。

			　ただ一冊だけ小説はあったが、その内容は違う世界を想像したものであり、鉄の箱のようなものが移動手段として使われていて、人々は命の危機とは縁遠い。

			　もちろん、その作品は他の小説をほぼ読んだことのない俺からしても紛れもない名作ではあったし、そこから魔術のヒントを得たりもしたが、俺のいる世界と同じような背景を持つ物語を読んでみたいと思った。

			「ちょっと待たせることになるかもしれないんだけど、読んでもいいかな？」

			「もちろん。その間、私もめぼしいものがないか探してみるか」

			　そう言ってルーエは去っていった？

			　てっきり「物語などくだらない。戦いのことを考えた方がマシだ」なんて言われると思っていたが、彼女も案外、本を読むのが好きなのかもしれない。そう思うと自然と笑みが溢れた。

			　だが、あまり時間はかけていられない。

			　本を何度も読んでいるうちに、かなりの速度で読むことができるようになっていた。あんまり時間をかけてしまうと彼女に申し訳ないから、三十分くらいでサッと読んでみよう。

			　勿体無い気持ちもあるが、レイセさんは図書館をいつでも利用できるようにしてくれると言っていたし、おいおい入り浸るとしよう。

			
「――待ってくれ」

			

			　彼は私を呼び止めた。二度と言葉を交わすことはないと思っていた矢先の出来事に、動揺して足を止めてしまう。

			「どうして、どうして私にトドメを刺さなかったんだ？」

			　彼の言葉には、友情と葛藤、困惑。いろいろなものが混ざり合っているように感じた。

			「私は、王として君に最低なことを言ったはずだ。私を恨みもしたはずだ。それなのに、どうして」

			「王としての君は死んだ」

			　どうして。そう問われてしまうと理由はたくさんあったが、王である彼を生かしたのかと聞かれれば、答えはすぐに出てきた。

			　王としての彼は、確かにあの場所で死んだからだ。

			　今、私の目の前にいるのは王ではなく、共に学び、笑い、互いの人生を支え合った友。

			「王は恨んでいたから殺した。しかし、君は私のただ一人の親友なんだ。私たちが離れ離れになった時、君が言った言葉を忘れたことはない。どんなに遠く離れていようとも、私たちは同じ空を見ている。心はいつも、君と共にある」

			　私は歩き出した。彼の泣き声が聞こえなくなっても歩いていた。

			　移ろいゆく季節の中でも、死が二人を分つとしても、私たちの友情は変わらない。

			
　本を閉じてもまだ、自分が物語の中にいるような気分だ。

			　主人公は最後、親友の命を取らなかったが、永遠に会うことはできなくなるのだろう。

			　しかし、その命を救い、王としての責務から解放するという行動に価値を感じたのだ。それは、親友の輝かしい未来を信じているとも言える。

			　俺もいつか、同じような行動を取ることができるだろうか。

			　たとえできなかったとしても、一時だけでも同じ気持ちを共有できるというのが小説の素晴らしさなのだと理解した。

			「――読み終わったようだな」

			　正面からルーエが歩いてくる。

			「あぁ、ちょうど今、終わったところだよ。待っててくれてありがとう」

			「いや、今までに見たどの表情より、本を読んでいる時のお前は幸せそうだった。本当に好きなんだな。これなら書の守護者と呼ばれるのも納得だろう」

			「それは……どうなんだろうね」

			　首を傾げていると、ルーエが俺に一冊の本を差し出した。

			「面白いものを見つけた。読んでみるといい」

			「おぉ……なになに？」

			　受け取った本のタイトルは『レモン・ジョン』というらしい。

			

			　表紙には大きく、優しいタッチで少年の絵が描かれている。絵本だろう。

			　内容としては、レモンから生まれた赤ん坊が海を渡り、オーガと呼ばれる魔物を仲間と共に倒すというものなんだが……。

			「気付いたか？」

			「うん……ちょっとこの主人公、俺に似てるよね」

			　もちろん、人間は誰にでも当てはまるようなことでも、それが自分のことのように思えてしまう一面がある。

			　だとしても、なんというか主人公が成長した時の容姿や言葉選び、大図書館入り口の像ほどではないが、俺を彷彿とさせる。

			　主人公が最終的に「ジオ」と名乗って旅に出るところに関しては確信犯だろう。

			「……山から出たことはないんだよな？」

			「そう……なんだけど、絵本を描くっていうのには心当たりがないことも……ないね」

			　そうは言ったものの、本当は他人の空似なのかもしれないし、当の作者がどこにいるかはわからない。

			　俺が目立ちたくないという事について、いずれランドとその人物に伝えるとして……とりあえず、今日のところは図書館を出る事にした。

			　
　４

			
　少し陽が落ちてきた頃、俺たちは「神」を祀っているという施設に足を運ぶことにした。

			
「……どうしてこの施設は『神』を祀るなどと遠回しな表現をしているんだ？」

			「遠回し？」

			　鳥居と呼ばれる赤い門のようなものを潜り、二人でのんびりと歩いていると、いきなりルーエが疑問を口にした。

			「神といえば、この世界の創造神として伝えられている『フソイ』ではないのか？　わざわざ個体名ではなく役職名で呼ぶのに理由が？」

			「ルーエって無駄に聡いよね」

			「無駄にってなんだ無駄にって！」

			　鬼のような形相になった彼女の疑問に対して考えを働かせる。

			「聞いた話だと、フソイって神様だけを信仰しているわけじゃないみたいだよ」

			「そうなのか？」

			「実在していたか創作かはともかく、特定の分野に対する神様だったり、健康とか恋愛とか、そういう神様もいるみたいで、人々はこの施設で各々信仰する神様にお願いするみたいだね」

			　人間は神頼みが好きな生き物だ。

			　人として生きてきて偉業を成し遂げた存在が、死後に神に押し上げられることすらあるらしい。

			　本来ならばこの世界を創ったとされているフソイに祈るべきだろうが、創造神に恋愛の助けを求めるのに違和感を感じる人もいるのだろう。

			　だから彼らは、文明の発展とともに、反対に神を創造し、そして崇めているのだ。

			「……前世の私が部下に異常に敬われていたのも、同じような一面があったのかもしれないな」

			　彼女は俯き、瞬きの間だけ顔を曇らせたが、すぐにいつもの自信を取り戻す。

			　その背中に手を当ててやると、ルーエは優しく微笑んだ。

			「……ん。すまないな、気を使わせてしまって」

			「いいさ。今となっては、ルーエの孤独も分からないことはないから」

			「ありがとう。もう大丈夫だよ」

			　想像はともかく、先ほど頭によぎったように、神の中には人間から昇ったものもいるらしい。

			　飛び抜けて武芸に優れているもの、膨大な知識をもつもの、人々を熱狂させたもの。

			

			　そういった人物は象徴として神に上げられるのだ。

			　おそらく、ルーエ……アロンは、魔族にとってそのような異次元の存在だったのだろう。

			　神に対して対等に立とうと思うものはまずいないはずだ。

			　だからこそ、魔王は孤独を感じ、それが今の俺たちの関係に繋がっている。

			「それじゃあ、俺たちも何かお願いしていこうか」

			「今、ここでジオと共にいる私は一般市民だからな、それもまた良いものだ。ジオは何を願うつもりだ？」

			「うーん……」

			　顎に手を当てて考える。

			「…………平和な余生と目立たないことかな」

			「…………枯れ果てすぎじゃないか」

			「い、いいでしょ別に！」

			　住処はあるし、服も自分で作れるし、食料問題にも心配はない。

			　衣食住さえしっかり確保していれば、あと願うことなんてそうそうないはずだ。

			　安定した生活こそ、最も欲すべきものである。

			「――それか、神様の前で一つジョークを披露して評価してもらうっていうのは？」

			「ないな。相手がどの神であろうが不憫でならない」

			

			「あぁ、人と神様じゃ文化が違うかもしれないってこと？　いつかは神様にも笑ってもらえる一作を生み出さなくちゃね」

			「そういうことじゃないけどな」

			　神様にもウケるジョーク。ワンダフルユーモアには載っているだろうか。

			「ルーエは何を願うんだ？　俺に偉そうに言ったからには、よっぽど切実な願いがあるんだろうな」

			「そ、そうだな……私は恋愛の神に祈ろうと……思っているよ」

			「恋愛？」

			　よっぽど俺の顔がとぼけて見えたのか、ルーエは呆れて肩をすくめる。

			「あぁ。なんだかロマンチックでいいだろう、こういうの？　実際に私たちの距離が縮まるような出来事があれば神の力、なければ自分の力で勝ち取る誇りを手にできるんだぞ」

			「自分の力で勝ち取るとか乙女の言葉とは思えないけどいいね！」

			　ルーエが拳を握ってこちらを睨みつけている。怖い怖い。

			　境内を歩くこと数分、俺たちは拝殿と呼ばれる場所に辿り着いた。

			「この先にある四角い箱にお金を入れて、そのあとにお祈りするみたいだよ」

			「金で自分の願いを優先してもらおうという魂胆か？　人間は神を俗的に見過ぎだろう……」

			

			　彼女の言いたいことは分からんでもない。

			「まぁまぁ。とにかく行こうよ」

			「そうだな。私も恋愛の神には存在を知ってもらいたいし、望むところ――いたっ」

			　コツンっという音がした。

			　振り返ると、なぜかルーエは拝殿へ上がる階段の前で足を止めている。

			「どうした？」

			「い、いや、どうしてかここから先に進めないんだ」

			　その言葉通り、ルーエが前に進もうとするが、どれだけ勢いよくぶつかっても拝殿から拒まれている。

			「……もしかしてさ、これってルーエが魔族だからじゃない？」

			「あぁん？」

			　ずいぶんとガラの悪い返事がきた。

			「あれか、私が魔族だから願いを叶えてやることはないと。それってつまり種族差別だよな？」

			「いや、それは――」

			「確かに箱が置いてある場所には到達できなさそうだが、それでも周囲のものを全て破壊すれば可能性はあるよなぁ？」

			

			「待って待って待って！　ほ、ほら、俺がお金入れてあげるからさ、そこからお願いしよう、ね？」

			　本当にマルノーチ一帯を破壊しかねない。

			　必死に彼女を宥め、なんとか荒ぶる魂を落ち着けてもらった。

			　再び何かしらが琴線に触れぬよう、急いでお参りを済まし、俺たちはこの場所を後にする。

			　……どっちが神様かわからないな。

			「全く。少しは見どころのある神かと思ったが、とんだ勘違いだったようだ」

			「そんなこと言うなって。それで神様がお願いを聞いてくれたらどうするんだよ」

			「感謝する」

			「えらく正直な性格で良いと思うよ」

			　今日は一日中マルノーチの街を観光していた。

			　気付けば夕陽が沈みかけていて、心に安らぎを感じる。

			　これがロマンチックというやつだろうか。

			「……なぁジオ」

			「ん？」

			「こ、この後、二人で夕食をとらないか？　噂で聞いたんだが、夜景を見ながら個室でくつろげるという場所が――」

			　だが、彼女の言葉はそこで遮られてしまった。

			　十数メートル先から走ってくる男が、必死の形相で叫んでいたからだ。

			「――魔物の大群が攻めてきたぞおおおおおおおッ！」

			

			　第六章　おっさんと大群

			
　１

			
「――魔物の大群が攻めてきたぞおおおおおおおッ！」

			　こちらに向かって走ってくる――否、逃げている男は冒険者ではなさそうだ。

			　背丈はあるものの、その身体つきは日頃から戦っている人間のそれではない。

			　おそらく技術職か何かだろう。

			「あの、何があったんですか？」

			　男に声をかけると、彼は汗だくの顔でチラリとこちらを見て。

			「あんたも逃げろおっさん！　街の外にとんでもない数の魔物がいるんだ！　ギルドにも伝えたが、Ｓランク冒険者もいない今、この危機を切り抜けられるとは思えない！」

			　最後の言葉が聞き取れた頃には、彼の姿は小さくなっていた。

			

			「大量の魔物が……。ルーエ、あの人は尋常じゃない焦り方だったけど、魔物の大群が襲ってくることは珍しいの？」

			　彼女の返事を待つ傍ら、ほんの少しだけ鼓動感知を有効にして街の外を探る。

			　すると、彼の言うとおりマルノーチを取り囲むように無数の心臓が蠢いていた。

			　……というか、ルーエの言葉を待っているのだが、いつまで経っても声すら聞こえない。

			「おい、ルーエ？」

			「…………せっかくの、せっかくのチャンスを……許せんぞ下等生物が……！」

			　予想できなかったわけではないが、彼女は怒りを露わにしていた。

			「おいジオ！　さっさと魔物の群れを処理して夕食に向かうぞ！」

			「あ、あぁ。でも、俺たちが全速力で行くのが誰かに見られたら――」

			「だったら私のテレポートを使えばいい！　発動するぞ、今すぐに！」

			　ルーエがそう言うや否や、俺の身体を包み込む空間が捩れていく。

			　一秒にも満たない少しの時間、俺は身体の感覚を失い、瞬きした時には別の場所にいた。

			「こ、これは……」

			「確かに魔物がこれほどまでに徒党を組むことはそうあるまい。強力な指導者がいれば可能性はあるが、ざっと見る感じ、ここに指揮官はいない」

			　つまり、先ほどの男があれほど取り乱していたのも当然ということか。

			

			　眼前には、弧を描くような魔物の大群。

			「オークにゴブリン、スライム。スケルトンは基本的に夜でも地上には出てこないのだが、一体どういう風の吹き回しだろうな」

			　山の中だけの話でなければ良いのだが、魔物は基本的に同種でしか群れない。

			　仮に別種だとしても、共生関係にあるとか、以前戦ったバジリスクとコカトリスのように元々は同種だったか、種の延長線上にいるものだけが群れるのだろう。

			　しかし、目下の状況には、その常識は通用しないようだ。

			「ざっと千体はいるな。この街のギルドがどれだけの冒険者を抱えているかは分からないが、厳しい戦いに――っておい!?」

			「ん？　どうした？」

			　魔物の分析で気が回っていなかった。

			　今、俺とルーエは、地上十数メートルの場所から周囲の様子を見ているのだ。

			　そして、重力がその役割を思い出したかのように、俺の身体を下に下にと引っ張ろうとしている。

			「ど、どうしてこんな高い場所にテレポートしたんだ!?」

			「どうしてって、それはお前が他の人間に見られたくないって言うからだよ」

			　命の危険を感じているからか、彼女の言葉は通常の速度で聞こえるのに、身体の動きはスローに感じる。

			「空を飛んでいる魔物はいないから、目が空中に向けられる心配はないだろう？　なぁに、落ちてきたくらいなら怪しまれないさ」

			「おま――お前ぇぇぇぇぇぇぇぇえ！」

			　ルーエがお茶目さをアピールするかの如くウインクをすると、ついに内臓が浮く感覚が強くなる。

			「うおぉぉおぉおぉぉぉ!?　死ぬ死ぬ死ぬ！」

			　こんな高さから落ちれば人間はまず生き残れない。

			　俺は急いで、しかし丁寧に落下制御の魔術をかけ――。

			「なぁジオ、この後の夕飯のことなんだが――」

			「邪魔しないでくれるかなぁ!?」

			　空中を浮遊できる元魔王が呑気に話しかけてくるものだから集中できない。

			　その間にも激突は近付いてきているのだ。

			　仕方ない、過去に封印したアレをやるしかないようだ。

			　俺は深く酸素を取り込み、全身が鉄になったとイメージする。

			　その想像は自らの身体のリミッターを外し、肉体本来の強靭さを発揮する。

			「――――な、何かが落ちてきたぞ！」

			

			
　２

			
　一体いつから準備が進められていたのか、それとも偶然、突発的に魔物たちが同じ目的を持ったのかは定かではない。

			　人間と意思疎通のできる魔物もいるだろうが、少なくとも街を取り囲む個体には、それはいなかった。

			　だからこそ、マルノーチの住民はこの事態に対応することはできず、ある者は逃げ惑い、ある者は我が家に隠れて扉を補強し、ある者は生を諦めかけていた。

			　冒険者はその全員が迎撃に向かうことになった。

			　マルノーチには、ルビンディ以外にも数個のギルドが設立されている。

			　もちろん一流の強さを持つ冒険者も在籍しているが、彼ら彼女らは世界を股にかけている存在。

			　不幸なことに、この時マルノーチにいた冒険者九十七人のうち、Ａランク冒険者はわずか一人。

			　Ｓランクに至っては一人たりとも滞在していなかった。

			　軍勢が押し寄せるのが数日早ければキャスが、そしてＳランクに次ぐ実力を持つランドがいたというのに。

			「クソっ！　単体ならどうってことないが、数で不利すぎる！」

			　Ａランクの冒険者ですら、戦って数分のうちにこう漏らしていた。

			　九十七人で千体以上の魔物を相手にした場合、一人当たり百体は倒さねばならない。

			　一、二体を倒すのがやっとな低級の冒険者も多く、乱戦では力を出すことができないのは明白。

			　誰の目から見ても、マルノーチが蹂じゅう躙りんされ、陥落するのは時間の問題なのだ。

			　だが、この絶望的な状況は、後に「洞察賢者」と呼ばれる一人の男によって打破されることになる。　

			「――――な、何かが落ちてきたぞ！」

			　すでに魔物と戦闘を行っていた近くの冒険者が、爆音に驚きの声を上げる。

			　土埃が舞い上がり、彼だけでなく、周囲の人々も飛来物の正体を見ることができない。

			　だが、その恐怖にも似た好奇心が大きくなるとともに、謎の存在の姿が鮮明になっていく。

			　会話したことはなくとも、人前に姿を現したのがつい最近でも。

			　彼の存在は早くも伝説のように伝えられていて、マルノーチに知らぬ者はいない。

			「――あ、あぁ……あなたは！」

			

			　常人であれば即死する高さからの落下。

			　いくら鍛え上げられた肉体であっても、普通は生きていられないだろう。

			　しかし、人々――あるいは魔物の――目にうつったのは、右手の拳、右足のつま先、左足という三点のみで完璧な着地を遂行した男の姿。

			　――ジオ・プライムだった。

			「――あれが、世界を救ったお方の御威光」

			　周囲の冒険者は痛みも忘れて彼に魅入っていた。

			「なんて、なんて……心強い」

			　ジオの魔王討伐という功績は計り知れず、その影響力は大きい。

			　それどころか、彼の噂が駆け巡ることで力はさらに増し、人々は、未だ着地ポーズで止まっているジオの姿を見るだけで勇気づけられていた。

			「ジオさんだ！　ジオさんが助けに来てくれたぞぉぉお！」

			「やった！　これで百人……いや百億人力だね！」

			「……死なずに…………済む……」

			　吉報は散開して戦う冒険者たちに、まるでバトンが繋がるように伝わっていく。

			　その中には、ビギニングの面々もいた。

			　彼らは魔物の大群の討伐隊の中では未熟な部類であり、以前のダンジョン攻略とは次元が違う危機の前に臆していたが、ジオの顔を見てすぐに戦意を取り戻し、魔物へ向かっていく。

			　伝わっていった希望はさらに大きくなり、新たな冒険者へと、あるいは二度目の活力を与える。

			「へっ、あんなひよっこたちに先を越されちゃたまらねぇ。俺たちも派手にやってやろうぜぇ！」

			「おうよォ！　一人百匹やりゃあ街も救えてしばらく金にも困らねえ！」

			「どっちが魔物がわからねぇくらい暴れてやろうぜえぇぇぇえ！」

			　数多の雄叫びが上がり、武器と武器、武器と肉体がぶつかる音が衝突する。

			　しかし、どれだけ士気が上がったとしても限界はある。

			　ジオの登場によってマルノーチ陥落の時間は引き延ばせたが、悲惨な未来は変わっていない。

			　この状況を完璧に打破することができる中年男性。

			　彼の行動、迅速な各個撃破によって、マルノーチ死守戦は終わる

			　――はずだった。

			　ただ一人、ルーエを除いて周囲の誰もが気付いていなかった。

			　どれだけの強者でも絶対に勝つことができない相手がいて、それが今まさにジオを苦しめていることに。

			「…………あっ…………やったわ……」

			　額に汗を浮かべ、青い顔をしている。

			　山に入り込んだレイセに声をかけるため、木から飛び降りた際の衝撃。石像を運んだ際のダメージ。

			　そして、久方ぶりに身体に大きく負担のかかる着地をしたことで、彼は、彼は。

			
　――――腰をやってしまっていた。　

			
「あちゃー」

			「いやお前のせいだからな!?」

			
　３

			
「おい、どのくらい深刻だ？」

			　ルーエは、未だ着地ポーズのまま固まっているジオに問いかける。

			　石像のようにピタリと動かない彼は、顔を俯けたまま口を開く。

			

			「偶然だろうが最悪は免れた。か、屈んだままなら歩くこともできる。でも、この状態で戦ってたら多分……」

			「イカれるか」

			「イカれるね」

			　ジオは自分の不甲斐なさに頭を抱えたくなっていたが、瞬間的な判断では最上級のものだった。

			「とりあえず私は風景に溶け込んで魔物を減らしてくる」

			「なぁ、くれぐれも――」

			「わかってるさ。範囲魔術なんか使わないし、一番遠いところで一体ずつ消してくる。人間たちは街の付近で戦っているだろう？　ならバレないさ。お前は自分の身だけ守っていろ……と思ったが、攻撃して弾け飛ぶのは魔物の方か」

			　そう言ってルーエは蜃気楼のように姿をくらませた。

			　一人残ったジオは、腰に負担をかけないようにゆっくりと深呼吸する。

			「――ふう。動けないなりに、俺もできることをしないとな」

			　かなり深いお辞儀のような体勢のまま、彼は移動を始める。

			　移動の際は歩くのではなく、浮遊魔術でわずかに地面から浮き、ホバー移動を行うようにした。その方が腰に振動が伝わらないからだ。

			

			　しかし、浮遊魔術の使い手は世界を探してもそういない。

			　そのため、彼は足元に大きな土煙を上げさせ、足元を隠すことで歩いているようにカモフラージュしていた。

			「今の俺にできることか……」

			　人目を避けているとまともに戦えないこの状況で、自分になにができるのか、ジオは疑問に思っていた。

			　だが、ビギニングのメンバーと共に戦ったミノタウロス戦を思い出し、照れくさそうに笑うと冒険者の方へ発進する。

			
　４

			
「てやぁ！　はっ！　――くっ」

			　どれだけ倒してもモンスターの勢いが衰えることはない。

			　相手はオークやスケルトン。

			　Ｂランクの自分にとっては雑兵もいいところだ。

			　だが、ここまで数で攻めてこられれば、個人の強さなどたかが知れている。

			　俺の命がここで尽きるのは確定的。

			

			　残りの寿命が汗として身体から滴り落ちているようだった。

			　冒険者として生きることを決めた時点で、死は覚悟していた。

			　自己評価よりも高いランクに上り詰めることができたし、後悔はあまりない。

			　しかし、やはり目の前にそれが迫ってくると、恐怖が身体の内側から湧き上がってくる。

			　あーあ。こんなことなら最後にパンケーキ食っとくんだったなぁ。

			「――左側のオークは右足に傷があるので簡単に体勢を崩せますよ」

			　ほんの一瞬の出来事だった。

			　背後から声が聞こえたのだ。

			「えっ……えっ!?」

			「スケルトンは破損が甘いと復活しますが、その上に衝撃を与えることで……あとは分かりますね？　貴方ならできます、頑張って」

			　声の主は俺と「会話」をしない。

			　だが、若者ではない声は、今、俺が相対している魔物の弱点であり、このあと生き抜くための閃きを告げていた。

			　考えている暇はない。一か八かだ。

			「――まずはスケルトンを崩す！　次にオークの足を破壊ッ！　その巨体はスケルトンの残骸を粉砕する！」

			

			　聞こえた声の通りに戦うと、遥かに少ない労力で魔物を無力化することに成功する。

			　俺は声の主に礼を言おうと振り返ったが、影はすでに遠く、腰を折った姿しか判別できなかった。

			「――ありがとう、ございます」

			　俺は再び武器を強く握った。生き抜くために。

			
　５

			
「――閉ざせ、ファイアウォール！」

			　火の盾で魔物を包み、酸素を奪って倒す。

			　相手が並の生物であれば、私のこの戦法は無類の強さを誇る。

			　Ｄランクの自分であっても、単体なら格上の相手を倒すことだってできるのだ。

			　だが、それは多人数戦には向かない。

			　こちらの魔力量にも限界があるし、詠唱が終わる前に攻撃されれば終わりだ。

			　私には仲間はいない。ずっと一人で戦ってきた。

			　そして、周囲の冒険者はみんな、目の前の相手に集中していて私のことなんて目に入っていない。

			

			　次々と迫ってくる魔物たち。魔力も枯渇しそうだ。

			　あと一度でも、私は魔物を倒すことができるだろうか。

			　荒れ狂う砂嵐の中、誰にも発見されず、一人寂しく死んでいくのだろうか。

			「もう、ダメなのかな……」

			「――あなたは魔術の扱いが丁寧ですね。土属性の魔術は使えますか？」

			「――!?　は、はい！」

			　これは幻聴か？

			　疑問を持っていても、声は続く。

			「なら、吹き荒ぶ砂嵐に力を与え、魔物を一網打尽にしてもらいましょう。いいですか？　イメージは強く、はっきりとですよ。それができれば、初級魔術でも問題ありません」

			　詳しく考えている余裕はなかった。

			　私は詠唱をしながら、目を閉じて強くイメージする。

			　自分だけじゃなく、オークやゴブリンの周囲を旋回する砂嵐。

			　それらが魔物にだけ牙を剥いたら――。

			「……アースタスク！」

			　アースタスクは小さい土の刃をぶつける土属性の初級魔術だ。

			　威力は並以下で、魔物相手には牽制にしかならない。

			

			　だが、砂嵐が無数の牙になって魔物たちに喰らい付き、全身にダメージを与えていく。

			　あっという間に牙は魔物を食い尽くしていた。

			「――あ、あのっ！」

			　振り返るが、私を助けてくれた人物はもう、声の届かない場所まで行っていた。

			　老人のように腰が折れているのに、何故だか心の底から頼もしく見える。

			「……洞察賢者だ……」

			　命の危機を救ってくれた方を、私はそう呼ぶことにした。

			
　戦況は刻一刻と変化している。

			　屍へと変わる魔物、傷を負う冒険者。

			　どちらも均等と言えるような速度で増えていたが、洞察賢者……ジオが参戦してからは、魔物の数が減るばかりで、人間側の被害は極小数に抑えられるようになっていた。

			
　６

			
「――あとはわかりますね？」

			「はい！　ありがとうございます！」

			

			　決死の戦いの最中だというのに、一気に活力がみなぎったかのような返事をする戦士。

			　もはや人間と魔物のどちらが勝利するかは一目瞭然。

			　魔物の数は百を切り、対する冒険者は全員が未だ戦闘体勢にある。

			　だが、ここで誰もが予想だにしなかった事態が起こるのだ。

			
「な、なんだよこれ!?」

			
　一人の冒険者が指をさす。

			　その方向を見ると、残った魔物が一匹、また一匹と自らの身を泥のように溶かし、混ざり合い、そして結合していく。

			「魔物たちが……合体してる？」

			「こんなの聞いたことがないぞ！」

			　積み木のように、あるいはパズルのピースのようにつながっていった魔物は徐々に巨大な姿をとる。

			　身体は五メートルほど、緑色の皮膚と揺るぎない肉体を持ち、頭部には頭蓋骨でできた兜を被っている。

			　右手には巨大な剣が一振り、左手は指がなく、スライムのように内部が透けていた。

			

			「もしかして、俺たちが戦ってた魔物が合体して生まれた種ってことか？」

			「……かもな。ここに集まった奴らの特徴が反映されていやがるしな」

			「な、なら余裕じゃないか？　俺の呪文ならオーク如き一撃で倒せるからな！」

			　そう言って魔術師は呪文を詠唱し、氷の剣を飛ばすも、それはオークに傷をつけるどころか反対に粉砕されてしまう。

			「――なっ!?」

			「防御力が段違いだぞ！」

			　冒険者たちは驚愕に目を見開く。

			　次の瞬間、オークは勢いよく走り出すと、片手の剣を思い切り地面に突き刺した。

			　刀が刺さった場所から地割れが十本の蛇のように広がり、冒険者の足元に到着すると勢いよく破裂する。

			　標的にされた者は皆、数メートル吹き飛んで地面に叩きつけられた。

			　大きすぎるダメージに起き上がることができない。

			「おい、大丈夫か!?」

			　一介の魔物が放つのは不可能なほど強力な一撃。

			　合体したことで魔物の数は減り、残り一体と勝利が目前に迫っているように思えるが、その実は途方もなく遠のいてしまっている。

			

			「俺たちでこいつを倒すことができるのか……？」

			「だ、大丈夫だろ。Ａランクの冒険者がいれば……」

			「Ａランクのジョンは今の攻撃で吹き飛ばされちゃったわよ！　残りはBランク以下だけ！」

			「そ、そんな……」

			　戦況は刻一刻と変化している。

			　そのほとんどが勝つことを諦め、脳内ではどうやって生き延びるかを考えていた。

			
「み、みなさーん！」

			
　その時、一人の青年が声を上げた。

			　つい最近設立されたばかりのパーティに所属する冒険者だ。

			　彼は、パーティメンバーの背の高い男の肩に乗り、他の冒険者に気付いてもらえるよう両手を振っている。

			「全員で協力し合いませんか！　僕たち一人一人じゃ倒せないかもしれないけど、敵の弱点を見極めて力を合わせればきっと勝てるはずです！」

			　青年は必死に呼びかけている。

			

			　しかし、冒険者の反応は芳しくない。

			「ちっ。そんなこと言っても、あれだけデカくてパワフルなやつに勝てるわけねぇじゃねぇか！」

			「そうだよな……俺たちはやっとの思いで雑魚モンスターを討伐してるっていうのに」

			　あちこちから不満の声が上がっている。

			　だが、青年は諦めない。

			「わかります、皆さんの気持ちも！　僕もつい最近、ダンジョンボス相手に同じ状況に陥ったことがありますから」

			　青年は自分の胸に手を当てて言葉を続ける。

			「……でも、教えてもらったんです。強さじゃなくて、諦めずに勝ちを追い求めることが大切だって。皆さんだってそうじゃないんですか！」

			　その一言に、冒険者たちは顔を見合わせた。

			　取るに足らない新人の意見に心を動かされたということもあるが、一番の理由は違う。

			　自分たちも、つい先ほど同じことを教わったからだ。

			「お前、良い目してるじゃねぇか！　すぐに俺たちを抜かしちまうと思うぜ！」

			「生き残れたら酒でも奢ってやるから気合い入れろよ！」

			「うおおおおおおお！　血祭りにしてやるぜええええ！」

			

			　再び勇気を得て、オークに向かっていこうと武器を構える冒険者たち。

			　しかし、またしても不測の事態が起こる。

			　突如として地面が揺れ始めたのだ。

			「な、なんだ!?　どうして地面が揺れてやがる!?」

			「俺たちの雄叫びが揺らしてる……わけでもないよな」

			　大きな揺れに体勢を崩す冒険者たち。何故だか魔物が動く様子はない。

			「――お、おい！　地面が盛り上がってないか？」

			　一人の冒険者が指さしたのは、目の前の魔物。正確には、その両隣の地面だった。

			　これは戦いによってもたらされた変化ではなく、誰もが静止している今まさに脈動している。

			　多量の土が、石が大きな塊になり、一つ一つ積み上がり、形を成していく。

			
「る、ルーエ、いる？」

			「どうした？」

			　ジオが小さく声を漏らすと、どこからともなくルーエの姿が現れる。

			「あれって、もしかして……」

			「見たところ、何者かがゴーレムを錬成しているようだ。しかも二体もな」

			

			「敵側の増援なんて、かなりマズいんじゃないか!?」

			「あぁ、そうだろうな。単純な大きさで言っても五メートルはある。並大抵の魔術師では不可能な技術だ」

			　天然物ではない、ほかの魔術師が錬成したゴーレムと戦ったことのないジオでも、ルーエの頬を伝う汗によって事の重大さを理解していた。

			　同時に、先ほど生まれた種火が失われてしまう事も。

			「そ、そんな……僕たち、死ぬの……？」

			「単純に戦力を分散させるとしても三分の一、分が悪すぎる……」

			　一人、また一人と膝を折ってしまう中、戦力を大幅に増やした魔物は、一歩一歩、ゆっくりと歩き出した。

			　まるで、これから虐殺を楽しもうとしているかのような様子に、冒険者たちの絶望が加速度的に増幅する。

			「腰の調子は、魔術で戦うことはできるか？」

			「……いや、厳しいと思う」

			　魔術を行使するには全身に魔力を巡らせる必要がある。

			　その際、大きな魔術を使おうとすれば身体に一定の負荷がかかる。

			　負荷は身体強化である程度は肩代わりできるものの、すでに腰がイカれかけている今、少しの油断が命取りになってしまう。

			「そうか。なら、大勢に見られることにはなるだろうが私が出よう。各個体ごとに三分、少なくない犠牲が出るだろうが、全滅はしない」

			「それは……」

			　確かに、ルーエであれば全てをまとめて相手するのは厳しいかもしれないが、各個撃破という方法で場を収められるかもしれない。

			　しかし犠牲は免れない。どうにかして全員を守る方法はないのか。

			　考えている間にもゴーレムたちはこちらに迫り、戦意を喪失してへたり込んでいる冒険者に手を伸ばそうとしていた。

			　やるしかない、腰の具合を気にしている暇はない。

			　たとえ俺の腰椎が砕けようとも若い冒険者たちを守る方が、世界にとってはるかに価値があるはず。

			　立てなくなる前に、一撃で一体を持っていけば勝機はある。

			「ジオ、お前……」

			「良いんだよ。短い旅だったけど楽しかった。色んなところへ行って、教え子たちに会えて……悔いはないさ」

			　俺の言葉に、ルーエはふっと笑みを浮かべた。

			

			「そうか、なら良い。たとえお前が寝たきりになったとしても、私が永遠に面倒を見てやるさ。二人で寝るベッドの狭さも良いものだろう？」

			「うん、お言葉に甘えようかな。さぁて！　それじゃあ俺の一世一代の一撃を――ってなんだ!?」

			　ゴーレムたちの位置を確認するためにわずかに顔を上げた時、二体のゴーレムはそれぞれ正体不明の攻撃を受けて怯んでいた。

			　一体何が起こったんだ？

			　ダメージを与えられている感じではないが、一撃の強さは並大抵ではない。

			　その正体を探るべく、俺は目をつぶって感知を発動する。

			　木の根のように感覚を伸ばしていき、冒険者の合間を抜け、戦場の両端にいる二つの存在を捉えた。

			「……ん？」

			　どちらの気配にも覚えがある。

			　一つは美しい、星空のような魔力が体内を循環している。

			　もう一つは力強く大地を踏み締め、鍛えられた肉体で巨大な武器を担いでいる。

			　まさか、彼らは――。

			
「――危ない危ない。ギリギリ間に合ったみたい」

			「――なんだぁ？　戻ってきてみりゃあ一大事じゃねぇか！」

			
　俺の教え子であるキャスとランド。

			　彼らが仕事を終え、マルノーチに帰ってきたのだ。

			
　７

			
　ネームドモンスター討伐の報告をした後、キャスはすぐに魔物たちがマルノーチを襲っているという報せを受け、杖による浮遊と炎魔術の噴射を組み合わせることで、凄まじい速度で戦場に辿り着いた。

			　それに対して、ランドは手持ちの仕事を終わらせた後、ジオに会うために出発を少し早めたことで、偶然この場に居合わせることになった。

			　たった二人の援軍。通常であればなんの役にも立たない加勢ではあったが、今回は違う。

			　一人は世界に名を轟かせるＳランク冒険者であり、もう一人はランクという尺度を持たないものの、実力としてはSランクに数えられるほどの逸材。

			　つまり、一気に千人の増援があるのと同義だった。

			

			『…………える』

			『……こ…………る？』

			『……聞こえる？』

			　ぬるりと脳内に入り込んだ声に驚くキャスとランドだったが、すぐに声の主がジオだと気付く。

			「ジオ、どうしたの？」

			「兄貴もいたんすね。でも、ずいぶん苦戦してません？」

			「そうだね。ジオなら――よ、余裕とまではいかないだろうけど、倒せるんじゃないかな」

			「いや、それなんだけどね……」

			　疑問符を浮かべる生徒たちに対し、ジオは申し訳なさそうに事の経緯を告げた。

			「あぁー、そうだったんすね。それは確かに辛いっすよね……」

			「それじゃあ私たちがゴーレムを倒しておくから、ジオは安静にしてて」

			「面目ないです……」

			「全然気にしなくて良いよ。困った時はいつでも頼ってよ」

			「そうっすよ！　俺たちが兄貴にもらった恩は、こんなんじゃ返せませんから」

			「二人とも……」

			

			　たとえ声だけでも、ジオが涙ぐんでいることを二人は察し、ふっと笑みを浮かべると、次の瞬間にはゴーレムへ向かい歩き出す。

			「――っと、その前に」

			　ランドは大きく息を吸い込むと振り返り、いまだに士気の戻らない冒険者たちに向かって口を開く。

			「よぉみんな！　俺は戦う建築家のランド！　そして、反対側にいる彼女こそ、世界に名高いＳランク冒険者であるキャス姐さんだ！」

			　たとえ齢が自らの半分程であっても、Ｓランクという称号がもたらす影響力は絶大で、冒険者たちの顔には活力が戻っていく。

			「本当だ、キャスさんが来てくれたんだ！」

			「キャスさんが一人でゴーレムを倒そうとしてくれてるのか!?」

			「こ、これなら勝てる可能性はあるんじゃないか!?」

			「でも、右側のゴーレムはどうする……？」

			「あのランドってのが建築家として有名なのは知ってるが、一人でゴーレムを倒すのは無謀だろ！」

			　そんな言葉を知ってか知らずか、ランドは深く息を吸った。

			「俺たちは共にジオの兄貴――書の守護者であるジオ・プライムの弟子だ！」

			

			　魔王を倒した男、ジオ・プライムの弟子。

			　それは冒険者の最高峰という肩書きよりも、何よりも人々の心を鼓舞するもの。

			「あ、あの人も書の守護者様の弟子なのかよ！」

			「だったらゴーレムだって倒せちゃうんじゃないか!?」

			　完全に消えてしまったかのように思えた種火は、今、ここに再び蘇ろうとしていた。

			「安心しろお前たち、二体のゴーレムは俺たちが引き受けた！　お前たちは目の前にいるツギハギのデカブツを片付けろ！　ここが漢おとこを見せる時だぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　ランドの叫びに呼応して、冒険者たちは武器を高く掲げて雄叫びをあげる。

			　一人、また一人と地面を強く蹴り、魔物同士が合体した異形に果敢に立ち向かう。

			　それを眺めていたジオとルーエは満足気に微笑んだ。

			
　８

			
「兄貴にカッコ悪りぃところは見せられねぇ。チャチャッとやっちまうか」

			「各パーツの密度、動きの滑らかさ……このゴーレムを作った人、かなり実力がありそう」

			　ジオとの念話は既に切れている。

			

			　二人はそれぞれが独り言を漏らしながら、相対する物質との戦いを始める。

			「二重詠唱――ウインドランス、アクアブラスト！」

			　キャスの右手には緑色の、左手には水色のオーブが出現し、それと同時にゴーレムの両側から二属性の魔術が発動する。

			　土が主成分となるゴーレムは水属性魔術に弱く、たとえ高い硬度を保っていても風属性魔術で砕くことができる。

			　さらに、左右から挟むことで動きの遅いゴーレムには回避不能の攻撃となっていた。

			　風圧と水飛沫が容赦なくゴーレムの身体を削っていく。

			「オラオラァ！　テメェを真っ平にして、その上に家建ててやるぜぇ！」

			　巨大な土塊の放つ拳とランドの振るうハンマーは激しくぶつかり合い、鈍い音が響き渡る。

			　どちらの攻撃も、それが相手に一撃でも命中すれば致命傷になり得る威力を誇っていた。

			　その応酬の中でランドのスピードが勝った。

			　ハンマーの直撃でゴーレムの右腕が砕け、すかさずランドがそれを押し潰す。

			　こうして、傷付いた冒険者たちを守るために始められた戦いは人間側の勝利に終わった――ように思えた。

			「――なにッ!?」

			

			「魔術が……弾かれてる!?」

			　ランドが潰したはずのゴーレムの腕は一人でに浮遊し、再び元の兵器へと変貌した。

			　そして、キャスの魔術は本来ならゴーレムを撃破するに足る威力だったが、その身体には薄い膜のようなものが張り巡らされ、魔術が阻まれている。

			　本来なら、魂の宿っていない物質に仮初の命を与えることすら高度な技術であり、それに更なる能力を加えられる術者はほんの一握り。

			　全くの予想外の事態に、二人の反応が遅れる。

			「――ッッ！　アースシールド、ウインドシールド！」

			　ゴーレムの拳が迫る中、キャスは二重に盾を張った。

			　外側のウインドシールドが威力を削り、硬い内側のアースシールドで防御する算段だったが、空気を引き裂きながら放たれる一撃を殺し切ることはできず、キャスは数メートル吹っ飛ぶ。

			「……はぁっ……はぁっ……」

			　ダメージの大部分は盾が引き受けたとはいえ、キャスの身体への被害も甚大だった。

			　風圧で服はところどころ切り刻まれ、血が流れている。

			　魔力を身体に回すこともままならない。

			　同じく、ランドも大きな被害を被っていた。

			

			　圧し潰したはずの右腕に気を取られた隙に、ゴーレムは左の拳を振り下ろす。

			　ほんの半身でそれを躱したランド。彼を仕留め損ねた拳は地面を抉り、大地が爆発するかのように砕け散った。

			　土煙によって視界が奪われ、飛び散った破片が身体を掠める。

			　ランドは危機を感じていた。だが、痛みと衝撃波に身体の自由が奪われた。

			　空間が歪むように土煙が晴れ、そこから復活した右拳が容赦なく飛んでくる。

			　ランドは咄嗟にハンマーを間に滑り込ませるが、武器越しに伝わる衝撃だけでも彼の五体を軋ませ、ぶっ飛ばした。

			　激しく転がり、身体には擦り傷も追加されていく。

			　ゆっくりと、大地に根を張るように立ち上がったものの、両脚は震え、口の端からは血が流れ出ていた。

			「へっ……へへっ。いいの、もらっちまったよ……」

			　キャスは自分の攻撃が弾かれ、ランドは武器を手放してしまった。

			　対するゴーレムには魔術が効かず、破壊しても再生してしまう。

			　彼らの脳内には「敗北」の二文字が見え隠れしていた。

			『二人とも、大丈夫!?』

			　油断ならない状況ではあるものの、自分より心配そうにしている恩師の様子に、思わずホッとしてしまう。

			「もちろん、兄貴の拳に比べたら屁でもないっすよ。ただ、まさかぶっ壊しても再生するとは」

			「こっちも、そもそも魔術がシャットアウトされちゃう。私じゃダメージを与えることすらできないかもしれない」

			『魔術を完全に無効にする。壊しても再生する。そんなこと、可能なのかな？　魔術に限ったことじゃないけど、弱点のないものなんてないはずなんだ』

			　たとえば、と言ったあと、ジオは自分の感知魔術と転移魔術を引き合いに出した。

			　感知魔術は生物の鼓動や流れる魔力などを読み取り、相手の状態を確認するものだが、対象が多すぎる場合は正確に読み取れなかったり、時間がかかってしまう。

			　転移魔術――ジオがテレポートと呼んでいるもの――は瞬時に別の場所に移動できるが、移動の際に三半規管への負担が大きい。

			　さらに、移動先についての明確なイメージができている必要があるし、少しでも場所を違えてしまうと、最悪の場合は身体が別の物体に埋まってしまう。

			『――だから、魔術を無効にするのも、再生するのも、一つは確かな弱点があるはずだと思う』

			「弱点……」

			

			「少なくとも、正面から見た限りでは無敵に見えますけど――」

			『なにが目的かはわからないけど、製作者の気持ちになってみるといいかもしれないね』

			「確かに目的は予想もつかないけど、魔術を無効にする細工がされてるなら対魔術師を想定してるはずだもんね」

			「そっか、そういう感じか。家を建てる時も、その人がどんな人で、なにに喜びを感じるのか、暮らしを考えるんす。……ちょっと、いける気がしてきました！」

			　ランドはカラッと笑うと再びゴーレムを見据えて歩き出す。

			「私もイメージできたかも」

			　深呼吸すると、キャスは杖を構えた。

			「昔、似たようなことがあったのを思い出した」

			『似たようなこと？』

			「うん。ジオに教わったこと」

			「奇遇っすね。俺もちょうど思い出してたところでした」

			　いつのなにを思い出しているのか、ジオは腰を折ったまま思い起こそうとしている。

			「集中しないといけないから、一回念話を切ってほしいな」

			『二人とも、大丈夫なの？』

			「もちろんっすよ！　兄貴にバッチリ勝利をお届けするんで、待っててください」

			

			『……分かった。こんなに大きく成長した二人なら大丈夫だよ』

			　念話が切れると、二人は各々の敵に集中し始めた。

			　視界には万全の状態で向かってくるゴーレム。対してこちらは大きな傷を負っていて、長く戦闘を続けることはできない。

			　勝負はすぐに決する。

			　そう予感する脳裏には、ありし日の思い出が浮かんでいた。

			
　９

			
「え、俺に魔術を教えてほしい？」

			　物心ついた頃にはすでに魔術が使えた私は、生まれ故郷では神童と呼ばれていた。

			　別に、それに対して心をうわつかせたり、他人を見下したことはない。

			　自分にできることが他人にもできるという考えは幼稚だ。

			　だが、私の周りの人間はそうではなかった。私が日に日に新たな魔術を習得するのに比例するように、向けられる目は嫉妬や憎悪に満ちていく。

			
　ある日、目が覚めると見知らぬ山奥にいた。

			

			　感じたことのない強い眠気が残っている。もしかしたら、薬でも盛られたのかもしれない。

			　しかし、母親が作ったもの以外を食べた覚えはないので、自動的に家族に捨てられたことを意味していた。

			　愛してくれていると思い込んでいた存在に疎まれていた。その事実は少し堪えたが、耐えられるものではある。

			　自分にできることが他人にもできるという考えは幼稚だ。他人にできることが自分にもできると思い込むことも、妬むこともまた幼稚だ。

			　それよりも、周辺には何体かの魔物がいるようだった。

			　どの個体も感じたことのない力の大きさで、今まで「力」で苦労したことのない私は、初めて無力を感じることになりそうだ。

			　――死という対価を払って。

			
　ジオに拾われてから、初めて人を尊敬するということを覚えた。

			　彼が私よりも遥かに高次元の魔術を軽々と使えることも理由の一つだが、一番は違う。

			　全く血が繋がっていない相手を慈しみ、愛してくれたからだ。

			　自分にできることが他人にもできると考えることは幼稚だが、それは優越感の上にある考えだと初めて気づく。

			
　ジオに魔術を教えてほしいと声をかけると、呆けた声を出されてしまった。

			「い、いや……俺がキャスに教えることなんてないと思うんだけど。キャスと同じレベルで魔術が扱えるようになったのなんて、ほんの数年前だし」

			　むしろ、その数年から今までで私を追い抜き、背中が見えないくらいに追い越しているのに驚きが隠せないが、本題はそこではない。

			　もう一度、しっかり魔術を学びたいと思ったのは、ジオや共に暮らす彼らに頼られるような存在になりたかったからだ。

			「自分にできて相手にできないことも、相手にできて自分にできないこともあると思う。でも、手を取り合えばどっちもできるし、それが家族なんだと思うよ」

			　いつかジオが言っていたその言葉が、妙に腑に落ちた。

			　私もその「家族」になりたい。

			　そうやってジオに言えば、おそらく「とっくになってるよ」と答えるだろうが、真に胸を張ってそう思うには自分の納得が必要。

			　だから、ジオから魔術を学び直そうとした。

			「ねぇジオ、魔術が効かない魔物っているの？」

			

			　うーん、と考えたあと、思い出したように指を立てた。

			「キノコの魔物がいっぱいいるところあるでしょ？　あの近くに、銀色のデカい玉みたいなやつが出たことがあってね」

			「銀色の……玉？」

			　よく分からなかったが、本当に銀色の巨大な玉らしい。

			「その玉がさ、魔術を全部弾いちゃうんだよね。属性を変えたりしてもダメで。で、殴ってみても吹っ飛ばせるだけで傷を与えられない」

			「そ、そんなの倒せなくない？」

			　私がそう聞くと、待ってましたと言わんばかりに自慢げな顔をする。

			「そう思ったんだよ、俺もね。でも、正面からじゃなくて、魔術を曲げて背後から当ててみたら、少し傷が付いたんだ。なんでか分からないけど、それを繰り返して倒した」

			「そ、そうなんだ……」

			　彼は理由の検討がつかないようだったが、そもそも魔術の軌道を逸らすのは簡単なことではない。

			　簡単な魔術であれば操るのも容易だが、この山に出てくるような強敵に効く程の魔術というのは、基本的に直線でしか放つことはできない。

			　銀の玉はおそらく、並大抵の物理攻撃や魔術では傷を負わせることができない上に、自分にダメージを与えられる魔術を弾くような術を持っていたのだ。

			　その弱点は背面にまで魔術が回らないこと。

			　しかし、高火力の魔術は直線でしか撃てないから、仮に背後に回られても、魔術の発射までに自分が動けばいい。

			　その唯一と言ってもいい天敵が、破壊力のある魔術を曲げて当てられた事だったのだ。

			　もしかすると、それはこの世に生きる上で避けられない弱点なのかもしれない。

			　ジオは最後にこんなことを言っていた。

			「普通は自分の攻撃が効かなかったら勝てないと思っちゃうけど、思いがけないところに弱点があったりするんだよね。頭を使えば簡単に勝てるかもしれない」

			
　10

			
「――アクアブラスト！」

			　渦巻く水流の弾をゴーレムに向けるが、それは本体に当たる直前、薄い膜に阻まれてしまう。

			　しかし、構わずにアクアブラストを放ち続ける。

			　ゴーレムは私の魔術を無効にできるようだったが、その衝撃は少なからず伝わるということを、最初の攻撃から学んでいた。

			　もともと素早い動きができないゴーレムは、私の魔術によって前に進むことができず、その場に留まり続ける。

			　そして、合間にスワンプを発動して、さらに地面をぬかるませた。

			　足止めだけで倒すことができないなら魔力の無駄かと問われれば、それは違う。

			「グラビティスケープ！」

			　重力を操る魔術・グラビティスケープ。

			　ゴーレムを周囲の地面ごと浮かび上がらせることができる。

			　かなりの重量のため、素早く持ち上げることはできないが、それでも徐々に高度が上がっていく。

			　自分にかかる負担も軽くなく、この間は他の魔術を使うことができないが、ゴーレムは動くことができない。

			　――私が連発したアクアブラスト、そしてスワンプが周囲の地面をぬかるませ、機動力を奪っているからだ。

			　ゴーレムは抜け出そうとするも、むしろ動くたびに身体が沈んでいく。

			　私とランド君の戦っているゴーレムはそれぞれ特徴が違い、きっと相手を変えたほうが楽に倒せただろう。

			

			　でも、そうしていると冒険者の人たちに危害が及んでしまう可能性が高い。

			　だから私がこいつを倒すしかなく、私に強力な物理攻撃ができない以上、この方法しか考えられない。

			　ゴーレムを乗せた地面はゆっくりと昇っていき、もはやその姿は夜空に浮かぶ星のようだった。

			「対魔術師だけを想定しているなら、身体の強さは程々でいい。破壊されないなら、再生を考える必要もない。高いところから落ちれば――何もできない」

			　魔術を解除すると、ゴーレムはゆっくりと落下を始める。

			　身動きを取ろうとしても、鈍重な身体では不可能。

			　速度を増していくゴーレムは地面に激突し――木っ端微塵になった。
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　強い男になりたかった俺は、村から追い出されてもなにも感じなかった。

			　元から骨のある奴らじゃなかった。だから俺にボコボコにされんだと、心から思っていた。

			　どうして強い男になりたいかって？

			

			　んなもん、理由なんて簡単だろ。男に生まれたからだ。

			　この世界は単純で、弱い奴は淘汰されて死んでいく。

			　逆に強い奴はモテるし、金だって手に入る。誰かが言っていた。誰だったかは覚えてない。でも関係ねえ。俺がそいつより強いのは確かだったからだ。

			
　山に入ってすぐ、おっさんに見つかった。

			　おっさんは俺を見つけると家に来ないかと聞いてきたが、俺は逃げた。

			　知らねえおっさんの言うことを聞いてやる義理はねぇし、俺の方がおっさんより強いからだ。

			　俺は強い。オークだって一人でぶっ倒したことがある。

			　オークってのは冒険者になりたてのやつじゃあ一人で倒せないらしい。

			　それを、まだ冒険者への年齢資格も満たしてない俺が倒すってことは、俺がめちゃくちゃ強いってことだ。

			　だから俺はおっさんよりも強い。何故だかおっさんは本気で追いかけてきているようには見えないし、時折、少しだけ離れたところで破裂音が聞こえていたが、俺は一人で走り回っていた。

			
　おっさんは時々話しかけてきたが、ほとんど無視していた。

			　俺が気まぐれに返事をしてやると嬉しそうにしていたが、俺に媚びているんだろうと思ってムカついた。

			　弱い奴は媚びることでしか生きていけないんだ。俺の親がそうだったことを思い出して、またムカついた。

			　最初に拒否してから、おっさんは俺と一定の距離を保って付いてくる。ビビってんのか？

			　でも、俺がその辺の洞窟で寝ている間に料理を作って持ってくるのは、やるじゃんと思ったな。舎弟にしてやってもいい。

			　舎弟を取るっていうのは、そいつの兄貴分になるってことだ。

			　兄貴は強くて、舎弟の目標になるような奴がなる。俺が舎弟にしてやるって言ったら、おっさんは泣いて喜ぶだろう。

			
　当てもなく山を彷徨っているのに飽きてきた。

			　この山には力試しになるような相手はいないようで、俺とおっさんだけしかいないのかもしれない。

			　そう思うと少しだけ胸が痛くなって、俺はおっさんの家に行くことにした。

			

			　家には俺の他に何人か子供がいて、そいつらも舎弟にしてやろうかと思ったけど、どいつもこいつもヤバそうな奴だったからやめた。

			　ただ、家に置いてある本は面白かった。自分の知らないことを知るっていうのが、自分の強さを証明すること以外に楽しいことがあるなんて思わなかった。

			
　少しずつジオと話す機会が増えてきた。

			　最初は、毎日のように外に遊びに行こうと誘われていたが、毎回断っていると諦めたようだった。

			　でも、そのせいで俺が外にビビってると思われたら癪だし、ちょっとビビらせてやろうと思って言ったんだ。

			「それじゃあ、ピクニックに連れてってくれよ」

			「ピクニック!?　いいよ、どの辺に行こう――」

			「魔物の巣に決まってんだろ。俺はまだ見てないけど、この山にも魔物がいんだろ？　行こうぜ、魔物退治によ」

			　ジオは身体は鍛えてるみたいだったけど、のほほんとしてやがるし、俺よりも確実に弱いと思った。

			　だから、てっきり尻尾を巻いて逃げるかと思ったが、少し考えた後に「いいよ、行こうか」と言われた。

			
　家から一時間くらい歩くと、デカい洞窟に辿り着いた。

			　俺が宿代わりに使ったものよりも遥かに大きい。

			　洞窟の前は広場のようになっていて、陽の光が心地良い場所だったが、ここで、俺は人生最大の恐怖と尊敬を知ることになる。

			「……お、おい、なんだよ……あいつ……」

			　俺の声は震えていた。

			「ん、どうしたの？　今日は天気がいいし、絶好のピクニック日和だね。サンドイッチを作ってきたから一緒に――」

			「どうしたのじゃねぇよ！　お、おっさんは見えねぇのかよ、あいつが！」

			　洞窟の奥には巨大な魔物が住み着いていた。

			　それは大まかに言えば人型の魔物だったが、両腕が蛇になっていて、胸の部分に赤くて四角い箱のようなものがくっついている。

			　俺は、大まかに相手がどのくらいの強さなのか検討をつけることができる。

			　オークは俺より弱いし、おっさんは比べるまでもないのだろう。全く強さというものを感じない。

			

			　目の前の魔物は別だ。纏う空気の時点で生物としての格が違うと、誰だって理解できる。

			　敗北感すら湧かないほどの化物だ。

			　それなのにジオは意にも介さず、持ってきたサンドイッチを食べ始めていた。

			　こいつ、俺を殺そうとしてんのか？

			「おい、お前どういうつもりなんだよ！」

			「どういうつもりって……ピクニックなんだけど」

			「嘘つくんじゃねぇ！　お、俺たち殺される……」

			　視線によって、俺がなにを言いたいのか分かったようで、ジオは奥にいるアイツを指差した。

			「あぁ、あれ？　あれなら気にしなくても大丈夫だよ。なにかあったら俺が守るから」

			「はぁっ!?　無理に決まってんだろ！　お前の魂胆はわかってんだよ……俺が……俺がアイツを倒してやる！」

			「えっ、ちょっと待って――！」

			　殺されると分かっていても、舐められるほうが嫌だった。

			　俺は雄叫びのように恐怖を吐き出しながら、魔物へ向かって走る。

			　魔物は俺に見向きもしなかった。ただ、雑草を摘むように片腕を伸ばして俺を喰おうとしていた。

			

			　死んだ。そう思った時、頬に二つの衝撃が走った。

			　一つは拳。必死に目を動かすと、ジオが俺の顔面をぶん殴っていた。

			　二つ目はよくわからなかったが、目に血が入った。魔物の攻撃が起こした風圧か何かで額が切れたんだ。

			「――おっさん！」

			　俺を助けたおっさんは、魔物のもう片方の腕に飲み込まれた。

			「あ………あぁ…………」

			　ジオは死んだ。俺なんかを守って。次は俺の番だ。

			　殴られた頬の、切れた額の痛みを感じない。

			　ズボンが濡れている。

			　殺される。

			　覚悟が決まらないまま死が迫ってきていて、内臓全てが口から出てきそうになる。

			　俺はまったく強い男じゃなかったんだ。

			　オークを倒したくらいで天狗になっていた。狭い世界で調子に乗っているだけの、みっともない男。

			　こいつらからしたら俺は、俺が見下していた連中と同じ、ゴミみたいなもんだった。

			「はは、は……」

			

			　諦めが心を支配する瞬間、魔物の腕が爆発するように吹き飛んだ。

			「――よっと。ごめんねランド、怪我はしてな――切れてるじゃないか！　大丈夫!?」

			　何事もなかったかのように駆け寄ってくるジオに、混乱が抑えられない。

			　言葉にならない声を出しながら、片腕を失って怒り狂っているように見える魔物の方を指差す。

			「あぁ、まずはあれの倒し方だよね。あれは魔術に弱いけど、ランドは魔術が使えないよね。だから殴って倒す必要があるんだけど――」

			　ジオが軽く拳を繰り出すだけで、魔物は嘘のように吹き飛んだ。

			　しかし、吹き飛んだ魔物は事もなげに立ち上がった。

			「腕は壊せても、胸の箱が攻撃を吸収しちゃうんだ。でも、ここで諦めちゃいけない。吸収量を上回る攻撃ができれば――」

			　一瞬のうちに、魔物の身体に多数の凹みができる。拳が速すぎて見ることができない。

			　あれだけ恐ろしかった魔物は、その胸の箱が徐々に凹んでいき、最後には穴だらけになって死んだ。

			「こんな感じかな。ランドは魔物の倒し方を教わりたかったんだよね？」

			　返事なんかしてられない。頭の中がグルグルしてやがる。

			　ジオはアイツに喰われて傷を負っていないどころか、朝飯前みたいに倒しやがった。

			

			　もしかして、ジオの強さが見れなかったのは、弱かったからじゃなくて強すぎたからなのか？

			　この山で魔物に遭わなかったのは、俺が怪我をしないように、ジオがその都度倒していたからか？

			　弱肉強食の世界で力を見せびらかすこともしないで、俺という弱者を守るためだけに……。

			　俺は全然強い男なんかじゃなかったんだ。まだ頭が混乱してて細かいことは考えられねぇけど、村で弱い奴を殴ったのは、強い男の証明なんかじゃなかったんだ。

			　むしろ、俺がカスだってことがわかったし、他のみんなも同じように思ってたんだ。きっと、ジオも。

			　でも、ジオはそんな俺に何も強制しなかった。俺の意思を聞いて、よく分かんない寒いことも言ってたけど、考えてくれてたんだ。

			　こんなカスでも一人の人間として扱ってくれてたんだ。

			　これが強い男って奴じゃねぇのか？

			「あ、兄貴……」

			「えっ？」

			　俺は今まで、拳は自分の強さを証明するために振るうものだと思っていた。

			

			　しかし、それは間違いだった。

			　強い男は人のために拳を振るう。誰かを守る。

			　強さをひけらかすことがない。

			　この人だ。この人こそが、俺の目指すべき「兄貴」なんだ。

			　彼は戸惑っていたが関係ない。俺は彼のまえで姿勢を正し、人生で初めて、本気で頭を下げた。

			「……兄貴。これからは――兄貴と呼ばせてください！」

			　その日から、俺の目標はジオの兄貴になった。

			　本当に強い男は人のために拳を振るう。守る。笑顔にする。

			　カスみたいな人間も見捨てない。

			　俺もそんな男になりたくて、自分なりに考えて、建築家になることにした。
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「……思い出したぜ。昔のことをよぉ〜」

			　輝かしき兄貴とのメモリーが、傷ついた身体に力を与えてくれる。

			　そう、これは男としての試練だ。

			

			　強い男になるという目標を阻む壁。俺が負けたら冒険者たちが死んじまう。

			　何より、兄貴にダサいところは見せられねぇ。

			　思い切り走ると、ゴーレムが俺を目掛けて拳を上げる。

			　俺の拳とぶつかって轟音が鳴り響く。

			　お互いに間合いなんてもんは気にしてねぇ。殴ることしか考えない。

			　渦巻く風で髪が崩れそうになる。腕が千切れそうだ。

			　でもハンマーは要らねぇ。

			「うおおおおおおおおおおおおお！」

			　俺もコイツも無心で拳を繰り出すだけで、そこに作戦なんてもんはない。

			　ただ、身体が限界を迎えたほうが負ける。それだけのことだ。

			　ゴーレムの拳が鋭く俺の顔面を狙うが、それをギリギリで避けると、反対に俺の右ストレートが相手の肩を破壊する。

			　鈍い破壊音と共に拳に痛みが走るが、思わず笑ってしまう。

			　ボロボロになった腕で顔面を殴られて血が滲む。

			　少しだけ意識が飛んだが、膝はつかない。再び拳を構える。

			　再生を始めたゴーレムの身体を拳で打つたびに、ゴーレムの拳が俺を捉えるたびに、空気が重く身体にのしかかっていく。

			

			　だが、この程度で根はあげない。兄貴なら絶対に負けない。

			　砕けて再生しようとしているゴーレムの胸の辺りに赤い球体の何かがあるのに気が付いた。

			　兄貴の動きをイメージする。

			　斜めに振り下ろされる拳を踏み込んで避け、硬い外殻ごと球体をぶち抜いた。

			　ゴーレムの動きが鈍くなる。

			　次の瞬間、俺の手数が上回った。
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　街のすぐ近くであっても、夜間の外出は危険である。

			　昼間よりも魔物の活動範囲が広がるからだ。

			　人間と同じような視界を持つ個体だけでなく、夜目が利くものも多い。

			　だが、今日ばかりはマルノーチの外では大きな宴会が行われていた。

			
「「「「「かんぱ〜〜〜い！」」」」」

			
　約百名にも及ぶ冒険者たちが誇らしげに手に持ったコップを掲げる。

			　一度、二度はどうなるかと思われた魔物との死闘も、全ての冒険者が五体満足のまま終わることができた。

			　特に熾烈だったのは二体のゴーレム、そしてツギハギのモンスターとの戦いだが、キャスやランドはもとより、若い冒険者の言葉で心を一つにした彼らの前には敵ではなく、今では恐怖の塊だったモンスターたちは格好の食材と化している。

			「ちょっと大味だけど、オークの肉って意外と美味しいんだなぁ」

			「うん、ただ焼いただけのオーク肉が前の肉串に勝てるとは思っていなかったぞ」

			「それはほら、みんなで外で食べるから美味しいんでしょ」

			「そういうものか。なら、あっちで騒いでいる人間たちはさらに良い心地だろうな」

			「汗水垂らして倒した魔物だからね」

			　今回の影の功労者であるジオとルーエは目立つことを嫌い、集団から少し離れた場所で、振る舞われた食事を楽しんでいた。

			　幸いにも、今回の二人の働きは、視線の先で馬鹿騒ぎを繰り広げている冒険者たちにはバレていない。

			　彼らは「たまたま近くに居合わせなかった凄い人」くらいの認識を持っていた。

			　それよりも注目を集めていたのは、宴会の中心に座っている二人。今回の戦いで最もダメージを受けたであろうキャスとランドである。

			　ジオの回復魔術によって大まかには治っているものの、それでもしばらくは身体が痛むようで、動くのも億劫という感じで座っている。

			「今回は本当にありがとうございました。キャスさんがいなかったら、俺たちは全員……」

			「い、いやいや。Ｓランクの冒険者として当然のことだよ。……それに、負けられない相手がいるからね」

			　キャスはきっとルーエに鋭い視線を送るが、当の本人は全く気が付いていない。

			「ランドさんもありがとうございます！　俺、マジで魂が震えました……！」

			「いいか、男には退いちゃいけねぇ時があるんだよ。そう、あれは兄貴が俺の髪を整えてくれようとした時に――」

			「うおおおおおお！　ランドさんの兄貴、やべぇっす！」

			　微かにランドたちの話が聞こえてくることで、自分の何気ない行動を武勇伝のように伝えられているジオは冷や汗をかいていた。

			「お前の育てた子供たちは、どちらも素晴らしい戦いをしていたな。あの奇抜な髪型の方は、少しばかり脳筋が過ぎるように感じたが」

			「ま、まぁね。でも、心配はしたけど二人が負けるはずないって思ってたから。それより、驚いたのは冒険者の人たちだよ。流石にあの時は助け舟として魔術の一つでも使おうかと思ったけど、そんな必要はなかった」

			　ジオの言葉を聞いて、ルーエは真剣な眼差しを向ける。

			「……それなんだが、私は少し見直したぞ」

			「何を？」

			「あの新米の冒険者パーティをだ。てっきり、ジオに教えられたことはもう忘れていると思っていた。だが、相手のためを思って発せられた言葉は心に残り、さらに伝播していくものなんだな」

			　嬉しそうにルーエは笑ったが、ジオは腑に落ちないように首を傾げている。

			「ははは！　わからないか！　……つまり私はお前に惚れ直したってことだよ」

			「とりあえず褒められてるってことで良さそうだな。なぁ、食事の続きは家にしないか？」

			「なんだ、腰の調子が悪いのか？」

			　図星を突かれたようで、ジオは苦笑いする。

			「バレたか。帰ったらちょっとマッサージしてくれよ。だいぶマシになったけど、しばらくは安静にしてた方が良さそうだし」

			「しょうがないな、人間の老いというやつは。ほら、肩を貸してやろう」

			

			「悪いな。……よいしょっと……あー痛い」

			　ひっそりと会場を後にしたジオとルーエに気付いたのは、今日の出来事をまだ夢のように感じていたビギンだけだった。

			　彼は陽炎かげろうのようにゆらめきながら去っていく二人の姿を見て、尊敬の念に胸を膨らませる。

			「――かっこいいな」

			「ビギン…………どうしたの……？」

			「変な方向見て、もしかして討ち漏らした魔物でもいた？」

			　ビギンは首を振ると、満面の笑みで二人へ言った。

			「僕、目標を見つけたんだ。こんな人になりたいって目標が！」

			「おうおう誰かと思ったら威勢の良い新人じゃねぇか！　よく生きてたな！」

			「なに、目標とは随分生意気じゃねぇか。聞かせてみろよ、俺たち全員に宣言すればやる気もなくならねぇだろ！」

			　あまりに若々しく希望に満ちたビギンの声に、熟練の冒険者たちが集い始める。

			「そういや、例の書の守護者様だっけ？　あの人は今回、何をしてたんだろうな！」

			「もちろん俺たちの力になってくださったのは間違いないけど、イカしたポーズで現れた時以来見かけなかったよなぁ」

			

			「ま、いてくれるだけで心強かったけどな！」

			「それよりも、洞察賢者って知ってるか？　なんでも俺たちに助言をくれたお方はそう呼ばれてるらしいぜ」

			　いち早くことの真相に気づいて吹き出すジオの弟子。

			　自分から聞いておきながら、ビギンの話を聞こうとしていたことなど一瞬で忘れてしまった冒険者たち。

			　彼らの耳に届くようにビギンは声をあげる。

			「僕、その洞察賢者様の正体を知っていますよ！」

			　自らの決意表明に加えて恩師の偉大さをアピールするチャンスだと気付いたビギンは、ダンジョンの攻略のことを含め、ジオについての物語を語り始めたのだった――。

			

			　エピローグ

			「えー、ジオ・プライム！　ジオ・プライム……殿、至急姿を見せるよう！」

			　聞き覚えのない男の声で目を覚ます。

			「……なんだ、ジオ。お前また何かやらかしたのか？　……ふわぁ」

			　隣で寝ていたルーエも起きてしまったようで、彼女は俺の顔を見て、何が起きているか知らないことを理解すると、布団をかぶって再び眠ってしまった。

			「ジオ・プライム殿！　これ以上、我々を待たせるのは得策とはいえない！　近隣住民の迷惑も考えてもらおう！」

			　いや、朝っぱらから大声で、それも拡声の道具なり魔術なりまで使ってるのはそっちだろう。

			　そもそも、俺が一体何をしたと言うのだ。

			「……あのぉ、とりあえず一度出てきていただいてもよろしいでしょうか？　私たちとしてもですね、ここでこのままマルノーチの方々に睨まれたままというのは……」

			

			　急にしおらしくなったな。

			　理由は未だ不明だが、彼、あるいは彼らも上司に命令されてここに来ているだけなのだろう。

			　可哀想だし出ていってやるか。

			「ルーエ、ちょっと行ってくる」

			「……ジオ、そこはダメだぞ……そこは……」

			　どんな夢を見ているんだこいつは。

			　いまだに軋む身体をゆっくり起こし、とりあえず服を着て、最低限身だしなみを整えて家の扉を開ける。

			
　まず最初に感じたのは、今日も天気が良いな、ということだった。

			　雲ひとつない青空、生ぬるい風、小鳥の囀りも聞こえてくる。

			　山の朝も澄んでいて気持ちが良かったが、人の活気が溢れるような朝もまた素晴らしい。

			　そして、視線をまっすぐに向けると二十人余りの人間。

			　無論、彼らはマルノーチの住民ではないだろう。

			　身に纏っている防具は冒険者のような軽装ではなく、金属製の鎧だった。

			「お越しいただきありがとうございます！」

			

			　俺を呼んでいたのと同じ声だ。

			　鎧集団は皆一様に同じ格好をしていたが、その代表のように前に出ている二人だけは違った。

			　一人が、今、俺に呼びかけて頭を下げている男。

			　兜の顔部分が開けられていて、端整な顔立ちと意思の強そうな黒い眉毛が見える。

			「「「ありがとうございます！」」」

			　彼に続くように背後の戦士たちも頭を下げたことから、彼らのリーダーのような役割なのではないかと推測できる。

			「…………」

			　そしてもう一人だが、その人物はすっかり顔を兜で覆ってしまっているため何もわからない。

			　特徴らしい特徴といえば、一人だけ鎧に赤が入っているところとか、兜の上部がつばの広い帽子のようになっていることだろう。

			　堂々とした立ち振る舞いからかなりの使い手なのはわかる。

			　おそらく、隣の黒眉の男よりさらに上の立場だ。

			「えっと、私に何かご用でしょうか？　呼び出されるようなことをした覚えはないのですが……」

			

			　そう聞くと、黒眉の男はピシッと背筋を伸ばして口を開く。

			「はっ！　当然のことながら、ジオ殿に悪評などありません！　要件は他でもない、昨夜のマルノーチ死守戦のことでございます！」

			「……はい？」

			　余計に意味が分からない。

			　昨夜の勝利は、マルノーチを拠点とする冒険者たちが力を合わせて勝ち取ったものだ。

			　俺はアドバイスこそしたが、あの場で俺の正体に気付けた人がいるとは思えない。

			「あの勝利は書の守護者、いや、洞察賢者殿のお力があってのことと、その活躍は我々の国にまで流れてきました！」

			「ドウサツ……ケンジャ？」

			　知らないうちにまた新しい呼び名が増えているぞ。

			　しかも、ちょっと恥ずかしい系のやつだ。

			「そんな並外れたお力を持つジオ殿にお願いがあってやって来たのです！」

			　黒い眉の男は一歩前に出て、深く頭を下げる。

			「どうか、我々ケンフォード王国の騎士団にもお力添えをいただけませんでしょうか！」

			「ケンフォード……王国？　騎士団？」

			　聞き慣れない言葉ばかりだ。

			

			　……待てよ。王国って確か、マルノーチよりさらに大きい場所だってレイセさんが言ってたよな？

			　マルノーチでさえ人が多いと感じるし、視線も怖い。

			　それがさらに増すであろうケンフォード王国に来てほしいと言われているのか？

			「いやいやいやいやいや、そんな恐れ多いです！　私はもうすぐ田舎に帰りますので……」

			　碌なことにならなさそうだし、全力で拒否させてもらうことにした。

			「いやいやいやいやいや、待ってくださいジオ殿！　あなたほどの傑物に巡り会える機会など二度とないのです！　ここは一つ……」

			　しかし、腰を落として対応する俺に負けじと、騎士も身を低くする。

			「いやいやいやいやいや、そのケツ……って言うのはよくわからないですけど、私は歳でお尻も硬いのです！　だから家にですね……」

			「いやいやいやいやいや、何卒お願いいたします！」

			　騎士は凄まじい速度でお辞儀を繰り返している。腰の強度は俺を遥かに上回っているようだ。

			　ダメだ。このままだと勢いで押し負けてしまうだろう。

			　こんな時には「ワンダフルユーモア」の出番だ。

			

			　シャレを思い出す時、俺の脳は最高速で回転する。

			　……ほら、いいのが出てきたぞ。

			　今回は「断り編」から「早く家に帰りたい時のジョーク」だ。

			　これは、自分の家の遠さを暗に伝えることで相手に退いてもらう高等テクニック。

			　なるべく嫌な言い方にならぬよう、最大限注意を払って口を開く。

			「いやぁ、私のような田舎者がお手伝いできることなんてありませんよ。何キロかかるかわからないくらいの帰路でね、遠いんですよ」

			　俺が渾身の一撃を繰り出すと、黒い眉の男は言葉を止める。

			　そして、先ほどまでぴくりとも動かなかった赤い鎧の戦士が一歩踏み出してきた。

			　何をするのかと身構えると、そいつは自らの兜を取り――。

			「――えっ？」

			　美しい金髪のショートカットに凛々しい顔立ち。

			　ボーイッシュではあるが、紛れもなく女性。

			　表情から思考を読み取ることはできない。

			　彼女は俺に丁寧に一礼すると部下の方へ振り返り、合図のように腕を振る。

			　その動きを見て戦士たちは――。

			
「――ははははははははは！」

			
　一斉に笑い出したのだ。

			「これは……」

			　さぞかし厳格な訓練をこなしているであろう戦士たちが顔を歪めて笑っている。

			　ついに俺のジョークが理解されたのかと内心喜びかけたが、よく見ると数人は笑顔に無理がある。

			　っていうか指示を出していた女性は全然真顔だし。

			　どんな意図があって、彼らは笑うふりをしているのだろう。

			　ここで笑って同調することによって俺の気分を良くし、ケンフォード王国に行きたいと思わせるためかもしれないな。

			　だが、この作戦には一つ前提が必要だ。

			　それは、俺が無類のジョーク好きだと知っている人間がいること。

			　そうでなければ、俺のような田舎者からこんなに洗練されたジョークが飛んでくるなど想像もつかないはず。

			　考えていると、赤い鎧の女性が右手を挙げる。

			　笑い声が止み、あたりはしんと静まり返った。

			

			「…………？」

			　状況の落差に戸惑っていると、金髪の女性が俺の目の前にまで歩いて出てきた。

			　彼女は言いようのない誇らしげな表情をしている。

			「相変わらず素晴らしい切れ味ですね。我ら騎士団全員が笑いの刃に首をかき切られた気持ちです」

			　いや怖いな。素直に「笑ってしまった」とかで良いのにかき切られたって。

			　しかもお姉さんも含めて何人か笑えてませんでしたけどね。

			「……っていうか、相変わらずって？」

			　金髪の女性は粛々と答える。

			「ジオ様がわからないのも無理はないでしょう。あなたにとって私など子供の一人に過ぎないのですし、私にも成長した自負があります」

			「はぁ……？」

			　子供の一人？

			　ってことは、もしかして以前俺が山で拾った子供が成長した姿だということか？

			「改めて名乗らせていただきます」

			　彼女は目の前で片膝を付き、俺の右手をとって手の甲にキスをした。

			「私の名はシャーロット。ケンフォード王国騎士団長にして、ジオ様に育てていただいたいわば門下生。お会いしたかったです、先生」

			「……えええええ!?」

			　シャーロットという名前を聞いた瞬間、脳内にさまざまな思い出がフラッシュバックしてきた。

			　俺が拾った中で、人一倍真面目だったのがシャーロットだ。

			　たとえば、彼女は問題児だったランドとは違い、最初から聞き分けが良く、日々学び、剣の扱い方も上手かった。

			　だから将来は路頭に迷うことはないと思っていたが――。

			「――まさか騎士団長になるとは。成長したね、シャーロット」

			　騎士団長がどのくらい偉いのかはわからないけど、パーティのリーダーみたいなものだろう。

			　二十人も部下を連れてくるくらいだし、きっとそれなりの役職だ。

			「……はい。先生にそう言っていただけたのが一番の喜びです」

			　眼差しこそまっすぐ俺へ向いていたが、目尻には涙が溜まっていた。

			「それで……いかがでしょうか。ケンフォード王国へ来ていただくというのは。やはり気が乗りませんか……？」

			「いや、行くよ。山に帰る前に、教え子がどのくらい成長したか見ておきたくなったからね」

			「ほ、本当ですか！　ありがとうございます！」

			　シャーロットはこちらへずいと詰め寄り、俺の両手を握って興奮している。

			　教え子に頼まれてしまえば断れない。子を持つ親の気持ちというやつだ。

			　俺の両親も、きっと俺に対して同じ感情を抱いていたのだと考えると嬉しくなる。

			「ちょうどいいじゃないか。私もマルノーチに飽きてきたところだったからな」

			　いつの間に目を覚ましたのか、ルーエが俺の背後に立っていた。

			　彼女はシャーロットを値踏みするように視線を上下に動かす。

			「……ほう？　この小娘も中々やるようだな。私には及ばないが」

			「……なんだ貴様は。先生と一体どういう関係だ？」

			「私はジオの伴侶というやつだ。ほれ恐れ慄おののけ」

			「そ、そんな……伴侶……だと……？　せんせ……本当ですか!?」

			　シャーロットが不安そうに詰め寄ってくる。

			「い、いや、バリバリ嘘だから」

			「そう……ですか。安心しました」

			　何に安心してるんだ。

			「なあ、団長があんなに取り乱すところ初めて見るよな」

			

			「マジでな。あのおっさん、団長の恩人って聞いたけど本当にそれだけかな……？」

			「ジョン、ダグラス、口を慎め。お前たちは帰ってからみっちりしごいてやるからな」

			「りょ、了解しました！」

			　部下が疑問に思うくらいには、シャーロットは取り乱していたらしい。

			　まぁ、長年の知り合いがいきなり結婚していたら驚くか。

			　実際にはいまだに独身なんだけどな。

			　ともかく、キャスの時に続いてややこしいことをしてくれたルーエには釘を刺しておこう。

			「なぁ、おい」

			「ん？　どうした？」

			「お前……わかってるよな？」

			　余計なことを言うなと、視線をルーエとシャーロットに交互に向けることで暗に伝える。

			　しばらく首を傾げていたルーエだったが、やがてポンと手を叩いて頷いた。

			「そうか、理解したぞ」

			「良かった。これで安心だ――」

			「シャーロットと言ったな。お前もジオが欲しいのなら戦え！　でなければ道は開かれないぞ！」

			

			「何言ってんのお前!?」

			　一理ある、と真剣に頷くシャーロットを見て、言葉で伝えるんだったと後悔した。

			
　こうして、俺はケンフォード王国という新天地へと赴くことになった。

			　はじめは人里に降りるなんて恐ろしいと思っていたが、こうしなければ、新しい文化に触れ、懐かしい教え子たちと再会できなかっただろう。

			　家が恋しい気持ちもあるが、もう少しだけ頑張ってみようと、そう思った。

			

			　あとがき

			　初めましての方は初めまして。もしかしたらいるかもしれない前作を読んでくれた方、お久しぶりです。歩く魚です。

			　本書をお読みいただきありがとうございます。

			
　また、お声がけいただいたNolaブックスGlanz様、編集のK様、そしてイラストを担当してくださいました七剣なな様、本当にありがとうございました。

			
　さて、今作は諸々の投稿サイトで連載しております旧題「俗世から離れてのんびり暮らしていたおっさんなのに、俺が書の守護者って何かの間違いじゃないですか？」の書籍版になっています。

			　連載版から細かな加筆や修正をしていますが、弟子・教え子（キャスとランド）の掘り下げやバトルシーンを追加したのが主な違いです。

			

			　特にランドについては、ジオとの出会いを書いたことで個人的に気に入り度が上がりました。あの山には一体何が生息しているのか。きっとなんでもいます。

			
　ここからは、二巻の簡単な宣伝になります。

			　二巻も連載版におけるケンフォード王国を下敷きにしていますが、後半のボスとの戦いを大幅に加筆しています。

			　実は一巻時点では主人公のジオもヒロインのルーエもまともに戦っていないので、次の舞台ではそれぞれ強敵と戦うことになります。中でもジオは、圧倒的になりすぎないようボスを超絶強化しています。一気に環境キャラ並みの実力を手に入れているのでお楽しみに。

			
　ということで、またお会いできることを願っています。ありがとうございました。
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